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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　理由など特とくに無かったのだろう。


　ただ最さい初しよから最後まで徹てつ頭とう徹てつ尾び『そういうもの』であったというだけの事だ。


　路ろ傍ぼうの石にどうしてお前は石なのかと問う様に。


　野の草にどうしてお前は草なのかと責せめる様に。


　原げん因いんを追つい及きゆうしても詮せん無ない事ではある。それで事じ態たいが改かい善ぜんされる訳わけではない。もう既すでに確かく定ていしてしまっている事実を覆くつがす事は出来ない。ましてや本人がそれを望んですらいないのだから全くもってそれは無む駄だというものだ。


　故ゆえに彼は状じよう況きようからの離り脱だつを選せん択たくした。


　それが『最大多数の最大幸福』であると思ったからだ。


　多くの者はそれを逃とう避ひだと非ひ難なんし、あるいは嘲ちよう笑しようするかもしれないが──それすらも彼にとっては別べつ段だん、気にする様な事ではないし、むしろ彼を罵ののしり嘲あざける事で関係者達の溜りゆう飲いんが下がるのならば、それはむしろ喜よろこぶべき事であろう。


　そして──今。


「…………さて」


　彼が車を降りて臨のぞむのは巨きよ大だいな街まちの景けい観かんである。


　トリスタン市。


　まごう事なきアルマデウス帝てい国こく屈くつ指しの大都会である。


　首都ロンバーグ程ほどではないにしても──否むしろ国家機き能のうの中ちゆう枢すうたる事を課かされなかったからこそ、自由に、いっそ無む秩ちつ序じよとも言うべき発はつ達たつを示しめして肥ひ大だいした街。外側から見るその偉い容ようは、多くの者に某なにがしかの感かん慨がいを抱いだかせるのだという。


　だが……


「どうしましょうか」


　彼の眼めはただ硝子ガラス玉だまの様にその光こう景けいを映うつすだけだ。


　トリスタン市の偉容を前にしても特に感かん想そうめいたものは無い。


　彼にとって、それはただそういうモノだった。


　眼に見える通りの──それだけのもの。それ以上でもそれ以下でもない。そこに意い味みなど求めない。まして価か値ちなど認みとめられない。牽けん強きよう付ふ会かいに事じ物ぶつへ意味や価か値ちを付ふ与よしたがるのは、多くの人間に共通の悪い癖くせではあるが──そういう行動に彼は一いつ切さいの興きよう味みを持てないでいた。


　だから車を降りて街を眺ながめるという行動にも特に感かん傷しよう的てきな理由は無かった。


　予あらかじめ決めてあった休きゆう憩けい時間が来ただけの事である。


　そして──


「……あ……ああ………」


　延えん々えんと続いていた道どう路ろの脇わきの草むらから、血ち塗まみれの老人が一人、まろび出てきても彼の表ひよう情じようは特に変化しなかった。


　それはただそれだけの事実だからだ。老人が。一人。血塗れ。その背はい後ごに在あるであろう事実に彼は興きよう味みが無い。見知った顔でもなし……老人がどうなろうと彼にとっては全くの無関係だった。


　しかし老人の方はそうは思わなかったらしい。


「……た……たすけ…………」


　右みぎ腕うでを伸のばして彼の方に這はい寄よってくる。


　一見、浮ふ浪ろう者しやの類たぐいかとも思われたが──その身にまとうボロボロの衣い装しようの汚よごれや破やぶれは、よく見ると比ひ較かく的てき新しいと分かる。


　更さらに……


「…………」


　老人の左の腕の肘ひじから先が無くなっている事に彼は気付いた。


　事じ故こか。事じ件けんか。まあ、やはり彼にとってはどうでも良い事ではあった。頭の片かた隅すみで、老人の傷きずの状じよう態たいや出血量を知ち識しきと照しよう合ごうして『ああこの老人はもう助からないな』と判はん断だんを下くだしただけだ。勿もち論ろん、殊こと更さらにそれを口に出す様な真ま似ねもしない。その理由が無い。


　代かわりに──


「どうしましたか？」


　と問うたのも単に反はん射しや的てきな行動に過すぎない。


　常じよう態たいでない人間にはそうやって声を掛かけるもの。それが当とう然ぜん。それが常じよう識しき。


　小さいながらも社会の構こう成せい単たん位いの一つとして活動してきた二十数年の間に、培つちかわれた癖の様なもの──ただそれだけのものだ。状じよう況きよう反射とでも言おうか。そういう形の鋳い型がたの中に入れられていたから単に残っているだけのもので、その形に彼は意味を見み出いだしてはいないのだが。


「……たすけ……て……！」


　言って老人が彼に縋すがり付ついたのとほぼ同時に──


「──らぁ！」


「──だらあ！」


　意味の無い──ただ威い嚇かくと高こう揚ようの為ためにのみ発せられる声が溢あふれる。


　再ふたたび草むらが揺ゆれて、そこから刃は物ものや棍こん棒ぼうを持った男達数名が姿すがたを現あらわした。


　どうやら事件の方であったらしい。


　まあ大都会やその周しゆう辺へん部ぶには、大量の人間が住んでいる。人間の数が多ければ、様さま々ざまな事じ情じようが発生し、軋あつ轢れきも必ひつ然ぜん的てきに増ふえる。暴力事件も殺人事件も増えて当然だ。そしてそれに遭そう遇ぐうするか否いなかはもう完全に偶ぐう然ぜんと確かく率りつの問題でしかない。


　だからこの場は、彼に言わせれば別べつ段だん──驚く事でも嘆なげく事でもない。


　だが男達の方はそうは思わなかったらしい。


　先まず最初に彼かれ等らが抱いだいたのは、偶然の遭遇に対する、短い驚きよう愕がくと逡しゆん巡じゆん。


　その後──


「…………んだァ、こら」


　真ん中に居いる男がそう言ってきた。


　勿もち論ろん、やはり台詞せりふに意味など無い。とりあえず凄すごんでみせてこの場の優ゆう位い性せいを確かく保ほする事にしたのだろう。そういう意味ではとても分かり易やすい者達ではあった。勿論、分かり易かろうが難にくかろうが彼の知った事でもないのだが。


「なにじろじろ見てんだよ？」


「はあ。すいません」


　彼は微び笑しようを浮かべて頭を下げた。


　微笑はいい。汎はん用よう性せいが高い。この表情は大たい抵ていの場面で事の進行を円えん滑かつにする。嘲ちよう笑しようにならない様に控ひかえめにするのが肝要ポイントだ。


「引っ込んでろ。おめえには関係ねぇ──」


「その通りですね」


　彼はそう言って頷うなずく。


　このやりとりを聞いた老人が、その表情に濃のう密みつな絶望の色を湛たたえるのを視し界かいの端はしに捉とらえて──彼はほんの少し、その老人に親しん近きん感かんを持った。勿論それは、あくまでほんの少しでしかなかったが。


　本当に何の関係も無い。


　興きよう味みも特に無い。


　だから引っ込んでいるのにも異い存ぞんは無い。


　ただそれだけの事。


　彼は──むしろ素そっ気けない反はん応のうに啞あ然ぜんとしている男達を尻しり目めに、そのまま車の運転席に戻った。エンジンは掛かけたままだ。どうやら未まだ『目もく撃げき者しやを口くち封ふうじする』という発はつ想そうにすら至いたっていない男達と、哀あわれな老人に対して、彼はこれまた社会常じよう識しきとして丁てい寧ねいに黙もく礼れいすると、その場を立ち去ろうと──


「ひ……ひぎいっ……！」


　老人が、啼ないた。


　もう完全に自分の未来が閉とじたのだと理り解かいしたのだろう。元よりあの出血と傷きずでは放ほうっておいても絶ぜつ命めいは避さけ得えなかったであろうが──分かり易やすい形で突とつ発ぱつ的てきに与えられた絶望は、人間に発作的な行動を促うながす事がしばしば在る。


　俗ぞくに言う自ヤ暴ケ自ク棄ソの類である。


　老人は絶望の色をその顔に溢あふれさせながら、無事な右手を懐ふところに差し込み、そしてそこから一冊さつの本を取り出した。


　黒く──雑ざつな装そう丁ていながらも奇き妙みように禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを纏まとった本を。


　書しよ籍せきというよりは雑誌程てい度どの薄うすさであり判はん型けいではあった。製せい本ほんといっても紙かみ束たばを揃そろえて綴とじるという最さい低てい限げんのものでしかなく、その気になれば手作りさえ出来そうな代しろ物ものである。


　だがそれは……


「黒くろ本ほんっ!?」


　男達の誰かが叫さけぶ。


　その声には焦しよう燥そうと恐きよう怖ふが色づいていた。


「──やべえ」


「ちいっ──」


　緊きん迫ぱくした叫さけびに促され──男達は一いつ斉せいに老人へと飛とび掛かかる。


　かざした武ぶ器きの先せん端たんには既すでに手て加か減げんや遠えん慮りよなど微み塵じんも見られなかった。一つでも充じゆう分ぶんに必殺の可か能のう性せいを秘ひめた凶きよう器きが、何本も何本も、勢いきおいよく老人の身体からだに食い込んでいく。


　振ふり下ろされる棍こん棒ぼう。


　突つき出される刃は物もの。


　だが──


「──…………」


　刺さされ。殴なぐられ。


　だが老人はぶつぶつと何事かを呟つぶやいている。完全に死を覚かく悟ごした人間にとっては、もう自分の肉体に生じた惨むごたらしい事実ですらも──苦く痛つうですらも一いつ顧こだにする価か値ちも無いのだろう。それは絶望という概がい念ねんが辿たどり着く一つの極きよく致ちではあったのかもしれない。


「──…………」


「くそっ!?」


「まずい──」


　呟くのを止やめぬ老人を前に、男達は狼狽うろたえる。もう一度攻撃をしようと、老人の身体に食い込ませたままの凶きよう器きを引──


「ひぎいっ!!」


　老人が吼ほえた。


　同時に男達と凶器が揃そろって吹ふっ飛ぶ。


　何か瞬間的に発生した強力な衝しよう撃げき波はか、それに類るいするものが彼等を弾はじき飛ばしたのだろう。地面に落ちて跳はねた時点で、首がおかしな方向に曲がっている者も居いれば、自ら振りかざしていた凶器が左ひだり胸むねに刺ささっている者も居た。


　全員が即そく死しかそれに近い状態だ。


　偶ぐう然ぜんの結果ではあろうが、これはまさしく自じ業ごう自じ得とくだろう。


　彼はその事について特とくに感かん想そうは無ない。興味も無い。見知らぬ人間達が出てきて。運悪く返り討うちにあった。ただそれだけの事だ。


　ただ…………


「びぎぎぎぎぎぎぎぎぃ──」


　人間の──いや生き物の声とも思えない音を漏もらしながら、老人は、がくんがくんと身を痙けい攣れんさせている。その喉のどや腹はらには未まだ刃物が二本ばかり突つき刺ささったままだが、老人は倒たおれる事無く、むしろ全身の肉を動かして──


　動かして。


　いや──動いて。


　肉が。


「ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぃぃぃいいいいいいいいいいいいいいいいい」


　筋きん肉にくの形けい状じようが変わり始め。


　内ない臓ぞうの位置が変わり始め。


　骨こつ格かくや皮ひ膚ふすらもが変化を開始して──


「…………おや」


　異い形ぎようのものに変化しつつある老人を見て彼はそう漏らす。


　それは──俗ぞくに『魔ま族ぞく』と呼ばれる存在だった。


　正式名めい称しよう『魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト』。


　不用意に魔法を使った──あるいは限げん界かいを超こえて魔法を使いすぎた人間のなれの果はて。魔法を技術や道具として使う主体ではなく、魔法という現げん象しようを顕けん現げんさせる為ためだけの従じゆう属ぞく物ぶつになり果てた人間の末まつ路ろ。


　変へん形けいを始めた老人の姿は、今まさにその怪かい物ぶつへと変へん化げする過か程ていであった。


　恐おそらくさして時間を要ようする事も無なく、老人は人外の存そん在ざいへと変へん態たいしきって魔族として完成する。そうなれば刃は物ものや鈍どん器きどころか、銃じゆう弾だんの雨にもたじろぐ事の無い社会的脅きよう威い──『局きよく地ち災さい害がい』として暴れ回り始めるだろう。


　常識として考えれば、これは見過ごす事の出来ない状況だ。


「──しょうがないですね」


　慌あわてず騒さわがず彼は車のギアをバックに入れた。


　次いでアクセルを何の躊ちゆう躇ちよも無く床ゆかまで踏ふみ込こむ。


　蹴け飛とばされた様な勢いきおいで彼の車は──総そう重じゆう量りよう九千キログロムの鋼こう鉄てつの塊かたまりは、後方に向かって突進する。


　その後部貨か物もつ室しつの先には……


「いいいいいいいいいいいいああああああああああああああああああああああああああ」


　……変形途と中ちゆうの老人が居た。


　彼はアクセルを踏ふんだままで。


　表ひよう情じようも微び笑しようを浮かべたままで。


　当然──


「ああああげ──ぇっ……」


　まず最初に伝わってきたのはごつんと硬かたいものを打つ衝しよう撃げき。


　続けて感じられたのは車体を介かいして届とどく──ぐしゃりと何か湿しめったものが潰つぶれる音。更にはそれに何かが砕くだける音や跳はねる音が渾こん然ぜん一体となって響ひびいてくる。震ふるえる様に車体が右へ左へと小こ刻きざみに傾かたむき、細かな震しん動どうが入り交まじった。


　時間にすればそれはわずかに数秒。


　十数メルトルを後こう退たいしきった大型トラックの鼻先には──


「……ふむ」


　轢ひき潰つぶされた肉やら骨やら内ない臓ぞうやらがぶちまけられていた。


　どう考えても最も早はや、それは老人ではなかった。かつて老人であったもの。寄り集まって老人という現象を成なしていただけの物質の群れ。人の形を断だん片ぺん的てきに──文字通りの意い味みで──残してはいるものの、それはもう人体とは呼べない代しろ物ものになり果てていた。


　だが……


「ふうむ？」


　呟つぶやいて彼はシフトチェンジ。


　トラックは再び前進する。再び九千キログロムの重量が路ろ面めんにばらまかれた肉にく塊かいの上にのしかかり、走そう破は性せいを優先して成形された厳いかついノーパンク・タイヤが、丁てい寧ねいに丁寧に、残った肉を、骨を、内臓を、轢ひいて潰つぶしていく。


　トラックは十数メルトルを前進して停てい車しや。


　そして──再びシフトチェンジ。


　後退。


　停車。


　更にシフトチェンジ。


　前進。


　停車。


　更にシフトチェンジ。


　後退。


　停車。


　更にシフトチェンジ。


　前進。


　停車。


　…………


　後退四回。前進四回。


　轢き残しが無い様ように微び妙みようにハンドル操そう作さを加えながら総計八回──トラックは呆あきれる位に丁寧に作業として老人を轢いた。


　擂すり粉こ木ぎで擂り潰す様に。


　その重量と慣かん性せいによって、彼は老人だったものを破は壊かいする行こう為いを繰くり返した。完全に破壊し尽つくした。同じ場所を行き来するトラックの姿は──事情を知らぬ者には滑こつ稽けいにすら見えたかもしれない。彼の行動は、一いつ般ぱん人じんの感覚からすれば有あり得えない程ほどの執しつ拗ようさではあったが、彼に言わせれば自分の行こう為いに責せき任にんを持って万ばん全ぜんを期きしただけの事である。


　やるからにはきちんと完全に。


　常じよう識しきであろう。


　やがて──トラックが止まる。


「…………」


　車の運転席から少し身を乗り出して彼は地面にすり込まれた血と肉と骨の残ざん骸がいを眺ながめる。


　不ふ死じ身みと呼ばれる化け物も──なりきる前にここまで徹てつ底てい的てきに破壊されては、復ふつ活かつのしようが無い。対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうの基本は脳のう組そ織しきの完全破壊であると言われているが、既すでに何ど処こが脳なのかすら分からない状態になっている。


　最も早はやそれは惨さん状じようとも言い切れない様な、奇き怪かいな場面だ。


「…………」


　彼は再び運転席に身を収めると──何事も無なかったかの様に運転を再さい開かいした。


　前後に付けた頑がん強きようなバンパーのお陰かげでトラックの車体には目立った傷きずも無ない。勿もち論ろん、あちらこちらに血は跳はねているが、その大半は車体の下であるし、半時間も走らせていれば、乾かわいて汚れて血けつ痕こんかどうかすら判はん別べつし難くなるだろう。


　特に問題は無い。


　トリスタンに向けて最後の道どう程ていを走り行く彼の横よこ顔がおには……いつもと変わらぬ穏おだやかな微び笑しようが浮かんでいる。そこに死んだ男達や老人に対する感かん慨がいは無い。事実、彼はこの短い間に起こった事じ象しようについて何ら特別な感かん想そうを持ち合わせていなかった。


　老人が出てきて。


　男達が出てきて。


　老人が魔ま族ぞく化かして。


　男達が殺されて。


　彼が老人を潰つぶした。


　ただ……それだけの事実の羅ら列れつ。


　それ以上でもそれ以下でもない。まるで雨が降ってきたから傘かさをさす──その程度の事であるかの様に、一連の事実は殊こと更さらに意味など持たず、ただ当然のものとして彼の中では認にん識しきされていた。


　当然そこに感情の大きな動きなど在ある筈はずも無い。


「…………」


　感かん傷しよう。感かん慨がい。感動。


　それは彼にとって未知の概がい念ねんだった。


　此の世に生まれて二十五年。


　彼は一度たりとてそんなものを抱いだいた事は無いのだった。
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　ジョージ・グレコ教きよう授じゆ。


　かつてマランド大学に籍せきを置いていたその学者の名は、アルマデウス帝てい国こくの歴史を語かたる上で、しばしば二つの──全く異ことなる側そく面めんから語られる。


　一つは〈聖シューマンの実験〉により『魔法ソーサリイ』という新世代の技ぎ術じゆつを世に知らしめ確かく立りつした偉い人じんとして。


　そしてもう一つは……〈イエルネフェルト事じ変へん〉という未み曾ぞ有うの大だい惨さん事じの遠えん因いんを作った最さい悪あくの罪ざい人にんとしてだ。


　──魔法。


　それは、かつて伝説や迷めい信しんの領りよう域いきに在あったものだった。


　だが一人の学者が率ひきいる研究チームは、それを文明という名の灯とう火かの下もとに引きずり出す事に成功した。それを一いつ種しゆの学問として扱あつかい、体たい系けい化かし技ぎ術じゆつ化かし理り論ろん化かする事に──あくまでそれは部分的ではあったが──成功した。


　成功……してしまった。


　それが〈聖シューマンの実験〉である。


　ジョージ・グレコ教授と彼の指し揮き下かに在った研究チームは、ホルスト教の大だい聖せい堂どうにて大おお勢ぜいの有ゆう識しき者しやを前に魔法の公開実験を行った。伝でん統とう的てき価か値ち観かんの牙が城がようとも言うべき場所を借かりての、挑ちよう発はつ的てきとも言える研究発表は、当とう然ぜんの如ごとく、事じ前ぜんに多方面からの反はん感かんと失しつ笑しようを買う事となった訳わけだが──現場に据すえ付けられていた全すべての記き録ろく機き械かいと立たち会あい人にん達たちの眼めが、グレコ教授達の行こう使しして見せた『魔法』が奇き術じゆつや欺ぎ瞞まんの類たぐいでない事を証明する事となった。


　魔法は実じつ在ざいのものとしてこの世界に認にん知ちされたのだ。


　その日を境さかいに世界は変へん革かくを余よ儀ぎなくされた。


　魔法とはつまり人間の意い識しきを物ぶつ理り現げん象しように変へん換かんする究きゆう極きよくの技術である。しかもグレコ教授が率いる研究班が示しめしたそれは、多少の才さい能のう差さは在るものの、一いつ定ていの心しん理り的てき処しよ置ちを施ほどこせば誰もが簡かん単たんに使えるものだった。


　更さらにその効こう能のうが、不可能と思おもわれた諸もろ々もろの理り想そうを一気に現実の領りよう域いきに引き込み、時には物理法則さえねじ曲げる程ほどのものだと知れ渡わたると──企き業ぎよう家かを中心に無む数すうの人々が魔法に群むらがり、受け入れ、時には啓けい蒙もう役やくさえも買って出て、この『夢の新技術』を世の中に広めていった。


　経済。医い療りよう。工業。芸術。軍事。


　ありとあらゆる分野に魔法技術は凄すさまじい勢いきおいで浸しん透とうし、旧きゆう態たい依い然ぜんとした不ふ便べんな技術はその多くが施し設せつごと駆く逐ちくされていった。この現象に──急激すぎる社会構こう造ぞうの変化に、そして何よりも人々の価か値ち感かんや常じよう識しきの変化に危き機き感かんを覚おぼえる者も居いなくはなかったが、『夢の新技術』の前に浮かれる人々の耳に、彼かれ等らの声は殆ほとんど届とどかなかった。それは旧時代を懐なつかしみ執しゆう着ちやくする老人や、大勢というだけでやたらと嚙かみ付きたがるひねくれた少数派の、無意味な遠とお吠ぼえに過すぎないと考えられていた。


　この時までは未だ人々の想おもい描えがく未来は希き望ぼうの光に満ちていた。


　世界そのものが──浮かれていたと言っても良いだろう。


　グレコ教授は〈聖シューマンの実験〉の直後、謎なぞの失しつ踪そうをする。


　だが彼の遺のこした研究ノートの一部は研究チームの助手達の手によって解かい析せきされ、魔法技術は恐おそろしい程ほどの勢いで発達していった。『魔ま法ほう景けい気き』に酔よう人々にとってはグレコ教授の失踪など、殊こと更さらに気にする程の事でもなかった。多くの偉い人じんがそうである様に、名前だけが看板に書かれたそれの様に実体を離はなれて一人歩きし──その名を、まるで呪じゆ文もんの様に意味も考えず人々は褒ほめ称たたえた。


　しかし……


　二十五年後のある冬の日。


　世界は自分達の足あし下もとに大きな落とし穴が開いていた事を知る。


　それが北暦一八二四年に発生した悲ひ劇げき……〈イエルネフェルト事じ変へん〉である。


　後に『魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト』あるいは『魔族メレヴエレント』と呼ばれる事になる怪かい物ぶつが大たい量りよう発はつ生せいし、誰だれ彼かれ構かまわず襲おそい掛かかったのである。その際さいに発生した被ひ害がい──死し傷しよう者しや数すうと経けい済ざい的てき損そん失しつ額がくについては未だに正確な数字が出ておらず、政府もその算出を諦あきらめて久ひさしい。


　そう。それは文字通りに大だい惨さん事じだった。


　アルマデウス帝国政府は事じ態たいの把は握あくに数日を要ようし、挙あげ句く──大量の燃ねん料りよう気き化か爆ばく弾だんによる自国国土の絨じゆう毯たん爆ばく撃げきという、戦せん略りやく的てきに見れば狂きよう気きの沙さ汰たとしか言えない暴ぼう挙きよによって何とかこの事態を収しゆう拾しゆうした。


　それは、まるで毒どくを以もつて毒を制するかの様な、本当に乱暴極きわまりない対たい処しよ法ほうだ。


　だがこの当時──アルマデウス帝国の所しよ業ぎようを非ひ道どうと責せめる者はごく少数だった。


　そうしなければアルマデウス帝国どころか、世界全体が滅めつ亡ぼうしかねなかったのだという事を、誰もがよく理り解かいしていたからである。


　そう。


　魔法は夢の新技術などではない。


　それは……人間の在あり方かたを汚お染せんする。


　度たび重かさなる魔法の行こう使しは、人間の存在そのものを侵しん食しよくし別のものに変えてしまうのだ。


　即すなわちこれが魔法中毒ソーサリイ・アデイクト症状しようじよう──魔族化である。


〈イエルネフェルト事変〉とは即ち、この魔族化がアルマデウス帝国全土で一斉に生じたが故ゆえの惨さん劇げきであった。


　呪じゆ素そ──かつてはこの世界に殆ほとんど存在しなかった筈はずの汚お染せん要よう素そ。


　それは二十五年に及およぶ魔法の無計画な大量行使と、そして何よりも〈イエルネフェルト事変〉そのものにより世界中に振ふりまかれてしまっていた。呪素は世界中隅すみ々ずみにまで、水の中に、空気の中に、食物の中に遍へん在ざいする事となり──現在、ありとあらゆる人間の体内に一定濃のう度どで蓄ちく積せきされてしまっている。汚染されきった人々は最も早はや、簡かん単たんな魔法を一つ使うだけでも『人間である事』を放ほう棄きしてしまう事になった。


　ここに魔法の黄金時代は終わった。


　自分達が大おお喜よろこびで使いまくっていたそれは、むしろ禁きん忌きの秘ひ術じゆつであったのだと──今いま更さらながらにして人々は思い知らされたのだ。


　魔法を使う代だい償しようとして呪素に汚染され、人間である事を辞やめた者達は、不死身の肉体と膨ぼう大だいな魔法の力を以もつて新しい存在に──それまで存在し得なかった、人間という種しゆ族ぞくの天てん敵てきとなった。


　勿もち論ろん、燃ねん料りよう気き化か爆ばく弾だんの大量投下で〈イエルネフェルト事変〉が沈ちん静せい化かされた事実からも分かる通り、魔族は絶対でも不ふ滅めつでもないが、それでも生身の一いち個こ人じんには到とう底てい対たい抗こう不ふ可か能のうな力をそれは備そなえている。


　重戦車の攻こう撃げき力りよくと原生動物に匹ひつ敵てきする不死身性と──そして何よりも猛もう悪あくとも言うべきその狂きよう気き。それが突とつ如じよとして街まち中なかに出現するのだ。これを悪あく夢むと言わずして何と呼べば良いのか。


　通つう常じよう装そう備びの警察や一いつ般ぱん市民には到底、対たい抗こうする術すべが無い。かといって街中に戦車や爆撃機を持ち込めば、それこそ小規模な〈イエルネフェルト事変〉になるだけだ。恐おそらく大量の死傷者が──それも巻き込まれて──発生する。


　当然……人々は掌てのひらを返して魔法を忌いみ嫌きらった。


　しかしそれとて一時的な風ふう潮ちように過すぎなかった。


　魔法が危険だという事は分かっても──その効こう果かはあまりに劇げき的てきで便利に過ぎたのである。そして大惨事によって疲ひ弊へいしきったアルマデウス帝国には、どうしてもその力が必要だった。既に旧来の技術の多くが魔法に取って代わられており、それらを復活させる余よ裕ゆうが誰だれにも無かったという事も原げん因いんの一つではあった。


　結果……人々は魔族化をせずに魔法を使う方法を研究した。


　各種技術を用い、辛かろうじて魔族化を防ふせぐ事の出来る『人間の鋳い型がた』、俗ぞくに〈モールド〉と呼こ称しようされる特とく殊しゆ作さ業ぎよう服ふくが実用化されたのはこの頃である。〈イエルネフェルト事変〉前よりごく少数の、魔法技術の無分別な発達を危き惧ぐしていた者達によって基き礎そ的てきな技術は蓄ちく積せきされていた為、事変後わずか一年でこの特殊作業服は実用化されたのだ。


　特殊作業服──モールド。


　人間の鋳型モールド。


　回数制せい限げん付きではあるが、このモールドに『人間としての在あり様よう』を拘こう束そくされている間は、人間は人間として魔法を使う事が出来る。


　以後──魔法使いとは、この特殊拘束作業服を身にまとい、人間と人間以外の境きよう界かい線せん上じようぎりぎりで渡わたっていく者達の事を指す様になる。硬い拘束服ストレイト・ジヤケツトに存在そのものを緊きん縛ばくされながら、辛かろうじて人間の側に踏ふみ止とどまり、魔法を使い続ける者達──そして一つ間違えば最悪の怪かい物ぶつとして暴れ出しかねない者達。彼等は〈イエルネフェルト事変〉後も以前と同じく『魔法士ソーサリスト』という単たん語ごで呼称されたが──それとは別に『ストレイト・ジャケット』という別べつ称しようもこの時に生まれた。


　人々は慎しん重ちように慎重に魔法を使う事を覚えた。


　だが……それでも。


　どれだけ状況を整備し安全性を高めたとしても、事じ故こは常つねに起こり得る。此この世よから事件が無くなる事も無い。


　魔法士達が魔族化する事じ例れいは跡あとを絶たたなかった。それは人間の不ふ注ちゆう意いから起きる事も在あるし、悪意から引き起こされる事も在った。何にしても魔法と人間のどちらかがこの世界から根こん絶ぜつされない限り……魔族もまた消え去りはしない。


　故ゆえに──人々はその脅きよう威いに個別に対たい応おうするしかなかった。


　魔法に対抗するには魔法が最も確実だ。


　故に──魔法使いのなれの果はてを狩かる魔法使いが誕生する事になる。


　戦せん闘とう用に特とつ化かしたタクティカル・モールドに身を包み、かつて軍用として開発された攻こう撃げき用よう魔法を操あやつって、局きよく地ち災さい害がい指し定ていされた魔法中毒患者ＳＡを殲せん滅めつする者達。


　魔法士の中でも最も恐れられ、忌いまれる同どう類るい狩がり。


　それが──





　　　　●　　●　　●





　リゴレット通り。


　このトリスタン市の繁はん華か街がいは良くも悪くも混こん沌とんとしている。


　これは色々な意い味みを含ふくむが──その様子が最も顕けん著ちよなのは店の並ならびであろう。リゴレット通りには様さま々ざまな店が存そん在ざいするが、その場所にまるで法ほう則そく性せいというものが無いのだ。


　酒場の隣となりに薬局が在あるのは未まだ良よいとしても、託たく児じ所しよの両隣がそれぞれ銃じゆう砲ほう店てんと印いん刷さつ会社というのは少々妙みような感じがする。挙あげ句くに通りを挟んだ向かいに並んで在るのは風ふう俗ぞく店と法ほう律りつ事じ務む所しよである。


　普ふ通つうは区く画かく毎ごとにまとまった印いん象しようが出来上がるものだが、〈イエルネフェルト事じ変へん〉後の焼け野原に、場当たり的に──まるで雑ざつ草そうが生えるかの様に店が建ち並んでいった闇やみ市いちが元となっているリゴレット通りでは、何ど処こに何が在ってもおかしくはない。


　精せい通つうしている者には、総じて物価が安く、掘ほり出し物も多い繁華街なのだが、逆にその住人達のたくましさ故ゆえに、詐さ欺ぎや掏す摸りの類たぐいもやたらと多い処ところである。故に部外者、あるいは商品や買い物そのものに品ひん格かくを求める者は、市が計画して整せい備びしているもう一方の繁華街──プーランク通りに行く事が多い。


　言うまでもない事だが──


「んん……」


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト──レイオット・スタインバーグ。


　彼は圧あつ倒とう的にリゴレット通り派である。


　殊こと更さらにリゴレット通りに愛着を持っている訳わけではないが、利用率は圧倒的にプーランク通りよりも多い。戦せん戯ぎ盤ばんの盤面の様に、格こう子し状じように等とう間かん隔かくで整備されたプーランク通りは、どうにも落ち着かないし……何より彼の姿は、あの小こ綺ぎ麗れいな街まち並なみでは無む意い味みに目立つからだ。


　着ているものは年中同じ──どことなくくたびれた感じの蒼あおいコート。


　内に着るシャツは色こそ白いが、裾すそをズボンの外に出したまま。黒くろ髪かみはぼさぼさで中ちゆう途と半はん端ぱな長さに伸のびており、丸レンズのサングラスに至いたっては、いつも鼻先にずり落ちる半歩手前で辛かろうじて留とどまっている様な状態で──身だしなみに几き帳ちよう面めんな人間なら、彼の姿を観みているだけでも苛いら立だつだろう。


　しかもその物もの腰ごしからは、何ど処こか斜ななめに傾かしいで立っているかの様な、ひどく物もの憂うげな雰ふん囲い気きを漂ただよわせているものだから、お上品な街並みの中に在っては、その姿は自ら『不ふ審しん人物です』と主しゆ張ちようしているかの様にすら見える。少なくともプーランク通りのちょいと高級なレストランならば即そく座ざに入店を断ことわられる筈はずだ。もっとも彼がそういった紳しん士し淑しゆく女じよ御ご用よう達たしの店に自ら足を運ぶ事はまず有り得ないだろうが。


　ただし、くたびれ裏ぶれた印いん象しようは在あるが、殊こと更さら、彼の姿は醜しゆう悪あくにも不ふ潔けつにも見えない。


　これは元々の彼の容よう姿しが優すぐれている事も理由の一つではあるだろう。


　彼自身は自分の装よそおいにひどく無む頓とん着ちやくだが──もし髪かみによく櫛くしを入れて整ととのえ、糊のりの効きいたシャツ、流は行やりのジャケット、プレスされたズボンと磨みがいた革かわ靴ぐつ等とう、少し気の利きいたものでその姿を固めてやれば、たとえプーランク通りであったとしても、道を行く彼の姿に気を引かれる女達は多い筈はずだ。


　それはさておき──


「……ん？」


　レイオットは珍めずらしく眼めを瞬まばたかせて通りの一いつ画かくを眺めた。


　見知った顔を見み掛かけたからだ。


「──おや」


　少し癖くせの在る栗くり色いろの長ちよう髪はつ。


　大きな碧へき眼がんの上に掛かけられた眼鏡めがね。


　そして何よりも小こ柄がらな体たい軀くを包み込む、濃のう紺こんの制せい服ふく。


　言葉で示さずとも、全身で自分の素す性じようを物語っているかの様な──見るからに生き真ま面じ目めそうな女じよ性せい官かん吏りがそこに居た。


　やや童どう顔がんなので十代の少女の様にも見えるが、敢あえて化け粧しようを濃こくして抗あらがう様な愚ぐは冒おかさず……むしろ地味な感じに自らの容姿の印いん象しようを抑おさえ込こんでいる。どちらかと問われれば間違いなく美人だが、妖よう艶えんさはほぼ皆かい無む、その姿には──何ど処こか背せ伸のびをしている子供の様な微笑ほほえましささえ漂ただよっている。ただしそれを正直に指し摘てきすると彼女自身は著いちじるしく気分を害がいする事であろうが。


　労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよく──ネリン・シモンズ二級魔法監かん督とく官かん。


「珍しい事もあるもんだ」


　呟つぶやくレイオット。


　彼女はレイオットとは反対に、主にプーランク通りを利用する方の人間だ。


　生真面目で潔けつ癖ぺき性しよう的てきな部分の在るネリンは──まあ初めて出会った時よりは融ゆう通ずうが利く様にはなってきたが──闇やみ市いちの発展形の様なリゴレット通りにはあまり肌はだが合うまい。いっそ危険とさえ言えるだろう。彼女の性せい格かくからすれば、違い法ほう建けん築ちくだの違法店てん舗ぽだのを一つ一つ指し摘てきして糾きゆう弾だんして取り締しまりかねない。そしてリゴレット通りでそんな事を始めようものなら、彼女が老ろう衰すいで死ぬのが先か、リゴレット通りが『健けん全ぜん化か』されるのが先か、本人以外には全く意味の無い競きよう争そうになる事だろう。恐らく負けるのは十中八九ネリンの方だろうが。


　だが……


「……ははあ？」


　彼女は一人ではなかった。


　背の高い──小こ柄がらなネリンと並ぶと、尚なお更さらに高く見える青年と一緒だった。


　レイオットの言葉通り、それは本当に珍しい光景だった。


　ネリンはレイオットと居る時は滅めつ多たに見せない様な、朗ほがらかな笑え顔がおを浮かべながらその青年に色々と話し掛けている。青年の方は青年の方で穏おだやかな微び笑しようを浮かべ、口数は少ないが、適てき当とうに相あいづちを打っている様だった。


　両者の関係がそれなりに良好なのは数すう秒びようも見ていれば分かる。


「しばらく顔を見せないと思ったら……なるほど、彼女にも春が来たか？」


　青年の年ねん齢れいは二十代前半──ネリンと同じ位か。


　何ど処こか茫ぼう洋ようとした雰ふん囲い気きで、覇は気きだの気き概がいだのといった言葉には縁えんの無さそうな人物である。何かに喩たとえるならば、日向ひなたでのんびりと伸のびた植物──といった感じか。単にネリンに合わせる為ためかもしれないが、背が高い癖くせに自らの重さでしなる草花の様に、緩ゆるやかに背を丸めているからかもしれない。


　着ているものは薄うす茶ちや色いろを基き調ちようとしたブルゾンに麻あさ色いろのスラックス。靴くつはスニーカーだ。特に目立った部分も無い、平へい凡ぼんな若者の装よそおいである。
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　顔立ちはそこそこに整ととのっているが、これまた『人じん畜ちく無む害がい』を絵に描かいた様な穏おだやかな顔立ちであった。清せい潔けつそうに──短く綺き麗れいに整えられた金きん髪ぱつや、草食動物を思わせる穏おん和わな翡ひ翠すい色いろの眼も青年の雰ふん囲い気きを助じよう長ちようしている。たとえ痴ち漢かんの現げん行こう犯はんで逮たい捕ほされても『何かの間違いだろう』と釈しやく放ほうされそうな感じだ。


「……春」


　と──意味不明の単語を口の中で転がすかの様に言ったのは、レイオットの傍かたわらを歩いていた小柄な人物である。


　一見した限り、その姿からは性別も年齢も不ふ詳しようだ。背せ丈たけから子供であろうとか、服の仕立てから少女であろうとか、その程てい度どの事は分かるが、明確で決定的な判はん別べつ基き準じゆん──その容よう貌ぼうは目ま深ぶかに被かぶったフードの奥おくに隠れて見えない。


　明らかに人目を憚はばかる装いである。


　もしそれでも顔を確かめようと、布ぬの地じの下に作られた小さな暗がりを覗のぞき込む者が居いれば、その者は思ってもみなかった異い形ぎようをそこに見る事だろう。


　淡あわい闇やみが凝こごるそこに並ぶのは四つの紅あかい輝きだ。


　まるで怪物の貌かおの如く、それは四つの眼がん球きゆうが備そなわっている様にも見える。


　もっとも更さらに覗き込めば、実じつ際さいに眼なのはその内の二つだけで、眉まゆ毛げの様にその上に並ぶ二つは、球体状の、また別の器官であると分かっただろう。そして偏へん見けんを排はいして見る事が出来れば、その顔立ちはよく整ととのい、とても可か憐れんだという事にも気付いただろう。


　だが多くの人間はまずその異い様ような容よう姿しに拒きよ否ひと嫌けん悪おの情じようを抱いだく。


　肩の辺りで切り揃そろえられた深しん紅くの──人間には染そめでもしない限かぎり有り得ない色しき彩さいの髪もまた、そうした人々の感情を誘ゆう発はつし易いものではあった。


　だからこそ彼女は貌を隠して街まちを歩く。


　人でないものに──人である事を辞やめた怪物に性的暴行を受けた女性が、望のぞまずして産うみ落とす存在。人の心を持ちながら魔の形けい質しつを背せ負おわされた忌み子。


　それが先天性魔法中毒患者ＣＳＡである。


　もっとも……世間的には『半魔族ハーフ・ブルート』という呼称の方が、遥はるかに通りが良いが。


　少女の名はカペルテータ・フェルナンデスという。


　レイオットの同どう居きよ人にんであり──仕事上の助手というのが最も分かり易い彼女の素す性じようだろう。これまた口さがない人間は『愛人』だの『慰なぐさみもの』だのと勝手な事を言っている様だが──幸か不幸か今のところレイオットとカペルテータの間にそういう事実は無い。


「……おっと」


　ひょいとレイオットは建物の陰かげに身を隠かくした。


　ついでに手を伸ばしてカペルテータの襟えり首くびも摑つかんで引き寄せる。


　ネリンの視し線せんがこっちを向いたからである。恐らく彼女がレイオット達の存在に気付いた訳ではなく、振り返ったのは単に偶然であろうが。


「…………」


「邪じや魔ましちゃ悪い」


　何故──という問とい掛かけの意味だろう、フードの奥からひどく淡たん々たんとした視線を無む言ごんで送ってくるカペルテータに、レイオットは言った。


「…………」


　カペルテータは不思議そうに眼を瞬まばたかせる。


「私達が隠れないと何かシモンズ監督官の邪魔をする事になるのですか」


「なるんだよ。多分な」


　レイオットは苦く笑しようして言った。


　ネリンの性格からしてレイオットの姿を認めれば挨あい拶さつしには来るだろう。一いつ緒しよに歩いている青年が誰であるにせよ、あまり自分の様な無む資し格かくの戦せん術じゆつ魔ま法ほう士し──つまりは犯はん罪ざい者しや同然の人物と付き合いがあると分かれば、彼女に良よい印いん象しようは持つまい。


「そういうものですか」


「そういうものですよ」


　言ってレイオットは身み振ぶりでカペルテータを促うながす。


　二人はネリンの視線にその身を晒さらさない様に注意して、車の方へと戻もどり始めた。


　だが──


「レイオット」


　フードの中からレイオットの方に視線を送りながらカペルテータは言った。


「シモンズ監督官に春が来たとはどういう意味ですか」


　その口く調ちようには何の感情も含まれてはいない。内面が外に出ないようにと殊こと更さらに抑え付けているのではなく──まるで清し水みずの如ごとく、ごく自然に無色透とう明めいな喋しやべり方である。


　恐らくフードの奥の貌にも、何ら表ひよう情じようらしい表情は浮かんでいない筈だ。


　およそ……この年齢の少女としては明らかに異常な程ほど、カペルテータは感情表現というものをしない。意い識しき的てきなものは勿もち論ろんの事、無意識のそれでさえも皆かい無むに等しい。この為か──彼女と初めて相あい対たいした者は、しばしば落ち着きを無くす。嫌けん悪お。侮ぶ蔑べつ。嘲ちよう笑しよう。驚きよう愕がく。恐きよう怖ふ。不安。その他……静せい謐ひつな湖こ面めんの如きその貌に映うつし出されているのが、彼女のものではなく、向かい合っている自分自身の感情だと気付いて動どう揺ようするのだ。


　ただし既すでに数年に及およぶ付き合いのレイオットは、彼女のそんな鏡かがみの様な無表情ぶりにも慣なれきっている。


「……おまえ、色々細かい事は知ってる癖くせに、俗ぞく語ごには疎うといよな」


　呆あきれた口く調ちようで言うレイオット。


　まあカペルテータは普ふ通つうの人間に比べると著いちじるしく交友関係が狭せまいし、通つう俗ぞく的てきな週刊誌や小説の類たぐいはあまり読まないので、こういった表現を知らないのも分かるが──


「俗語ですか。すると、いわゆる売ばい買ばい春しゆんの類語──」


「恋れん愛あい中ちゆうって意味だよ」


　覆おおい被かぶせる様にレイオットは言う。


　今いま更さらこの少女に情じよう操そう教育も糞くそも無かろうが、処ところ構かまわず淡たん々たんと『売春』だの何だのと際きわどい言葉を喋しやべられると、また要いらぬ誤ご解かいを受けるのは主にレイオットだ。いや──受けても知った事ではないのだが、多分、ネリンがうるさい。


　それはさておき。


「…………」


　カペルテータはふと立ち止まった。


　彼女はしばしその場で何事か考えていた様だが──確かく認にんしようとでもしたのか、踵きびすを返してネリン達の方へと戻り始める。


「こらこら」


　猫ねこの子を摘つまむ様に、彼女の襟えり首くびを摑んで再ふたたび引き寄せ、レイオットは言った。


「だから近くに行くなって」


「レイオットはどうして彼女が恋愛中だと分かったのですか」


「いや、街中を男と歩いていたしな」


「…………」


　カペルテータはしばし考え──


「では私とレイオットも恋愛中ですか」


　──と問うてくる。


「なんだ、カペル、俺に惚ほれたか？」


　とからかう様に尋ねるレイオット。


　だが──カペルテータは慌てもしなければ焦あせりもせず、勿もち論ろん笑いもせず、紅あかい眼を無む言ごんでレイオットに見み据すえているだけだ。これで潤うるんでいれば可愛かわいげもあるのだろうが、彼女の瞳ひとみはいつもの通り硝子ガラス玉だまの様な無表情を湛たたえるのみである。


「…………」


「…………」


　沈黙する事およそ三十秒。


　不ふ発はつに終わった冗じよう談だんほど、寒いものはない。


「──すまん、俺が悪かった」


　肩かたを落としてそう言い──レイオットは歩き出す。


　恋愛云うん々ぬんの詳しよう細さいはともかく、此処はひとまずレイオットに従したがった方が賢けん明めいだと判断したのだろう。カペルテータもそれ以上は追及も糾きゆう弾だんもせず、彼の後を追って停車中のモールド・キャリアへと歩いていった。





　　　　●　　●　　●





　それからおよそ三十分後。


「なあなあ。レイ。知ってるか？　シモンズ監かん督とく官かんに春が来たみたいだぞ？」


「…………」


　そう言うジャック・ローランドを眺ながめながら──レイオットはひどく曖あい昧まいな表情を浮かべていた。どう反はん応のうすべきか判断に迷ったのである。


「おや？」


　ジャックは不ふ思し議ぎそうにレイオットを眺ながめる。


　どうやら彼があまり驚おどろいていないのが意外だったらしい。レイオットはとりあえず苦笑を浮かべながら言った。


「……さっき見たよ。背の高い、いかにも『人じん畜ちく無む害がい』な感じの奴やつだろ？」


「なんだ。知ってるのか。つまらん」


　とジャックも苦笑を返してくる。


　ジャック・ローランド。


『何者か』と彼の事を問とわれれば、多くの者は数秒の逡しゆん巡じゆんの後に『熱ねつ意いある機き械かい技ぎ術じゆつ者しや』と答えるだろう。口の悪い者ならばもっとぶっちゃけて『機械狂マシン・マニアツク』とでも言うかもしれない。


　そしてそれはとりあえず間ま違ちがいではない。実じつ際さい──彼は自ら工こう房ぼうを構かまえ、様さま々ざまな機械の整せい備びや製せい造ぞうを行っている。その守備範はん囲いはタイプライターから軽けい飛ひ行こう機きにまで及および、工房の中で弄いじり回せるものならば何でも扱あつかう。仕事として機械を扱う事も多いが、目的と手段が逆転しているかの様な、趣しゆ味み性せいに侵しん食しよくされた彼の行動は多分に狂的マニアツクではある。


　ただし……そうした部分はこの青年のごく一部を表現したに過ぎない。


　現実の彼と会った事の無いままに、そうした風ふう評ひようから、鉄てつ臭くさく油臭い、むさ苦しい感じの男を脳のう裏りに思い描えがいていた人間は、実際に彼の姿を眼にすると驚く。


　その線の細い──一見すると可か憐れんな少女にすら見える繊せん細さいな容よう貌ぼうを。


　髪は細く柔やわらかな金きん髪ぱつ。大きな瞳ひとみは鮮あざややかな碧みどり。肌はだも白く体たい軀くもどちらかといえば華きや奢しやで、少なくとも骨ほね太ぶとさや汗あせ臭くささは感じられない。目め鼻はな立だちは上品に整ととのっており、笑うと本当に美しい。ドレスでも着せれば男と気付かない者も多かろう。


　なので彼がツナギを着て油まみれになり、機械類の間を歩き回っている姿は、恐ろしい程ほどの違い和わ感かんを醸かもし出したりもする。彼自身は嫌がる喩たとえだろうが──まるで深しん窓そうの令れい嬢じようが鍛か冶じ屋やで働いているかの様な場違いな感じがするのだ。


「つーか……どうしてお前が知ってるんだよ？」


　とレイオット。


「いや、俺も彼女が男と歩いているのを見たからなんだけどね」


「…………ふと思ったが」


　とレイオットは目の前の美形エンジニアを改あらためて眺めながら言った。


「お前……この建物から出ても生きていけるのか？」


「どういう意味だよ？」


「いや、いつも此こ処こに居いるしな。根でも生えてるとか、自然光を直接浴びると溶とけるとか、何かそういう理由が在あるのかと思ってたが」


　言ってレイオットは辺りを見回した。


『ＪＲ総そう合ごう機き器き研究所』


　それはジャック・ローランドの城しろだ。


　リゴレット通りで買い物を済すませたレイオットとカペルテータは、昼ちゆう食しよくのサンドイッチを手て土産みやげにこの倉庫を改かい造ぞうした建たて物ものを訪おとずれていた。看かん板ばんに記された名前は何やら大たい層そうだが、要するに此処は整せい理り街がい区くの端はしに在る機械工こう房ぼうだ。所員は所長のジャック一人。周りには無む人じんの建物も多く、此処も看板さえ無ければただの廃はい屋おくと間違われてしまうかもしれない様な代しろ物ものであった。


　屋内には、所ところ狭せましと各種工作機械や工具の他ほかに、名称不明、用よう途と不明、意味不明の機械やらガラクタやらが散さん乱らんして──もとい、置かれている。迂う闊かつに転ぶと大変な事になりそうな雰ふん囲い気きだが、ジャックにしてみれば至し極ごく快かい適てきな空間であるらしい。


　工房の真ん中に置かれた工作台の側そばでは、カペルテータが先さき程ほどリゴレット通りで購こう入にゆうした昼食のハンバーガーや、持じ参さんした香こう茶ちやのセットを取り出して、やや遅おそめの昼食の準備をしていた。


「引きこもりに関しては、レイは人をどうこう言えた義ぎ理りじゃないと思うけどな」


「そうか？」


「そうだよ。まあそれはともかく──」


　ジャックは手にしていた工具を置くと工作台の脇わきに椅い子すを引っ張ぱってきて腰こし掛かける。カペルテータから淹いれたての香茶のカップを受け取りながら──彼は少し意い地じの悪そうな笑えみを浮かべて問うてきた。


「どう思うよ？」


「どう思うとは？」


　興きよう味みの無さそうな口調で言うレイオット。


　拍ひよう子し抜ぬけした様子で眼を瞬まばたかせながらジャックが首を傾かしげる。


「いや……なんかこう……思う処ところは無いの？」


「俺が何を思うんだか──」


　そこまで言ってから。


　ふと気付いた様子でレイオットは顔をしかめた。


「言っておくがな。俺とシモンズ監督官は仕事上の付き合い以上は何も無いぞ。ナレアはやけに疑うたがってたけどな」


「ああ。シモンズさんの妹ね」


　苦笑するジャック。


　ナレア・シモンズは大学受験の際に、先月までこのトリスタン市に来ていたネリン・シモンズの妹である。姉とは歳としがやや離はなれているが──あるいは離れているからこそ、やたらにネリンを慕したっていて、その感情は崇すう敬けいに近く、当初はエリートである姉の身近に、見るからに胡う散さん臭くさい風ふう体ていのレイオットが居る事を大たい層そう嫌いやがっている様子だった。


　まあ最終的に彼女は諸々の周しゆう辺へん事じ情じようを理り解かいした上で、レイオットの存在を許きよ容ようする様にはなっていたが、ナレアの様に誤ご解かいしている人間は他ほかにも居るかもしれない。


「まあ一緒に住んでる以上、カペルに関しては色々言われるのも分かる気がするが」


　レイオットも椅い子すを工作台の側そばに引き寄せてそこに座すわる。


「シモンズ監督官が、何ど処こをどう間違ったら俺と付き合ってるって話になるんだよ」


「よく入り浸びたってるじゃないか。彼女──レイの家に」


「ありゃ小言言いに来てるだけだよ」


　工作台に肘ひじを着きながら溜ため息いき混まじりに言うレイオット。


　彼女とレイオットが顔を合わす機会が多いのは、単にそれがお互たがいの仕事であるからだ。


　勿もち論ろんレイオットは正せい規きの資し格かくを持った戦術魔法士ではないので、レイオットとの接せつ触しよくは彼女の公式な──少なくとも書類上その正当性を認められた様な──仕事ではない。まして彼の家まで押しかけてとなると少々やり過ぎの感も確かに在る。ただこれについてはネリンの几き帳ちよう面めんかつお節せつ介かいな性格の問題であって、やはり色いろ恋こい沙ざ汰たとは関係が無いとレイオットは思う。


　そもそも──


「彼女が仕事上の付き合いが在る魔法士って俺以外にも居るだろうが？」


「居ないよ」


　あっさりとジャックは言った。


「──は？」


「いや、ほら彼女まだ監督官になって一年ほどだろ」


「そうだったか？」


「そうなの。だからまだ正式に彼女が直接担たん当とうしてる魔法士はレイだけだよ。他に補ほ助じよ担当してる魔法士は居るみたいだけど」


「なんでお前がそんな事知ってる？」


「本人から聞きいた」


「……実はお前が付き合ってんじゃないのか？」


　言いつつ──レイオットは更さらに溜ため息いきをついた。




[image: ]


　全くナレアといいジャックといい、どうしてこうも他人の色いろ恋こいに関して物もの見み高だかいのか。


　レイオットは基本的に他人の異性関係には興味が無い。正直に言えば他人の対人関係にまで気を回す余よ裕ゆうが彼には無い。自分自身が未いまだにそういった部分に関して諸もろ々もろの欠けつ落らくを抱かかえている事を自覚しているからだ。


　実のところ……シモンズ監督官とレイオットの関係は一種、友人めいた関係ではあるかもしれないと彼自身は思っている。そういう立場の女性はレイオットの人間関係の中では極きわめて少数だ。強しいて他に挙げるとすればフィリシス位のものであるが、彼女も友人というよりは──もっと別の立ち位置に居いる様に思えてならない。


　何にせよネリンが何か仕事の外でも助けを求めてくれば、レイオットは損そん得とく勘かん定じようはさておき、ごく自し然ぜんに助けの手を差し伸のべるだろう。どちらかと問われれば彼女の不幸よりも幸福を願う程度には、レイオットは彼女に対して好感を持っている。だからまあギャングとかチンピラに類るいする男と彼女が付き合い出せば、忠ちゆう告こくの一つ位はするかもしれない。もっとも……世間的な認にん識しきから言えば、それらの親しん戚せきの様なレイオットに、他ひ人と様さまの素す性じようについて批ひ判はんをする資し格かくも無かろうが。


「まあ俺の担当も『正式』じゃないけどな。俺が正せい規きの資格を持ってないから」


「まあそうだろうけどね」


　とジャック。


　そこで──ふと思い出したかの様に軽い口く調ちようで彼は言った。


「いっそ資格取ったら？」


　それはネリンにも何度も何度もしつこく勧すすめられた事だ。


　正規の資格を取れば、何かと手間が省はぶける。色々と便利になって法ほう律りつ上じようの融ゆう通ずうも利きく。勿もち論ろん──無資格であるが故ゆえの利り点てんも幾いくつかは在るが、レイオットの仕事ぶりからすれば、資格を取ってしまった方が利点が多い。


　しかし……


「……面めん倒どう臭くさいんだよ」


　レイオットが言うとジャックは苦く笑しようを浮かべる。


　彼はちらりと工こう房ぼうの中に停てい車しや中ちゆうのモールド搬はん送そう用よう蒸じよう気き式しきトラック──モールド・キャリアの方を振り返って言った。


「まあ〈スフォルテンド〉を手放したくないのは分かるけどさ」


「…………」


　レイオットは顔をしかめ──美形のエンジニアはにやりと笑って言った。


「何を今いま更さら驚おどろいてんだか。〈スフォルテンド〉が中古のモールドである事位はとっくの昔に知ってるよ。誰だれが修しゆう理りや調ちよう整せいしてると思ってんの」


「……まあそうだが」


「前にも言ったけどさ。もう元々の〈スフォルテンド〉──いや〈スカルラット〉の部品なんて殆ほとんど残ってないぜ？　形見だか記念だか知らないけど、新しいモールドを調達して資し格かく申しん請せいしてもいいんじゃないのか？」


「…………かもな」


　物もの憂うげな口調で言うレイオット。


　そう──彼の仕事道具は師のお下がりだ。


　そしてそれは同時に、遺い品ひんでもある。


　彼が殺してしまった育ての親──ドーベルン・スタインバーグの。


　十二年前のあの日を忘れない。忘れられない。忘れてはいけない。だから彼は旧式のモールドを使い続けている。自分の罪の形として。


　もし資格を取ってしまえばモールドも正せい規きの検査が入る事になる。


　そうなれば間違いなく、かつて一度、持ち主が魔ま族ぞく化かしている〈スフォルテンド〉は廃はい棄き処しよ分ぶんを命じられてしまうだろう。モールドに代表される魔法関連機き器きについて、魔法管理局は偏へん執しつ的てきな程ほどに安全性を重視する。実用上問題が無いと技術者達が言っても、一度でも持ち主が魔族化したモールドは、絶対に使用許可が下りないだろう。


「何だったらうちの婆ばあさんに口くち利きいてもいいよ？」


　ジャックの祖母は有名なモールド・エンジニアだ。


　彼女が率ひきいるローランド工房は、トリスタンでは最高の規き模ぼと実じつ績せきを誇ほこっている魔法機器工房である。元々大量生産される様な代しろ物ものではないが、それでも他の地域からの注文が殺到しており、モールド一式を新しん調ちようするとなると、一年は確実に待たされる人気ぶりだ。


「お前が造つくってくれるんじゃないのか？」


　レイオットは顔をしかめて言った。


「お前の婆さん──何だか苦にが手てでな」


「気持ちは分かるけどね」


　苦く笑しようするジャック。


　自他共に認みとめる天才エンジニアであり、基本的に相手が帝てい国こく議ぎ会かい議長だろうが、そこらの幼よう児じだろうが、その態度を変えない──つまりは目上や年上の者から見ればやたらと傍ぼう若じやく無ぶ人じんなジャックだが、レイオットの知る限かぎり、師し匠しようであり祖母でもあるルイーゼ・ローランドに対してだけは別だった。それだけ畏い敬けいを感じているという事なのだろう。


「でも正せい規きの資格とるんなら、それこそ無資格エンジニアの造ったモールドなんぞ使ってたら駄だ目めだろ」


「そうなるか……」


　事実としてその技ぎ能のうのあるなしはさておき──ジャックは書類上は単なる機械工に過ぎない。整備や製造にそれ専門の資格が要るモールド・エンジニアとは、法律上区別して考えられる存そん在ざいであり、彼がモールドを作さく製せいすると間ま違ちがいなく法律違反に問われる。


　勿もち論ろんそれは現時点でも同じだが──元々自分自身が無資格戦せん術じゆつ魔ま法ほう士しという違法的存在なので、レイオットは気にもしないし、ジャックにはジャックの思おも惑わくが在るらしく、彼は法ほう解かい釈しやく上じようぎりぎりの綱つな渡わたりをしながらレイオットのモールドを整備し続けていた。


「まあ俺も手伝う事にはなるかもしれんけどさ。なんだかんだ言ってレイのモールドその他に関しては俺が一番詳くわしい訳わけだし」


「ま……その時は頼たのむ。そんな気になるかどうかは分からないが」


　肩かたを竦すくめてレイオットは言った。
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　レイオットとカペルテータが、簡かん易い調ちよう整せいを終えたモールドを引き取ってＪＲ総合機器研究所を出たのは──それから二時間後であった。


「──ちょっと寄り道するぞ」


　再びリゴレット通りにさしかかった際さい──ふとレイオットは言った。


　愛用の回転弾倉式拳銃リボルヴア〈ハードフレア〉で使用する四五マグナム弾だんの買かい置おきが、もう残り少ない事を思い出したのだ。


　空から薬やつ莢きように新しい雷らい管かんと火薬、弾頭を付けて再生リロードしても良いのだが──実際、その為の道具も持っている──一発一発の弾丸の品質にギリギリの線でこだわる狙そ撃げき手しゆでもあるまいし、そんな細かくて面めん倒どう臭くさい作業をするよりも工場製品フアクトリーメイドを買った方が早いし、品ひん質しつも安定する。


「はい」


　何ど処こに？　とも問わず助手席のカペルテータは素す直なおに頷うなずいた。レイオットよりも遥はるかに記き憶おく力りよくの良い彼女の事だから、買い置きの弾たまが残り少ない事についてはとっくに気付いていたのかもしれない。


　そういう訳で──


「すぐ戻る」


　店てん舗ぽ近くの路上にレイオットはモールド・キャリアを停車させ、助手席にカペルテータを残して馴な染じみの銃砲店に入った。


『トリスタン・ガン・エクスチェンジ』


　名前は市のそれを冠かんした大たい層そうなものだが、そう大きな店ではない。


　いかにもリゴレット通りの銃砲店らしく、店内は雑ざつ然ぜんとしており、粗そ悪あくな輸入弾だん薬やくの箱はこがバケツに入って一山いくらで売られていたり、カウンターの上には組み立て途中の銃が出しっぱなしだったりする。


　防犯上の意い味みもあって、たとえ量販店であろうと弾薬の類たぐいは金庫に入れて保管が通常なのだが──そういう『当たり前』は此こ処こリゴレット通りでは通用しない。勿もち論ろん、だからといって迂う闊かつに窃せつ盗とう行こう為いに及およぼうものなら、『防犯』を理由にどういう対応をされるか分かったものではないが。カウンターの内側には、店主や店員達が『護ご身しん』の名目で銃じゆう床しようと銃身を切り落とした水平二連式の散さん弾だん銃じゆうを置いているのをレイオットは知っている。


　ちなみに散弾銃を切り詰つめてあるのは、店内で振り回しやすい様にという理由も在あるが、銃身が短いと至し近きん距きよ離りでも散弾が大きく広がるので、咄とつ嗟さの場合、あまり狙いをつけずに発はつ砲ぽうしても相手に当たる可能性が高いからだ。無む論ろん、その場合、現場に居い合あわせた無関係な客きやくまで巻き込んでしまう可能性も高い訳だが──その事に関しては店員も客もあまり気にはしていない様だった。


　まあこういう処ところも、いかにもリゴレット通りの銃砲店らしい。


　で…………


「──ん？」


　さして広くもない店内の片かた隅すみに──レイオットは見知った人間の姿すがたを認めた。


　もっとも名前も正確な年ねん齢れいも知らない相手ではあるのだが。


　数時間前にネリンと歩いていた青年である。


（……奇き遇ぐうだな）


　青年は──何ど処こかぼんやりとした仕し草ぐさで壁かべに飾かざられた長なが物ものを眺ながめている。


　壁には長距離狙撃に使える様な長銃身の手動装塡桿式ボルトアクシヨンライフルから、拳銃に銃床を付けただけの様な自動式の短カ騎ー兵ビ銃ンまで一通り、種別カテゴリごとにまとめて掛けられているが──青年が見ているのは散弾銃を集めた辺りであった。


　一般人が散弾銃を使う場合、狩かりか、あるいはクレー射撃の類たぐいに使うのが定番だ。だが、レイオットの目からすれば、青年はどちらにもあまり興きよう味みが在る人種タイプには見えなかった。勿論──人は見み掛かけによらないものではあるが、家で読書か、家庭菜さい園えんでもやっている方が似合いそうではある。


（まあどうでもいいか）


　元より青年に対する興味もさして無かったレイオットは、顔見知りの店員を呼ぼうとカウンターの奥おくに視し線せんを向ける。


　その時──


「──あの」


　声が掛かった。


　振ふり返ると件くだんの青年がレイオットの方を眺ながめている。


　視線で先を促うながすと、穏おん和わな──レイオットにはとても出来ない様な、毒どくの無い優やさしい微び笑しようを浮かべて、青年は言葉を続けてきた。


「俺、あまりこういうの詳くわしくないんですけど……」


　言いながら青年は壁に掛かっている二挺の散弾銃を交こう互ごに指差した。


「これとこれは同じに見えますけど、どうして値段が違うんですかね？」


「……店員に聞け」


　苦笑してレイオットが言う。


「あ……すいません」


　と素直に青年は頭を下げる。


「そうですね。店員に聞いた方がいいですよね。すいませんでした」


「……上の散弾銃は銃床と先台ストツクフオアエンドの素そ材ざいが下のと違うんだよ。上は胡桃木材製ウオルナツトで、下は樹脂製だ」


　苦笑をやや深めてレイオットは言った。


　まあ確たしかに青年が指差しているのは基本の型かた番ばんは同じ種類だ。レイオットの言う通り一部の部品の素材が違うだけで、基本性能は勿もち論ろん、形もまるで一いつ緒しよである。見た目に違うのは色位のものだ。素人しろうとに見分けがつかないのも当然と言えば当然ではあった。


「ははあ。材質が違うと何か性能とか違うんですかね？」


「変わるのは手入れの手間とか握にぎった際さいの質しつ感かんとかだが……まあ好きずきだな」


「そうですか。分かりました、ありがとうございます」


　青年は再び頭を下げると、またじっと壁の散弾銃を眺ながめ始めた。


（……変な奴やつ）


　と自分の事は棚上げしてレイオットはそんな事を思ったりもする。


　そこへ会話の声を聞きつけたのか──奥から馴な染じみの店員が出てきた。


「おや、いらっしゃい、スタインバーグさん、久し振り。四五マグナム？」


「ああ。六箱くれ。ＪＨＰの奴」


「フェンダル社のでいいかな？」


　レイオットが頷うなずくと店員は在庫を取りにまた奥へと引っ込んだ。


　これはいつもの事だ。


　同じマグナム弾でもよく使われる三八口径や四四口径の弾たまは店先にも置いてある。だが、採用している銃が少ないせいで、そうそう売れ筋すじ商品という訳わけではない四五マグナム弾は、店の奥の倉そう庫こに保管されているのである。


　待っている間、手持ちぶさたなので自分も店内を物色しようと、レイオットは何気なく振り返り──


「──うおっ!?」


　すぐ後ろに影かげの如ごとくぼんやりと立っている青年を見て、思わず声を上げた。


「……あの」


　微笑はそのまま、青年はやや遠慮がちな口調で言ってきた。


「スタインバーグさんって……」


「うん……？」


「貴方あなた、ひょっとしてレイオット・スタインバーグさんですか？」


「…………」


　レイオットは顔をしかめて青年を眺ながめる。


　名前を尋ねられた時は相手をよく見み定さだめてからでないと、名乗るのは勿論、肯こう定ていも否定もしない事にしている。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト──しかも無資格の彼は、他人から嫌われたり恨うらまれたりする事も珍しくなく、迂う闊かつに肯定して撃うたれた経験が何度かあるからだ。


　死ぬのを怖がる様な真っ当な神しん経けいなど持ち合わせていないレイオットであるが、だからといって何ど処この誰とも分からない奴やつに、いきなり撃たれたり刺さされたりするのが好きという訳でもない。


「──ああ、すいません」


　青年は頰ほおを搔かきながらのんびりと笑った。


「自分から名乗るのが礼れい儀ぎですね。俺はギルバート・ギブスンといいます」


「…………」


　レイオットは改めてその青年──ギルバートを眺める。


　武ぶ装そうしている様子は無い。薄うすく短い刃は物ものや小型の拳銃程度は何ど処こにでも隠かくせるが、大たい抵ていそういう武器を隠かくし持っている者は立ち方や歩き方に独どく特とくの癖くせが出る。何も持たない普通の人間とは手足の力の入り方が違ちがうのだ。


　レイオットに向ける視線にも敵意や害がい意いは感じられない。


　とりあえずは無害──とレイオットは判はん断だんした。


「……まあ俺は確かに、レイオット・スタインバーグだが」


「ははあ。そうですか。貴方が」


　ぼんやりとした曖あい昧まいな笑えみを浮かべながら頷うなずく青年──ギルバート。


「奇き遇ぐうですね。貴方の話をついさっき聞いたばかりで」


「…………」


　ついさっき──という事はネリンからだろう。あの堅かた物ぶつの監督官がこの人の善よさそうな青年に、何とレイオットの事を説明したのかは分からないが。


「で──何か用か？」


「いえ別に。奇遇だなあと思っただけです」


　言ってギルバートは頭を下げる。


　それはレイオットとしても同感ではあるのだが──


「……おい？」


　怪訝の表情を浮かべてレイオットは声を掛ける。


　ギルバートが、これで話は済すんだとでも言うかの様に、すたすたと出口に向かって歩き出したからである。


「……またいずれ、お会いするでしょう」


　そんな言葉を残してギルバートの後ろ姿は扉の向こうに消える。


　咄とつ嗟さにレイオットは彼の後を追おうとしたが……奥から戻ってきた店員に声を掛けられて、その場に踏ふみとどまった。


「──あれ？　どうかしましたか？」


「いや──」


　店の入り口の方を見つめながらレイオットは首を振ふる。


　何やら変な奴だが──真っ当か否かという意味ではレイオットも他ひ人との事をとやかく言えた義ぎ理りではない。


「なんでもない」


　怪け訝げんそうに尋ねてくる店員に、念を押す様に改あらためて肩を竦すくめて見せながら、レイオットは言った。
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「貴き様さまなんか……」


　怨えん嗟さに濡ぬれた声が響く。


　眼がん前ぜんの相手が──部下が正気でない事はボブ・エマーソンにもはっきりと分かった。


　眼めが違ちがう。


　元々どんよりとした目つきの男ではあったが、今は不自然な──濁にごりきった、しかし妙みように強い眼光がそこに宿やどっている。怒いかりや恨うらみで我われを忘れている人間特有の、何ど処こか壊こわれた印いん象しようの眼だった。


「俺は一いつ生しよう懸けん命めいやったんだ……やってきたんだ……なのに無む能のうだとか何だとか……」


　部下はぶつぶつと呟きながら近付いてくる。


「…………」


　ボブは言葉に詰つまった。


　反はん論ろんすべき事は沢たく山さんあった。


　部下のルース・シーガルは典てん型けい的てきな無む能のうだった。悪人ではないが『一生懸命やった』と言えば結果が伴ともなわなくても全すべて許されると思っている類型タイプの人間だ。


　それが間違った方向への努ど力りよくであろうと、周囲への思し慮りよが足たりなかろうと、それは彼にとって関係が無い。世界にたった一人の自分が、他の誰でもないこの自分が、一生懸命やったのだから、結果が出ても出なくても自分は認められるべきだと考えている様な──だからこそ失敗を次に生かそうという発想が無い──三十五になっても未いまだに学生気分が抜ぬけていない様な男である。


　はっきり言って会社としては入社直後から明らかにお荷に物もつで……だからこそ三歳さいも若いボブの下に部下として配はい属ぞくされてきたのだ。労ろう働どう法ほうが無ければとっくに解かい雇こされていた事だろう。大きな仕事を任まかされる事は無いので失しつ敗ぱいの責任も問いにくく、明らかな背はい信しん行こう為いに出るでもない為、結果的に手て厚あつい法の庇ひ護ごの下もとで会社に残ってしまう──そういう悪あく循じゆん環かんが生み出した駄だ目め社しや員いんである。


　だが──


「俺は一生懸命……貴様が俺を……」


　上うわ目め遣づかいにルースはボブを睨み付ける。


　自分に対する本人評価と世間のそれがずれる場合、この手の人間はまず自分の外側に原げん因いんを求めたがる。自分が間違っているのではなく、世間が間違っているのだと。更には憎にくみ恨うらむ具体的な対象を得る事でそれはより変な形に安定する。


　例えば──


「出世できない様に圧あつ力りよくを掛かけてるんだ……俺が……俺は……」


「な……何を馬ば鹿かな」


　ようやくボブはそう言った。


　そんなつまらない事をしている程ほどに暇ひまではない。それこそ使えない部下のせいでボブの仕事はいつも山やま積づみなのである。


　だがそんな道理はルースには通用しない。


　恨みを濃厚に湛たたえた彼の顔が──ぐにゃりと歪ゆがんだ。


「…………!!」


　その瞬間、ボブは目の前の給きゆう湯とう室しつが恐おそろしく──人にん間げん業わざとは思えない位に、まるで爆ばく弾だんでも破は裂れつしたかの様に激はげしく損そん壊かいしている理り由ゆうを悟さとった。


　一いつ般ぱんにまで出回り始めた禁きん制せいの魔法関連品──〈黒くろ本ほん〉や〈シェル〉についてはボブも新聞で読んだ事がある。そして粗そ悪あくなそれらを不ふ用よう意いに使えば、非常に高い確かく率りつで人間を辞やめねばならなくなるという事も。


「シーガル、き……君は……」


　ボブは掠かすれた声で言った。


「馬鹿な……なんて事を……」


「また……馬鹿って……言って……お……俺……オレは……一いつ生しよう懸けん命めい……」


　歪ゆがみは頭から全身に波は及きゆうしていく。


　瘦やせたルースの身体の全身が、石せつ鹼けんが泡あわ立だつ様にぶくぶくと膨ふくれ上がっていく。


　着ていた背せ広びろがあちこちで裂さけ、その下からは肉色の──まるで腫しゆ瘍ようの様な膨ふくらみが顔を出した。一つ。二つ。三つ。四つ。全身が無む秩ちつ序じよに膨ぼう張ちようし、人間としての形が恐ろしい程の速さで喪うしなわれていく。


「オレ……レレ……イッショ、イッショ、イッショケンメイ……イッショケンメイイイイイイイッ!!」


　叫さけび声と共に発生した衝しよう撃げきと火か炎えんは、ボブの身体からだと──そして給湯室を完かん膚ぷ無きまでに破は壊かいした。ボブは、いやボブだった肉にく塊かいは壁をぶち抜きながら吹っ飛んだ挙あげ句く、ぐしゃりと湿しめった音を立てて隣りん室しつの壁にへばり付く。最初の一瞬で痛みを感じる間も無く即そく死ししたのは、むしろボブにとって幸運だと言えただろう。


　そして──


「オレ……イッショケンメイ……イッショケンメイーッ!!」


　今や完全に人としての在り様ようを忘れ果はて、怪かい物ぶつと化かしたルース・シーガルの奇き声せいと共に、火か災さい報ほう知ち器きがけたたましく鳴り響ひびいた。
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「……レイオット」


　ふと──カペルテータが名を呼んでくる。


　銃じゆう砲ほう店てんでの買い物を終えたレイオットが、モールド・キャリアの処ところまで戻ってきた際さいの事である。助手席に座って彼の帰りを待っていた少女は、その感情を映うつさぬ紅あかい眼めで静かにレイオットを見つめていた。


　およそ表ひよう情じようというもの全てを欠けつ落らくさせているかの様なカペルテータであるが、付き合いが長いレイオットにだけ分かる、変化の様なものが在る。微び妙みような口く調ちようと抑よく揚ようの変化からレイオットは彼女が次に何を言おうとしているのか察さつしていた。


「……またか」


「はい」


「最近多いな」


「はい」


　ひどく日常的な会話を──まるで明日の天気の話でもしているかの様に、レイオットの声にもカペルテータの声にも緊きん張ちよう感かんはまるで無い。彼かれ等らにとってそれはまさしく日にち常じようの一部に過ぎない事ではあった。


「どっちだ？」


　そう問うとカペルテータは白い指先を北の方向に向けた。


　言うまでもなくカペルテータがレイオットに声を掛かけたのは、魔法の力を──そしてそれを呼吸するかの様に行こう使しする魔族の存在を感かん知ちしたからだ。


　一体何を考えているのか理り解かいに苦しむ少女ではあるが、ただ一つはっきりしている事が在る。普ふ段だんは自分から何も望のぞまず、干かん渉しようもしてこないカペルテータが、ただ一つだけレイオットに促うながす事が在る。


　魔族と闘う事。


　彼女は──レイオットを戦場に導みちびく。


　その行為に何の意味と理由が在るのかはレイオットにも分からない。かつてはそれが彼女なりの復ふく讐しゆうかと思った事も在ったが、これは後に彼女自身によって否ひ定ていされている。


　ともあれ──


「……ふむ」


　レイオットは車の運転席に身を滑すべり込ませると、エンジンを掛けっぱなしだった──蒸じよう気き式しきは、釜かまが完全に冷えてしまうと発車までに妙みように手て間ま取どるので、ちょっとした駐ちゆう車しやではエンジンを止めない──トラックのブレーキを解かい除じよ。ギア変へん更こうして即そく座ざに発車する。


　現場に到着するのにそう時間は必要無かった。


　数街区グロツクを走った後、レイオットはモールド・キャリアを右う折せつさせ、表通りに並ならぶビルの前に停車させる。


　そして──


「……ってこいつは……」


　レイオットはその灰色の建築物を見上げて顔をしかめた。


　デュランド総そう合ごうビルディング。


　あまり高いビルの無いトリスタン市──それもリゴレット通りでは十階建てのそのビルは目立つので、建てられた当時はかなり話題になった代しろ物ものだ。横にも幅はば広ひろく、リゴレット通りの平へい均きん的てきな店幅の十倍以上を占せん拠きよしている。確か六階までが一いつ般ぱん店てん舗ぽ、七階より上は幾いくつかの会社の事務所が入っていた筈だ。


　そのビルが燃もえている。


　火元はどうも八階辺りの様だが、引いん火か物ぶつでも在ったのか──火は既すでに全館に広がっている様だった。


「火の回りが速いのは魔族メレヴエレントのせいか……？」


　呟つぶやきながらレイオットはビルを見上げる。


「監かん督とく官かんは居ないが……さてどうするかな」


　モールド一式は確かに在る。それも簡かん易いとはいえ整せい備びしたばかりだ。


　だが此こ処こで勝手に出しゃばっても後がややこしくなる。


　もし正せい規きの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが現場に急行中であるのならば、レイオットは無む駄だ働ばたらきになってしまうし、業ぎよう務む妨ぼう害がいで逮たい捕ほされかねない。


　かといって──


「このまま黙だまってみているのも手ではあるが……」


　此処まで派は手でに火が出ているのなら、既に消しよう防ぼう署しよには連れん絡らくが行っているだろう。消火活動に関しては、専せん門もん家かでないレイオットの出る幕ではない。


　ただ──問題は魔族の存在である。


　カペルテータが居ると言うのならば、間ま違ちがいなく此処には魔族が居るのだ。


　だが果たして火の原げん因いんが魔族である事まで、通つう報ほう者しや達たちが把は握あくしているかどうか。何も知らずに突入した消防署員達が皆みな殺ごろしにされる可能性も在った。


　ここはどうにかしてネリンに連絡を取った方が良かろう。こうした場面で魔法士の投入を決めるのは、その名の通り監督官の権けん限げんであり責任である。彼女の判はん断だんを仰あおいだ方が、何かと面めん倒どう事ごとが無くて良い。


　そんな事をレイオットが考えていると──


「──レイオット」


　カペルテータが窓まどの一つを見上げながら片手を挙あげる。


　彼女の指が指し示しめす方向に視し線せんを向けたレイオットは──眼めを丸くした。


「シモンズ監督官……!?」


　幾いくつも並んだ窓の一つ。


　その向こうに──ビルの中に見み覚おぼえの在る栗くり色いろの髪かみが揺ゆれていた。


　髪型から見ても長さから見ても間違いが無い。


　ネリンである。


　どうも煙けむりに巻まかれながらも避ひ難なんしようとしているらしく、身体を折って咳せき込みながら壁かべづたいに移い動どうしているのが見える。彼女が居るのは四階の真ん中辺り──一般店舗が入っている階かい層そうだ。買い物でもしようとして、事じ件けんに巻き込まれたのだろう。


「何をやってんだか……」


　呻うめくように言うレイオット。


　ふと傍かたわらに視線を向けると、カペルテータがいつもの通りの無表情を彼に向けている。


「…………」


　彼女は何も言わない。


　言葉で望のぞんだり促うながしたりはしない。


　ただいつも静かにレイオットの行動を見つめているだけだ。


　しかし──


「……ふむ」


　元より彼は無む資し格かくの戦術魔法士だ。


　今いま更さら──殊こと更さらに法ほう令れいだの何だのを遵じゆん守しゆする必要も在るまい。後がややこしくなるのもいつもの事だ。いっそネリンに恩おんを着せて書類を書かせてもいい。


「悠ゆう長ちように見物してる訳わけにもいかんか」


　レイオットはがりがりと頭を搔かくと、モールド・キャリアの後こう部ぶ貨か物もつ室しつに歩み寄よった。
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　ビルの廊ろう下かは数メルトル先も見えない有り様になっていた。


　何ど処こかで何か樹じゆ脂し系けいのものでも燃えているのかもしれない。鼻をつく刺し激げき臭しゆうも煙と共に漂ただよっている。程度の差こそあれ、臭においの強い瓦ガ斯スは大たい抵ていが有ゆう毒どくだ。迂う闊かつに顔を上げて吸すい込こめばその場で昏こん倒とうしかねない。


「……くっ……」


　頭を下げ口元をハンカチで押さえ──もうもうたる煙の中をネリンは進んでいく。


　リゴレット通りに来たついでに少し買い物を……と思ったのが間違いだった。


　元々こうした雑ざつ多たで品の無い場所は嫌いな彼女だが、これで益ます々ますリゴレット通りが嫌いになれそうだった。もう金こん輪りん際ざい、此処では買い物などしないと固く誓ちかいつつ、彼女は非常口を探していた。


　ただし一人でではない。火か災さい報ほう知ち器きが鳴り響ひびいた際さいに、たまたま近くに居た名も知らぬ老ろう婆ばも一いつ緒しよだった。この老婆の手を引きながら彼女は歩いているのである。


　実を言えば彼女が逃にげ遅おくれたのはこの為ためだ。


　自分一人でならばもっと迅じん速そくに行動出来たろう。


　だが、火災発生で慌あわてた他の客に突き飛ばされ転てん倒とうした老婆が、目の前で、ただ立ち上がるのにさえ難なん儀ぎしていて──それを見て見ぬふりをして非常口まで走り抜ぬける事が、ネリンにはどうしても出来なかったのである。


「あまり頭を上げないように──煙を吸すったら駄だ目めですよ」


　立ち止まり振り返って老婆に注意を促す。


「……は……はい……」


　申もうし訳わけなさそうな声で応じてくる老婆に笑え顔がおを取り繕つくろって見せてから、ネリンは再び煙の中を進み始めた。


　だが──


「全く……！」


　ひどい有り様だった。


　リゴレット通りのビルだけあって、消防法というものが完全に無む視しされていた。


　非常口に荷物が積つみ上げてあったりするのは当たり前、避ひ難なん経けい路ろを示すプレートも無かったり、荷物の陰かげになっていたりで、地元の消防署は何を指し導どうしていたのかと首を傾かしげたくなる杜ず撰さんさである。


　とはいえ……防災設備の不ふ備びを考こう慮りよしたとしても、この火の回りは早すぎる。


　火事云うん々ぬんや建けん築ちく物ぶつの安全基準そのものには素人しろうとのネリンであるが、彼女にもこの火災が何か不自然な部分を含ふくんでいるのは分かった。まるで誰かがあちこちに火を点つけて回っているかの様である。


「……ひょっとして」


　テロの可能性も在る。


　あるいは──


「……大丈夫ですか？」


　咳せき込む老婆を再び振り返って尋たずねるネリン。


「……は……はい……すいま……」


　そこまで言って──


「──！」


　老婆は硬こう直ちよくする。


　咄とつ嗟さに、有毒なガスを吸い込みでもしたのかとネリンは思ったが、違うらしい。老婆は絶ぜつ句くしたまま、震ふるえる手を挙あげてネリンの背後を指し示した。


「…………」


　振り返るネリン。


　そこには──


「オレは一生懸命……一生懸命に……頑がん張ばる……一生懸命……頑張る……頑張……る……るるるるる……ばる……ば……るるる！」


　炎と煙の奏かなでる轟ごう音おんの間に混じり込んで響く叫び。


　笑っているのか怒おこっているのかさえも判別がつかない様な、奇き声せい。


　それは──廊ろう下かの奥に居る奇き怪かいな存在から発せられていた。


「……魔族!?」


　ネリンは思わず叫んだ。


　それは──自じ存そんする狂きよう気きであり、徘はい徊かいする災さい厄やくである。


　元は人間でありながら魔法に汚お染せんされ、人間の天てん敵てきとしてこの世に誕生してしまった最さい強きよう最さい悪あくの怪かい物ぶつ。


　魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト──通つう称しよう『魔族』。


「どうしてこんな処に……！」


　言ってから気付いた。


　火の回りが速いのは多分こいつのせいだ。


「がんばるるるるるるるるる……オレがんばるる……がんばってるるる……」


　その魔族は大きかった。


　手も足も首も無い。代わりに大小無数の肉団子ミートボールを幾いくつも無む作さく為いに繫つなげて造つくったかの様な、出で鱈たら目めな身体からだがほぼ廊下一杯に広がっている。


　そしてその真ん中の肉球に──


「頑張るオレ。オレオレレレレ。頑張るるるルルルるルル──」


　冴さえない感じの中年男の顔が張はり付いていた。


　それは何処ででも見られそうな平へい凡ぼんさだけに、蠢うごめく肉にく塊かいの真ん中に塡はまり込こんでいる様子は、見ている者の正気を冒おかす程ほどに奇き怪かいだった。


　しかも──


「がんばってる……おれ……おれがんばばばるる……」


　ぶつぶつと魔族が呟つぶやく度たびに、その周囲の物体が赤しやく熱ねつ化かし──次の瞬しゆん間かんには音を立てて火か炎えんを撒まき散らしながら弾はじけていく。


　やはり間違いない。火事の元げん凶きようはこいつなのだ。


「がんばるるるるるるうううううんばああああああああっ!!」


　狂気を孕はらんだ叫びに空気が震ふるえる。


「────！」


　ネリンは咄とつ嗟さに近くに在った扉とびらに肩から体当たりした。


　無む理り矢や理り腕うでを引っ張ぱられた老婆が悲鳴を上げるが、構かまっている余よ裕ゆうは無い。彼女は老婆と共にもつれ合う様にして扉の向こう側へと転がり込む。


　──爆ばく音おん。


　間かん一いつ髪ぱつだった。


　彼女達が一瞬前まで占しめていた空間を強きよう烈れつな火炎が吹ふき抜ぬけていく。


　まるで火炎放射器である。放たれた炎ほのおそのものに指し向こう性せいが与あたえられているのか、幸いにも開け放したままの扉から室内に入ってくる事は無かった。


　しかし──


「まずい……！」


　部屋の中を見回してネリンは呻うめいた。


　咄嗟に飛び込んではみたものの、この部屋には出入口が一カ所しか無い。


　窓位は在あったのかもしれないが、ある種の倉庫として使われていた部屋らしく、天てん井じよう近くまで木箱や紙箱が積つみ上げられ、壁が見えないのだ。無む論ろん、箱をどかしている余裕などある筈はずが無い。


　袋ふくろ小こう路じだ。


　しかも……


「がんばるがんばるがんばるんんんばばばばばばばば」


　ぐにゃりと肌はだ色いろの肉が戸口一いつ杯ぱいに広がる。


　魔族が身体の側面を使って部屋の入り口を塞ふさいだのだ。蠢しゆん動どうする肉の塊かたまりはしばらく中に入ろうとしていた様だが、さすがにそれは無理だったらしい。代わりに肉塊は悔くやしげに震え──そして次の瞬間には肉の奥からずぶずぶと湿しめった音を立てて中年男の顔が浮かび上がってきた。どうやらこの顔面は体たい表ひよう面めんの何ど処こにでも自由に移い動どうできるらしい。


　何にせよ……これで完全に出入口は無くなった。


　たとえ魔族が中に入ってこられなくても、今度先程の様な火炎放ほう射しやをされれば、ネリン達に逃げ場は無い。


「……くっ」


　ネリンは老婆を背はい後ごに庇かばいながら後退して入り口から少しずつ──魔族を刺し激げきしない様に──離はなれる。


「オレはガンバル。イッショウケンメイ。ばるるるるううううう……」


「……頑張り過ぎよ」


　ネリンは額ひたいに汗あせを浮うかべながら言った。


　今の彼女に出来る事と言えば魔族の気を逸そらせて時じ間かん稼かせぎをする事だけだった。もっとも多少の時間を稼いだ処ところで、このどん詰づまりの状じよう況きようではどうにもならないだろうが。


「少し休んだら？」


「ヤスム……？」


　肉塊の真ん中で魔族の顔がきゅるりと三十度ほど回転する。


　首を傾かしげたのかもしれない。


「やすーむ。すむ。むむむ。むうう。オレはイッショケンメイ。メイイ──イイイイ」


　げらげらと意い味み不ふ明めいの笑い声を上げながら魔族がもぞもぞと身体を動かして室内に入り込もうとする。だがやはり大きなその体たい軀くのせいか、肉が引っ掛かかり、すんなりと出入口を通り抜ぬけられない様だった。


　出入口周囲の壁かべに亀き裂れつが走る。


　魔族の肉にく圧あつに壁の強きよう度どが押し負けているのだろう。


　亀裂は見る間に壁一面に広がり、魔族は肉を脈みやく動どうさせながらじりじりと室内に──


「──イグジスト」


　次の瞬しゆん間かん。


　鈍にぶい轟ごう音おんと共にその身体の半分が消失した。


　瞬間的に抉えぐり取られた大量の肉は、大量の血と肉にく片へんにまで分ぶん解かいされて辺りにぶちまけられる。人間ならば致ち命めい傷しようどころか即そく死し間ま違ちがいなしの傷きずである。


　しかし──


「イタイ……!?」


　身を震わせながら魔族は即そく座ざに再生を開始。


　欠けつ損そん部分の出しゆつ血けつが止まり、肉が盛もり上がっていく。


　しかしそれを許ゆるさじとばかりに──


　轟音。轟音。轟音。轟音。


　肉塊の表面に次々と小さな紅あかい花が咲さいた。


　銃じゆう撃げきだ。恐おそらく誰かが廊下で魔族に向けて銃を撃うっているのである。


「イイイイタタタタイタイタイタ。イタイ。タイタイ。ヒドイ。ヒドイ。オレがイッタイ何をシタア？　ヒドイヒドイ。ミナ、オレ、オレ、イッショウケンメイ、イッショウケンメイナノに──」


「分かった分かった。分かったからちょっと退どいてくれないか──」


　物もの憂うげな、ひどく緊きん迫ぱく感かんを欠いた口く調ちようでそんな台詞せりふが響く。


　その直後──


「イグジスト！」


　二度目に響いたその言葉と共に、魔族が吹っ飛ぶ。


　破は城じよう槌ついにも等しい力が、その巨きよ体たいに叩たたき付けられたのだろう。そのままの勢いきおいで魔族は廊下の奥おくに押しやられたらしく、ネリン達の位置からその姿は見えなくなった。


　代わりに姿を見せたのは──


「──スタインバーグさん!?」


　黒い鎧よろいを帯おびた人型。


　それはモールドと呼ばれる特とく殊しゆ拘こう束そく装そう甲こうを帯びた魔法士の姿であった。


　何処か中世の騎き士しの全身板金鎧フルプーレトアーマーを彷ほう彿ふつとさせる厳いかつい形状。だが仔し細さいに見ていけばそれが様よう式しき美びの類たぐいとは無む縁えんの、実じつ用よう性せいのみで研とぎ澄すまされた代しろ物ものだと分かる。金属と樹じゆ脂しと布ぬのと革かわを組み合わせたその構こう造ぞうは、関かん節せつ周しゆう囲いの可か動どう範はん囲いを大きく取ってあり、馬の上に乗って敵てきに突とつ撃げきする以外はろくに身動きのとれなかった、かつての騎き兵へい鎧よろいとは明らかに異ことなる。


　戦せん闘とう用ようモールド〈スフォルテンド〉。


　やや旧きゆう式しき部ぶ品ひんの目立つその姿に、ネリンは嫌いやという程ほどに見み覚おぼえがあった。


「あんたもつくづく災さい難なんと縁えんが在るな」


　仮面の下から投げ掛かけられる声には苦く笑しようの響きが混じっていた。


「どうしてここに……？」


「いや、通りすがりなんだがな。知り合いの姿が見えたもんで──さすがにそのまま通り過ぎる訳わけにもいかんだろ」


　まるで街まち中なかで出会った知り合いにちょっと声を掛ける程てい度どの様な、物言いである。その間も彼の手は忙せわしげに動いて左手の自動小銃──〈リバース・ペット〉を構かまえ、廊ろう下かの奥の魔族に対して銃撃を続けている。だん！　だん！　だん！　と小しよう口こう径けいだが超ちよう高速を誇ほこる銃弾の鋭するどい銃じゆう声せいが響いた。


「…………」


　ネリンは何か言おうとして──言葉にならずに黙り込んだ。


　思わず口から、十代の小こ娘むすめの様に恥はずかしい台詞が漏もれそうだったからだ。


　恐らくこの社会不ふ適てき合ごう者しやの見本の様な無資格戦術魔法士は、これっぽっちも自じ覚かくしていないだろう。自分の吐はいたその台詞が──以前の彼ならばまず出てこないものであったという事を。それ以前に──昔の、出会った頃ころの彼ならば、こんな場所にわざわざ首を突つっ込んでこなかったであろうという事も。


　自覚も無いままに。


　いつも億おつ劫くうそうに。


　この男はこういう場に首を突っ込んで──誰だれかを救すくうのだ。


「……まったく……」


「出来るだけ奥おくに行っててくれ。意外に手て強ごわいぞ、こいつ」


　レイオットは弾たまの切れた左手の自動小銃──〈リバース・ペット〉を降ろし、スタッフを構え直しながら言った。
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　茫ぼう洋ようとした表情で火か災さい現げん場ばを見上げる青年が一人居た。


「…………」


　彼は──周囲の悲ひ鳴めいや怒ど号ごうに巻き込まれる事もなく、まるで無人の野に独ひとり佇たたずむかの様に、ひどくのんびりとした様子で、窓という窓から煙と炎を吐はき出しているビルの姿を眺ながめていた。


　焦あせるでもない。怯おびえるでもない。まして野や次じ馬うま根こん性じようで騒さわぎを喜よろこぶでもない。


　まるで空を見上げるかの様に……無む為いの表情がその顔には凝こごっていた。


「……ふむ」


　青年──ギルバート・ギブスンは何か思案している様子で何度か瞬まばたきしながら、更さらにビルの周囲を眺める。これまたリゴレット通りの建物らしく、建築基準法など丸ごと無視といった様子で、左右の建たて物ものは隣りん接せつしている。延えん焼しようを警けい戒かいせねばならない隣の建物の所有者達は、今いま頃ごろ戦せん々せん恐きよう々きようとしているだろう。


　サイレンの音と共に駆かけ付けた消防署の職員達が、言葉を投げ合いながら、慌あわただしく彼の横を通り抜ぬけていった。


「中に人は!?　脱だつ出しゆつ者しやの証しよう言げんを──」


「少なくとも未まだ十人余あまりは──」


「なんでこんなに火の回りが速いんだ？」


「救急魔法士への連絡はついたのか？」


「ひょっとして爆ばく破はテロか？」


　…………


　どうやら消防署職員達も出火原げん因いんを把は握あくし切れていないらしい。


　色々な意味で危き険けんな状態ではある様だった。


「…………」


　右を見て。左を見て。


　火災現場特有の喧けん噪そうのただ中、まるで未いまだに状況を理解できていないかの様なのんびりとした仕し草ぐさで、小さく首を傾げるギルバート。


　そして──


「折せつ角かくだから使ってみましょうか」


　抱かかえていた細長い包つつみに視線を落として、ギルバートはそんな事を呟つぶやいた。
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　──魔族は既に〈伯爵カウント〉級となっていた。


〈魔王〉級という特とく異い例れいを除のぞけば、上から数えて三番目──中級位階に属ぞくする。


　魔族はその魔力の強さに応じて、等とう級きゆう分けがなされているのだが……下級位階である処ところの〈男爵バロネージ〉や〈子爵ヴイスコント〉級に比べると、格かく段だんに厄やつ介かいさが跳はね上がるのがこの〈伯爵〉級の魔族であった。


　その異い形ぎようの片かた隅すみには、中級以上の魔族が持つ呪じゆ文もん詠えい唱しよう用ようの副ふく顔がん──〈謡シうンもガのー〉も発生しているのが確認できた。


　その顔が口くち笛ぶえの様に奏かなで続ける呪文は、火事の轟音に紛まぎれて聞き取りにくいが、恒常魔力圏コンスタントドメイン──ほぼ全すべての物理攻撃を無む効こう化かする魔族の絶ぜつ対たい防ぼう衛えい圏けんが既に構こう築ちくされているのは間違いなかった。それはつまり不ふ意いを打っても銃弾や刃は物ものは通用しないという事である。


　しかも……この魔族は肉体が大きい。


　普ふ通つうはこれだけの大きさを維い持じするのは困こん難なんなのだが──あまりに巨大化するとただ肉体を支ささえる為にも魔力が必要となってしまうからだ──肉の塊かたまりとなってビルの内ない壁へき全体に張はり付き、身体を支える事で余よ剰じよう魔力を発火能力に回しているらしい。


「厄介な──」


　レイオットは呟いた。


　対魔族戦の基本は脳のう組そ織しきの五割を破は壊かいする事だ。それ以下の傷は魔族にとって再生可能なものでしかない。魔法を扱う中ちゆう枢すう機き関かんとも言うべき脳の半分以上を破壊して初めて魔族を殺す事が出来る。


　だが……これだけ身体が大きいと、生なま半はん可かな破壊力では内部の脳に達しない。


　勿もち論ろん、魔族の肉体を丸ごと破壊出来る様な、幾いくつかの強大な攻こう撃げき系魔法をレイオットは使う事が出来る。だがそういったものは基本的に使用した際の周囲への影えい響きようが大きい。この室内で迂う闊かつに使えば、余剰破壊力が逆流してくる恐れが在るし、何より、既に火事で相当傷んでいるこの建物が、一気に崩ほう壊かいする危険性が在った。


「……となると……」


　レイオットはスタッフを操作して無音詠唱ダムキヤスト。


　選択呪文は〈デフィレイド〉。


　とりあえずは魔族の火炎放射を警けい戒かいしての事であったのだが──


「──イグジスト！」


　レイオットは撃発音声トリガーヴオイスを詠えい唱しようしながら床を蹴けった。


　同時に──次の魔法の呪文を口頭詠唱リアルキヤスト。


「我われ・法を破やぶり・理ことわりを超こえ・更さらなる力を欲ほつするものなり……我は鉄人・我は巨人・我は鉄人……瞬またたく間なれど・与あたえよ・我に・人を超えたる力を・仮かり初そめなれど・我わが拳こぶしに・万ばん物ぶつを粉ふん砕さいせしめる・奇き蹟せきを宿やどせ！」


　魔族に向けて突とつ進しんしながらレイオットは叫ぶように詠唱を続ける。


「ソコム・ソコム・ラ・アスプ・ヘルケ・ウント・コッフ・パウ・エイス・アスプ・アスプ・アスプ・ラン──〈アクセラレータ〉イグジスト！」


　肉体強化呪文──発動。


　強制的に新しん陳ちん代たい謝しや速そく度どや筋きん収しゆう縮しゆく速度を調ちよう整せいされた肉体は、灰色熊グリズリーも青ざめる様な膂りよ力りよくを発はつ揮きする。レイオットは一歩ごとにビルの床ゆかのリノリウムを砕くだき散らしながら疾しつ走そう、魔族へと突撃チヤージした。


「オレはイッショウケンメイイイイン！」


「やかましい」


　魔族が投げてきた火炎を、スタッフ先せん端たんの空間に展開された〈デフィレイド〉の力りき場ば平へい面めんが防ぼう御ぎよ。更にレイオットはそのまま勢いを緩ゆるめる事無く、魔族本体にその平面を叩たたき付ける。


　騎き兵へい槍そうの如ごとくスタッフを構えて突っ込んだレイオットの姿が──がくんと止まった。


　砂を殴なぐったかの様な手て応ごたえである。硬かたくはないが、ひどく重い。


「ケンメイケンメイ、ガンバルル！」


「頑張らなくていいんだよ、てめえはっ！」


　叫びながらレイオットは全身の筋肉を総そう動どう員いん。


　廊下の奥にまで力場平面越しに魔族を押す。


　勿論、魔族はこれに反射的に抗あらがう。むしろ魔族はネリン達の居る部屋まで戻るつもりででもあったのだろう。だが〈アクセラレータ〉で強化されたレイオットの筋力はこれと拮きつ抗こう──それどころか僅わずかに押し勝っている様だった。


　不ふ可か視しの力りき場ば壁へきに押されて、ずるずると廊下を滑すべり始める魔族の身体。


　更さらに──


「──イグジスト！」


〈デフィレイド〉の効果時間が経けい過かする直前に再さい発はつ動どう。消えかかっていた力場平面がもう一度張はり直される。醜しゆう悪あくな肉をあちこち蠢うごめかせて藻も搔がく魔族を、レイオットは更さらに〈アクセラレータ〉の力を使って押し込んでいく。


　奥へ。奥へ。廊下の突き当たりへ。


　ただ──


「イグジスト！」


（──まずいか）


　更にもう一度〈デフィレイド〉を展開しながら──レイオットは黒い鋼こう鉄てつの仮面の下で顔をしかめた。


　既にネリン達の処に辿り着くまでに拘束度デユラビツト数すうを七消しよう費ひしているのである。更に魔族との戦闘で四を消費して、残りは二。使える魔法は基き礎そ級きゆうが二回か、あるいは上級が一回か。


　本職の救命魔法士ＲＳならばもう少し効こう率りつ的てきに魔法を使い、消費拘束度数を絞しぼって此こ処こまで登って来られたのかもしれないが──


「悩なやんでる場合じゃないな」


　ここで魔族を倒たおさなければ、どちらにせよ生きてビルから出る事は出来まい。


　ちらりと後方を振り返って確かく認にんする。既にネリン達が居る部屋からは十メルトル程も離れている。此処からならば多少大きな攻こう撃げき魔ま法ほうを使っても彼女等らに被ひ害がいが及およぶ事はあるまい。奥へ──即すなわち廊下の行き止まりの壁かべ際ぎわに押し込んだのは、彼女らから可能な限り魔族を離す為と──そして外壁近くなら余剰破壊力の殆どを外部に逃にがせるだろうと踏ふんだからだ。


「グロークン・グロークン……」


　追加呪文──詠唱。


〈ヴォルテックス〉を準備。


〈デフィレイド〉の力場平面とは別に──紅あかい同どう心しん円えんの魔ま法ほう陣じんがスタッフの先端に浮かび上がる。それは超ちよう高こう効こう率りつ稼か働どうを強しいられた魔ま力りよく回かい路ろが、仮か想そう領りよう域いきから現実領域へと漏もれ落とす魔力の影かげである。勿論、通常の──基礎級攻撃魔法の使用でこの様な現象が起きる事は無い。魔法、それも攻撃系の魔法に通じた者ならば、この紅い『影』を見たと同時に周囲の者へ『伏ふせろ』と命じるだろう。


　それは爆ばく弾だんじみて強大な力の証しよう拠こだった。


　解かい放ほうは──ただ一声。


　撃発音声トリガー・ヴオイス。


「──イグジスト!!」


〈デフィレイド〉解かい除じよの瞬間に後方へと飛び退のきながら、レイオットは強大な破は壊かい力りよくを解放した。





　　　　●　　●　　●





　一ひと際きわ激はげしい轟音が一度。


　恐おそらくは攻撃系魔法の一いち撃げき。


　それからは──銃声も爆音も聞こえなくなった。


　聞こえてくるのは、ただ延えん々えんと炎に熱ねつせられた空気が鳴めい動どうする音ばかりだ。恐らく諸もろ々もろのものが焼け落ちて崩くずれる音も響ひびいてはいるのだろうが、熱い空気の唸うなりに呑のみ込こまれて聞こえない。


　下がっていろと言われたネリンと老ろう婆ばは、部屋の中でただ固かた唾ずを呑んでいたが──


「あの…………ど……どうなったんでしょうか……？」


　老婆が不安げに尋ねてくる。


「…………」


　ネリンは無言。答えられない。


　正直こちらが訊ききたい位だった。


　レイオットの事だから対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうそのものに関しては心配は無いと思う。だが……火事の現場という劣れつ悪あくな条じよう件けん下かで、中級魔族らしき個体を相手にして戦うとなると、楽勝という訳わけにはいくまい。


　老婆に答える代わりに──


「スタインバーグさん！」


　声を上げて返事を待つ。ネリンに出来る事はそれだけだった。


　だが……返ってくるのはやはり轟ごう々ごうと燃もえ盛さかる炎の音だけだ。


「…………」


　焦しよう燥そう感かんだけが無む意い味みに降ふり積つもっていく。


　ここで黙って待っていても間違いなく死が訪おとずれる。だがレイオットがもし魔族と未だ交戦中なら、出ていっても同じ事だ。魔法戦闘の現場に近付く程ほど、確かく実じつな自殺方法は他ほかにあまり無かろう。


　いや──そもそもレイオットは無事なのか？


　魔族を倒したとしても重じゆう傷しようを負おって倒たおれているのではないか？


　居ても立ってもいられなくなって、もう一度ネリンが声を上げようとしたその時──


「……お呼びですか、監かん督とく官かん」


　返事が来た。


　慌てて部屋の入り口から顔を出して廊下の奥を見み遣やると──壁に片手を付きながらひどく憔しよう悴すいした動きでレイオットが戻ってくる処ところだった。


「スタインバーグさん、大丈夫ですか？　魔族は？」


「すまん」


　レイオットは荒あらい息を吐はきながら言った。


「魔族は倒したが──拘束度数は全部使っちまった。身体にもガタがきてる──」


「……ってまさか」


　ネリンの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。


「また、しかもよりによってこんな場所で〈アクセラレータ〉使ったんですか!?」


　状況も忘れてネリンは怒ど鳴なる。


　元々魔法士の肉体に作用する魔法──それも治ち癒ゆ系けい以外の魔法は、呪文書式スペルそのものは幾つか存在するが、魔族化し易やすくなるという説もあり、公的には使ってはならないとされている。


〈アクセラレータ〉もその一つだ。


　肉体を騙だまし、その潜せん在ざい能のう力りよくを限げん界かいまで引き出すのが〈アクセラレータ〉の効果だが……そもそも普ふ段だんの人間の肉体が能力を潜在させているのには当とう然ぜんながら理由が在る。出来るからやれば良いというものではない。能力の限界まで酷こく使しされた身体は、当然ながら疲ひ弊ろうを訴うつたえて、普段の何分の一もの状じよう態たいにまで能力を落としてしまうのだ。


　その上……〈アクセラレータ〉によって強制的に能力を解放された肉体は、当然ながら通常時よりも大量の栄えい養ようと酸さん素そを消しよう費ひする。こんな空気の悪い場所では、より大量に有毒な煙を吸すい込んで、身体がおかしくなるのは当然だった。


「俺の事はいいから、何とか脱だつ出しゆつ……は出来ないか」


　壁にもたれかかりながらレイオットが言う。


「すまん、見通しが甘あまかった……無む意い味みだったか」


「……そんな事ありません」


　ネリンは言って微び笑しようした。


「助けに来てくれたのは──嬉うれしかったですよ。それもわざわざ、あの、面めん倒どう臭くさがりのスタインバーグさんが」


　思わず涙なみだが出そうな位に。


　たとえ何もかも最後で駄だ目めになっても、笑って許ゆるしてしまえそうな位に。


「そりゃ良かった」


　ネリンの内心を知ってか知らずにか、どうでも良い様な口く調ちようで言うレイオット。


「とはいえ……どうしたもんかな」


「……出来るだけ炎ほのおと煙の来ていない場所に移い動どうして、救きゆう出しゆつを待ちましょう」


「まあ……頑がん張ばれ」


　やる気も無さげに掌てのひらを振ふってくるレイオットにネリンは怒ど鳴なる。


「スタインバーグさんも一いつ緒しよに行くんです！」


「…………」


「さ──立って」


　ネリンはレイオットに右の肩かたを貸かし、左の手で老婆を促うながし、部屋を出て移動し始めた。


　勿論、小こ柄がらなネリンでは大した助じよ力りよくにはならない。老婆の方も気にしながらとなると尚なお更さらの事だ。三人の歩みは焦じれったい程に遅おそく──炎は益ます々ます勢いを増して彼等を追い掛けてくる。途と中ちゆう何度か炎に背中を舐なめられてひやりとした事もあったが、しかし三人は何とか廊下を進み、『非ひ常じよう口ぐち』と書かれた扉とびらを見つけ出した。


「助かりますよ！」


　ネリンが言って扉のノブに手を掛け──


「──ッ!?」


　次の瞬しゆん間かん、悲鳴を上げて手を離はなした。


　火災で金属製のノブがとんでもない温度にまで加か熱ねつされているのだ。手て袋ぶくろをしていなければ掌が焼けただれていたかもしれない。


「俺が──」


　言ってレイオットがノブを握にぎって回す。


　タクティカル・モールドの装そう甲こうは指先の様な部分にも、それなりに耐たい熱ねつ能のう力りよくが在る。ノブは問題なく回ったが──


「──駄目だ、中で引っ掛かってる」


　熱で何ど処こかの部品に歪ゆがみが出たのだろう。扉が開かない。


　ネリンは靴くつ底ぞこで何度も扉を蹴けってみるが、やはり開かない。


　魔法が使えれば一発なのだろうが、既すでにレイオットのモールドの拘束度数デユラビツトすうは無い。魔法を使えば扉は吹っ飛ばせるが、ネリンと老婆は魔族化したレイオットに縊くびり殺ころされてお終しまいだ。また迂う闊かつに魔法で吹っ飛ばすと、非常口の向こうに在る筈はずの階段まで破は壊かいしかねない。下に降りる事が出来なくては、いくら外に繫つながっても意味が無いのだ。


「ここまで来て──」


　最後の最後でこの不運──どうやら神様という奴やつは相当に底そこ意い地じが悪いらしかった。


　だが……


「──もしもし」


　不ふ意いに。


「誰か居ますか？」


　場ば違ちがいな位に落ち着いた──茫洋とした声が響いてきた。


「…………」


　一瞬、老婆とネリンは驚きに顔を見合わせる。


　声は扉の向こう側からしてきていた。


「います！」


　ネリンは必ひつ死しの叫び声をあげる。


　どうやら未まだ神は彼女等を見み捨すてていなかったらしい。


「助けてください！　扉が開かないんです!!」


「分かりました。ちょっと扉から離れててください」


　声が言ってくる。


　この緊きん迫ぱくした状況が分からない筈も無いだろうに、それはひどく呑のん気きな口調だった。


　ネリンと老婆はレイオットを支えて扉から数歩分退しりぞく。


　そして──


　轟ごう音おん。


　それも立て続けに四度。


　まるで扉越しにネリン達の様子を見ていたかの様なタイミングで扉は内側に倒たおれ込んだ。


　続けて──


「…………大丈夫ですか？」


　やはり言葉とは裏うら腹はらに、あまり心配している様子の感じられない声が尋ねてくる。


　流れ込んでくる外光を背にして立っているのは、無ぶ骨こつな輪りん郭かく線せんの人型であった。


　全身を隈くま無なく装そう甲こう板ばんで覆おおわれ、その右手には長大なスタッフらしき機械を抱かかえ、左手には散弾銃を握にぎっている。


　言うまでもなく魔法士だ。


　しかも──


「ははあ。なるほど──これは便利だ」


　のんびりと言いながらその人ひと影かげは室内に入ってきた。


　恐おそらく散弾銃で扉の蝶ちよう番つがいを吹っ飛ばして扉の固こ定ていそのものを外したのだろう。


　警察官が凶きよう悪あく犯はんの立てこもる建物に突入する際、こうした方法で扉を開く事が在り──警官達は扉を破る際に使う散弾銃の事を〈万能鍵マスターキー〉などと呼んでいる。台詞からすると、この魔法士はそうした話を何処かで耳にして、実際に使ってみた、という処だろう。


「とりあえず、皆みなさん歩けますか？」


　それは──真っ赤なモールドだった。


　毒どく々どくしいとも言うべき深しん紅くを基き調ちようとして、あちこちに銀の線が走っている派手な塗と装そうのモールドである。


　タクティカル・モールドに似てはいるものの──それが別種のモールドである事にレイオットは気付いていた。着ちやく用よう者しやの運動性を確かく保ほする事に重じゆう点てんを置いた基本構造は同じだが、細部に付属する部品が明らかに違う。繫がっているスタッフの規き格かくも違う。


　そして──


「……おまえは」


　レイオットはその人影の声に聞き覚えがあった。


「ギルバート・ギブスン？」


「はい。意外に早く再会できましたね？」


　屈くつ託たくの無い声で紅いモールドを帯びた青年は言った。





　　　　●　　●　　●





「──救命魔法士？」


「はい」


　と頷うなずいたのはギルバートではなくネリンだった。


　今もなお煙を噴ふき続けるビルの側──警察関係者が野次馬を押おし留とどめ、消防署員達が慌あわただしく動き回っている現場脇わきの路上に、レイオット達は居る。


　既すでに火の大半は消し止められたのだが、原げん因いんが魔族とあっては他ほかにも火ひ種だねがくすぶっている可能性が在る。他に生き残りが居ないかどうかの確かく認にんも含ふくめ、消防車の散さん水すいから、小型の携けい帯たい消火器に切り替かえた消防署員達がビルの中を確認して回っていた。


「ＧＧは──あ、ギブスンさんは、一週間前にトリスタン市に引っ越してこられたんです。例の魔法士誘ゆう致ち政せい策さくの一いつ環かんで」


　とネリン。


　彼女の背はい後ごにはモールドの仮面を外したギルバートが立っている。


　トリスタン市は市内における魔族や魔法関連の事件数が加か速そく度ど的てきに増ぞう加かしている事を危き惧ぐし、戦術魔法士や救命魔法士に対して積せつ極きよく的な誘致政策を行っている。他の分野の魔法士でも非ひ常じよう時じには予よ備びの戦術魔法士や救命魔法士として働く事を宣せん誓せいし登とう録ろくすれば、それに準じゆんじた優ゆう遇ぐう措そ置ちが受けられる。


　この政策は功こうを奏そうし──ここ数か月で確かにトリスタン市内における魔法士の数は増加しつつある。もっともその中には資し格かくを取ったばかりで何の実じつ績せきも無い魔法士も少なからず含まれており、市の窮きゆう状じようが劇げき的てきに改かい善ぜんされた訳わけでもないのだが。


「で──とりあえず私が担たん当とうを命じられたんですよ。今日も街まちの様子を見ておきたいとおっしゃるので、案内していたんです」


　まあ考えてみれば──制服を着たまま逢あい引きでもあるまい。


「…………」


　ふと視し線せんを感じて傍かたわらを見るとカペルテータが無む表ひよう情じように彼を見つめている。


　ＣＳＡの少女は何か言いたそうにも見えたが──とりあえずレイオットは気のせいだと思って無む視しする事にした。ここで『春が云うん々ぬん』の話を蒸むし返されるとひたすらややこしい事になりそうだったからだ。


　代わりに──


「シモンズ監督官から貴方あなたの事はお聞きしました」


　レイオットがギルバートの方に視線を向けると、緊張感というものを根ね刮こそぎ欠いたのっぽの救命魔法士は、ぼんやりとした微笑を浮かべながら頷いた。


　レイオット達の命を助けた事を誇ほこるでもない。


　かといって卑ひ屈くつな態たい度どに出ているのでもない。


　自分の信しん奉ぼうする正せい義ぎに従したがったという達たつ成せい感かんや満足感に浸ひたっている──のですらない。


　ギルバートは穏おだやかに挨あい拶さつしているだけだ。


　まるで火災現場で一ひと働はたらきした事など、いちいち覚おぼえている程の事でも無いと言うかの様に。それを控ひかえめと評ひようするのも何か違い和わ感かんが在る。慎つつしみ深ぶかいというのとも異ことなる気がする。


　では何がそんなに引ひっ掛かかるのかと具体的に問われるとレイオットには答えられない。


　ただ──根本的な何かがずれている様な印いん象しようが在った。


（…………なんだ？）


　そんなレイオットの内心を知ってか知らずにか、ギルバートはごく自然な仕し草ぐさでその右手を差し出してきた。


「同じ担当監督官という事で、ひとつ、よろしくお願いします」


「…………」


　握あく手しゆを拒こばむ理由は特に無い。


　目の前の手を何となく握にぎり返すレイオット。


　これが──彼と救命魔法士ギルバート・ギブスン、通つう称しようＧＧとの出会いだった。
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　違い和わ感かんがどうにも拭ぬぐえない。


　どうして自分はこんな場所に居いるのだろうか？


　真しん剣けんに理り由ゆうを探し始めるとどんどん無む意い味みの深みに塡はまり込こんでしまいそうで気が滅め入いる。


　流されるまま抗あらがわなかったせいだと言われれば、返す言葉が無い。その通りだ。その点は彼も非ひを認みとめるのにやぶさかではない。


　だがそもそも流そうとする側がわにも問題が在あるのではないかとも思う。


　誰だれの目から見ても、場ば違ちがいとしか言い様が無い事は分かっていた筈はずだ。ペンギンにタキシードを着せて帝てい国こく議ぎ会かいに紛まぎれ込ませても、今の自分程ほどには浮うくまい。


「……まったく」


　レイオット・スタインバーグは壁かべに背せ中なかを預あずけて短く溜ため息いきをついた。


　彼の目の前には……見るからに豪ごう奢しやな光こう景けいが広がっている。


　宝ほう石せきを集めて作ったかの様な巨きよ大だいなシャンデリア。


　その下で熱ねつ帯たい魚ぎよの様に悠ゆう然ぜんとたゆたうタキシードやドレス姿すがたの男女。


　彼かれ等らの間をさりげなく動き回るメイド達。


　大広間の端はしに目を向ければ、ピアノからコントラバスまで揃そろった本ほん格かく編へん成せいのバンドが、やや抑おさえめの音おん量りようで演えん奏そうを続けている。


　一口にパーティといっても千せん差さ万ばん別べつではあるが……この手の催もよおしに疎うといレイオットにも、今目の前で開かれている宴うたげが、ある種の頂ちよう点てんに分ぶん類るいされる代しろ物ものであるという事は分かる。規き模ぼこそ小さいが──恐おそらく参加者はレイオット達を入れても四十人前後だ──かけられた費ひ用ようは半はん端ぱではないだろう。彼が手にしているワイングラスの中身も恐らくボトル一本で千ドルク以上する筈だ。


　この僅わずか数時間の為ために、どれだけの金きん銭せんが消しよう費ひされるのかを考えると金かね勘かん定じようにはかなり杜撰ルーズな彼でも、呆あきれ半分の溜ため息いきが出ようというものだった。


　もっとも尋じん常じようでない金が掛かかっているのは、パーティそれ自体だけではなく、その会場となっている屋や敷しきも同じである。


　頭上のシャンデリアは庶しよ民みんの平均年収三十年分にも相そう当とうする代物であるし、レイオットが背にしている壁かべ紙がみも、わずか一メルトル四方が二百ドルク以上する筈だ。何な故ぜ彼がそんな事まで知っているかというと──単に以前、此こ処こに住んでいた際さいに、屋や敷しきを管かん理りする執しつ事じから聞いたからである。


　それはともかく──


「どうしたんですか？」


　何ど処こかふらふらとした足取りで近付いてきて、そう尋たずねる娘むすめが一人。


　ほんのりと頰ほおが赤いのは恐らく、もうある程てい度どの酒さけを胃いに入れているからだろう。


「…………」


　しばしレイオットは無言でその娘を眺ながめていたが……


「──シモンズ監かん督とく官かん？」


「誰だと思ったんですか」


　娘は──ネリン・シモンズは上うわ目め遣づかいにそう言って睨にらんできた。


　労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくトリスタン支し局きよくの二級監督官である彼女は、非ひ公こう式しきながらもレイオットの担当官であり、よく見知った相手である。


　だが──今の彼女は少々普ふ段だんと装よそおいが違う。


　先まず、いつも彼女の大きな瞳ひとみを覆おおっている眼鏡めがねが無い。


　更さらに、少し癖くせの有る長い栗くり色いろの髪かみは結ゆい上げられている。


　とどめに『これを着て生まれてきたのではないか』と常つね々づねレイオットが疑うたがっている監督官の制せい服ふくも、今はパーティの雰ふん囲い気きに合わせて萌もえ木ぎ色いろのドレス──あまり身体からだの線を強きよう調ちようせず、裾すそも緩ゆるやかに広がった清せい楚そな仕立てのものに替かわっていた。


　はっきり言って別人である。


　レイオットが彼女を認にん識しきする上で要よう点てんとなっていた部分が全部無い。まあ……だからといって咄とつ嗟さに誰か分からないレイオットにも、かなり問題はあるのだが。


　生き真ま面じ目めが制服を着て歩いている様な娘なので、それ以外の印いん象しようがあまり無かったのだが……こうして見るとネリンもなかなかの器き量りよう好よしである。特とくに今は少し酔よいが回ってきているのか、普段の堅かたさが取れていて、全体的に女性っぽさが強調されている。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　さっきからぶすっとした顔してずっと壁かべ際ぎわに立ってますけど……」


「俺はパーティではぶすっとした顔して壁際に立つのが趣しゆ味みでね」


　言ってレイオットは小さく肩を竦すくめる。


　ゆったりめに仕立てられている筈のタキシードの下で、こきりと関かん節せつが鳴なった。


「またそういう事を……」


「君こそ少し飲のみ過すぎじゃないか？　足あし下もとがふらついてるぞ」


「ああ──これは眼鏡外してるから」


　はにかむ様な表情を浮うかべて言うネリン。


「どうにも床ゆかが遠くって」


「そういうもんか」


「そういうものですよ。近きん眼がんじゃない人には分からないかもしれませんけど」


　ネリンは苦く笑しようする。


「それはともかく。こういう場に慣なれてないのは私も同じですけど……折せつ角かくだから楽しんだ方が良いと思いますよ？」


「……どうもね」


　レイオットは言ってパーティ会場を見回す。


「俺みたいな人間はなんて言うか、身の置き所が無いんだよ──こういう場所は。とにかく落ち着かない」


「ＧＧは楽しんでるみたいですよ？」


「まあ……あの兄ちゃんはそうかもしれないけどな」


　ネリンの視し線せんを追うと──タキシードに身を包つつんだ長身の青年が、ワイングラス片手にパーティ参加者の一人と談だん笑しようしている。


　ひょろりと高い背せ丈たけのせいでよく目立ちはするのだが、常つねにその面おも長ながの顔に浮かべる微び笑しようのせいか、違和感なく周りに溶とけ込んでいる感じがした。


　ギルバート・ギブスン──通つう称しようＧＧ。


　レイオットと同じくネリンが担たん当とうする魔法士ソーサリストである。


　ただし専門はレイオットと異なり救命魔法士ＲＳだ。


　危険な事故現場等に真っ先に乗り込んで人じん命めい救きゆう助じよを行い、後に続く救助隊や消防隊の通るべき道を確かく保ほするのが彼等の主な仕事である。同じ魔法士、同じ危険な現場に向かう職しよく種しゆといえど……レイオットの様な殺ころし潰つぶしが商売の戦術魔法士とは、対たい極きよくに位い置ちする存在と言えた。


「…………」


　ＧＧはレイオット達の視し線せんに気付いたらしい。


　のっぽで茫ぼう洋ようとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせる救命魔法士は、それまで喋しやべっていた相手に会え釈しやくしてその場を離はなれると、こちらに真っ直すぐ歩いてきた。


「やあ──スタインバーグさん」


　微笑ほほえみながら言うＧＧ。


　このＧＧという青年──そう何度も会った訳わけではないのだが、レイオットの知る限り、どういう場面でも物もの腰ごしが柔やわらかく、本当に愛あい想そが良い。


　いつものんびりおっとりした口く調ちようと表情で、怒おこった顔が想そう像ぞうできない。


　レイオットとしては何というか──発ほつ作さ的てきに思いっきりぶん殴なぐって微笑以外の表情を浮かべさせてみたい衝しよう動どうに駆かられたりするのだが、多分この青年はそれでも『痛いなあ。何をするんですか』と言いながら笑っていそうな気がする。


　明るく穏おだやか。癖くせのない言げん動どう。およそ善ぜん人にんというものを絵に描けばこうなるだろうという風な人物である。単に彼の職業を魔法士と聞けば、首を傾かしげる者も多かろうが──世せ間けん的には魔法士という職業はあまり良い印象を持たれていない──救命魔法士なのだと告げられれば、大たい抵ていの者がさもありなんと納なつ得とくするに違いない。


　ただ──


（何というか……苦にが手てなんだよな。こいつ）


　とレイオットは思ったりもする。


　何がどう……と指し摘てきできる訳ではないのだが、どうにも拒きよ否ひ感かんの様なものが働くのだ。


　そんな彼の内心を知ってか知らずにか──やはり愛想良く微笑みながらＧＧが言う。


「楽しいですね」


「それは何よりだ」


「こういうパーティは初めてだったんですが、思っていたよりも堅かた苦くるしくないですね」


「主しゆ役やくが主役だからな。参加者はあいつの親しい友人知人が大半だそうだし」


　とレイオット。


　類るいが友を呼ぶ──とまではいかないにしても、元々その『主役』がかなり傾かぶいた性せい格かくをしているので、どうしても身近に集まる者達も性格が大おお雑ざつ把ぱというか、破は天てん荒こうで些さ細さいな事を気にしない者が多い。


「そういえば──折せつ角かく呼んで頂いただいたのに未まだ御ご挨あい拶さつもしてませんでした」


「あ──ごめんなさい」


　ネリンが言う。


「御ご紹しよう介かいします」


「お願いします」


「ええと──ああ、居た居た」


　ネリンはパーティ会場を見回して、その真ん中で数名の客に囲まれている『主役』を見つけた。


　限かぎりなく黒に近い紫むらさきのドレスを身に纏まとう娘。


　ドレスは身体の線を強調するもので、肩かたも剝むき出しの艶あでやかな仕立てなのだが──不ふ思し議ぎと色いろ艶つやよりも清せい爽そな印象が先に来る。


　フィリシス・ムーグ。


　このパーティの主しゆ催さい者しやの娘であり、レイオットの元同どう棲せい相手であり、そしてレイオットにも匹ひつ敵てきする──あるいは凌りよう駕がする実力を備そなえた戦術魔法士ＴＳ。それが彼女である。


「すいません──ちょっとＧＧをフィリシスに紹介してきます」


「ああ」


　レイオットが頷うなずくと、ネリンはＧＧと共にフィリシスの方へと歩いていった。二人の後ろ姿を眺ながめながらレイオットはワイングラスの酒を舐なめる。


　そして──


「おかえり」


　傍かたわらを振り返って言った。


　そこには……やはり飽あきる程ほどに見み慣なれている筈の相手が、全く見慣れぬ格かつ好こうで黙もく然ねんと立っていた。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　彼の同どう居きよ人にんであり助じよ手しゆであり──そして世せ間けんでは『半魔族ハーフ・ブルート』という蔑べつ称しようで呼ばれる先天性魔法中毒患者ＣＳＡの少女。


　普段、彼女はその常じよう人じんにあらざる特とく徴ちようを──血の様に紅あかい髪や、眉まゆの代かわりに額ひたいに有る紅い一対ついの球きゆう面めんを隠かくす様に、フード付きのコートを着ている。ＣＳＡは世間一般では蔑べつ視しの対象であり、その証しよう拠ことも言うべき異い形ぎようを衆しゆう目もくに晒さらしていれば、何かと揉もめ事ごとに巻き込まれ易やすいからだ。


　だが今の彼女は別の衣い装しようを着ていた。


　彼女の帯おびているのは、純白のレースを主体としたハイネックのドレスだった。幾いく重えにも重かさねられた小さな飾かざり布ぬのが、全体として可か憐れんな輪りん郭かくを描えがき出している。


　まるで──それは婚礼衣装ウエデイング・ドレスの様にも見えた。


　恐らくはこれとて相そう当とう値ねが張はる代物ではあるのだろう。無む論ろん、彼女の本来の持ち物ではない。今日の為に──酔すい狂きような事に、ただ今日一日、彼女をパーティに出席させる為だけにフィリシスが用意させたものである。


　前からそうだが──レイオットには、金持ちのやる事はよく分からない。


　とはいえ……


　カペルテータもこうして普通の女の子の様な格好をしていると、レイオットから見てもそれなりに可愛かわいらしく見える。朝昼晩年中無む休きゆうの無む表ひよう情じようも、無ぶ愛あい想そうさの産さん物ぶつではなく『慣れないパーティで戸と惑まどっている』様に見えてしまうから不思議だ。前まえ髪がみをよく梳すいて降おろしているので、額の球面も今は目立たない。さすがに深しん紅くの髪だけは染そめ直さない限りどうしようもないが。


「香こう茶ちやは有ったか？」


「いえ。代わりにこれを頂いただきました」


　とカペルテータが手にしていたグラスを示しめす。そこにはオレンジ・ジュースらしき液えき体たいが満みたされていた。


　カクテルやワインといった酒類はメイド達がトレイに載のせて歩いているのだが、それ以外の飲み物を望のぞむのなら、会場の端はしに設もうけられたバーカウンターに行かねばならない。近くを通り掛かかったメイドを捕つかまえて注ちゆう文もんするのも手ではあったが、望みの品があるとは限らないので、カペルテータが自分でもらいに行ったのだ。


「俺もそろそろそっちに切り替かえるか」


　苦く笑しようして言うレイオット。


　元々彼はあまり酒が強い方ではない。


「で──どうだ？」


　レイオットはパーティ会場を見み渡わたしながら言った。


「楽しいか？」


「どうでしょう。よく分かりません」


　予想通りの答えが返ってくる。


「レイオットは楽しいですか」


「どうかな。別に嫌きらいという訳わけではないんだがな……」


　レイオットは肩かたを竦すくめて言った。


「フィリシスもよくやるよ」


　言って視線を飛ばした先では、フィリシスとネリン、それにＧＧが他の客も交まじえて談だん笑しようしていた。


　あの様な社しや交こう性せい──というよりは如じよ才さいの無さはレイオットには無む縁えんのものだった。


　羨うらやましいとまでは思わない。だが彼等が特別という訳ではなく、あの様に振ふる舞まえない自分の方が何か人間としていびつなのだろうとは思う。


「……テラスにでも出るか」


　あくびを嚙かみ殺しながら言うレイオット。


「はい」


　カペルテータは頷うなずいた。
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　いつもの如ごとく仕事の合あい間まの自じ堕だ落らくな生活を満まん喫きつしていたレイオットの自じ宅たくに、一台のリムジンが停てい車しやしたのは、一週間前の朝の事である。


　運うん転てん手しゆはファーゴ・レスポール。


　ムーグ家の執しつ事じを務つとめる初しよ老ろうの男性だ。


　数年前にフィリシス・ムーグと同どう棲せい──というか彼女の家に居い候そうろうしていたレイオットは、彼とも顔見知りである。建たて前まえ上じようはムーグ家の使用人だが、事実上はフィリシスに専せん属ぞくする従じゆう卒そつといった印象が在る人物だった。


　で──


「御お嬢じよう様さまがお会いしたいと申されまして」


　スタインバーグ邸ていの玄げん関かんに直立不ふ動どうの体たい勢せいで立ちながらファーゴは言った。


　数年前と微み塵じんも変わらぬ慇いん懃ぎんな調ちよう子しある。


　この執事の素す性じようはレイオットも詳くわしくは知らないが、どうやら以前、軍に──それも特とく殊しゆ部ぶ隊たいに居いたらしい事は察さつしがついている。彼もフィリシスも必要以上に語ろうとはしないので、レイオットもそれ以上の事は知らないが、格かく闘とう技ぎに関して言えばレイオットが知る限り最さい強きようの存在と言って良い。何度か暇ひま潰つぶしを兼かねて手合わせした事が在るが、レイオットでは全く歯が立たずに、毎回床に這はわされる羽は目めになったのを覚おぼえている。


　まあそれはさておき──


「フィリシスが？」


「はい」


「……自分で来るという選せん択たく肢しは無いのか？」


「御ご座ざいません」


　ファーゴは言いきった。


「…………」


　レイオットは顔をしかめて黙だまり込む。


　正直──嫌いやな予感がした。


　レイオットを呼び出したければ、自分で電話してくれば事は済すむ。それをわざわざファーゴを迎むかえに寄よ越こすという事は──呼び出しの内容を聞けばレイオットが嫌がるのを見み越こしての事だとしか思えない。


　しかも──


「スタインバーグ様」


　ファーゴは言った。


「御嬢様は──是ぜ非ひに、と」


　最後の一語にやや大きめの抑よく揚ようを付けて。


　要するに拒こばむ場合は実じつ力りよく行こう使しも辞じさぬという意味か。そしてファーゴの場合はそれを実じつ際さいに遂すい行こうできてしまう力が在る訳で。まあまさか他人の家の玄げん関かん先さきでいきなり相手を拉ら致ちする様な真ま似ねにはさすがにでないと思うが──


「それと」


　ファーゴは視線をレイオットの脇わきに滑すべらせる。


「そちらの御嬢様も御一緒に」


「カペルも？」


　言ってレイオットは傍かたわらに立っている紅あかい眼めの少女を振り返る。


　カペルテータはいつもの如ごとく無む言ごん。無表情もいつも通りである。


「…………分かった」


　溜ため息をついてレイオットは折れた。


　今日は特に用事も無いし──そもそもフィリシスがこういう妙みように回りくどい事をする場合は何か企たくらんでいる事が多い。それと察した上でレイオットが申し出を受けたのは、無理に拒むと後あと々あと面めん倒どうな事になると、経けい験けん上じよう知り抜ぬいていたからだ。


「では──」


　ファーゴは自らが乗ってきたリムジンに歩み寄り、客席の扉を開いてみせる。


　レイオットはまるで巨きよ大だいな獣けものの顎あぎとの様に、ぱっくりと開かれたリムジンの扉を眺めつつ、呻うめく様に尋たずねた。


「ちょっと待ってくれ──今すぐか？」


「はい。今すぐで御座います」


　当然といった様子で頷くファーゴ。


　レイオットは空を仰あおいで短く溜め息をつき──


「……せめてコートは取ってきてもいいか？」


「ご自由に」


　やはり慇いん懃ぎんな仕し草ぐさでファーゴは頷いて見せた。
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「──パーティ？」


　眉まゆをひそめて聞き返すレイオットにフィリシスは頷いて見せた。


　場所は、ムーグ邸の四つ在る応おう接せつ間まの内の一つである。


　面積としては最も広く、置かれている革かわ張ばりのソファも全部で二十人は座すわれるのではないかという代しろ物ものだ。もっとも二十人掛がけのソファを見て『二十人座れる』と思うのは庶しよ民みんの感覚である。敢あえてそこに五人以上の客を座らせないのが本物の金持ちの感覚だ。


　実際──その部屋でソファに座っているのは五人だった。


　フィリシス。レイオット。カペルテータ。


　そしてネリン・シモンズと──驚おどろいた事にジャック・ローランドの姿まで在った。


　一体何の集まりなのか。


　まあ一いち応おう全員が互たがいに顔見知りと言えば顔見知りだが、今一つ集めた目的の見えない顔ぶれではあった。ちなみにレイオット達を連れてきたファーゴは、壁かべ際ぎわで彫ちよう像ぞうのように微び動どうだにせずに立っている。


「パーティって──何のだ？」


「私の誕生パーティ」


　フィリシスは言った。


「…………」


　レイオットはしばし黙だまり込み……


「そうか。お前にもそういうのあるんだな」


「……面めん倒どうだから敢あえて突っ込まないよ。とにかくまあそういう訳わけで招しよう待たい状じようを送るから出て欲ほしいの」


「何が『とにかくまあそういう訳で』だ」


　呆あきれた表情で言うレイオット。


「それだけを言う為ためにわざわざ俺達を呼びつけたのか？」


　それこそ招待状を出せば良いだけの事だ。


「違うよ──勿もち論ろん」


　笑いながら言うフィリシス。


　彼女は悠ゆう然ぜんとソファから立ち上がると、座ったままのレイオットを見下ろしながら言葉を続けた。


「どうせレイの事だから……普通に招待したって『着る服が無い』とか言って蹴ける積つもりでしょう？」


「…………」


　黙り込むレイオット。図ず星ぼしである。


「なのでこちらで用意してみました」


　傍らに手を差し伸のべる様にしてフィリシスは言った。


「……はあ？」


「レスポール」


　フィリシスが呼ぶと──ムーグ家の執事は、音も無く近寄ってきてレイオットに平べったい箱を差し出した。真っ白い、何の記き載さいも装そう飾しよくも無い箱であるが、さすがにこの話の流れだと、中に何が入っているのかはレイオットにも察しがつく。


「…………」


「サイズは合わせてあるから」


　レイオットの機き先せんを制せいする様に言うフィリシス。


　顔をしかめながらレイオットはその箱を受け取った。


「どうやって？」


「レイの身体の大きさは覚おぼえているもの……」


　そう言って何かを抱だき締しめる様な仕し草ぐさをフィリシスは示す。


　同席しているネリンが顔を赤らめるのを視し界かいの隅すみに見ながら──レイオットはひどく醒さめた口く調ちようで言った。


「噓うそだろ」


「噓だよ」


　あっけらかんと笑いながらフィリシスは言った。


「ジャックに教えてもらった」


「…………」


　振り返って睨にらむとジャックは苦く笑しようしつつ肩を竦すくめて見せた。


　彼はレイオットの商売道具を修しゆう理り調ちよう整せいする技ぎ師しだ。機械工としては一流の上に超ちようがつく腕うで前まえだが、魔法機器整せい備びの資し格かくは取っておらず──レイオットと同様に存そん在ざい自体が違い法ほうなモールド・エンジニアである。


　言うまでもない事だが──レイオットの使う魔法士ソーサリスト専せん用よう鎧よろい、モールドの整備を請うけ負おっているジャックは、レイオットの身体の各種数すう値ちを熟じゆく知ちしている。


　身長や体重はおろか、細かい身しん体たい各かく部ぶの数値は勿もち論ろん、レイオットの関かん節せつの柔じゆう軟なん性せいまで全すべてだ。戦術魔法士の使うタクティカル・モールドは、運動性に何よりも重点を置いて作られる為、着ている人間の身体の動きを可か能のうな限り阻そ害がいしないような、微び妙みような調整が必要になってくるのである。


「で──」


　フィリシスは楽しげに続けた。


「レイがそんなだから、どうせカペちゃんの衣い装しようも無いでしょう？」


「……そりゃそうだが」


　と認みとめて──傍らの少女を振り返る。


　紅あかい髪かみと瞳ひとみの少女は、まるで自分とは全く無む縁えんの話を聞いているかの様に無表情を保っている。彼女にとっては──この世の出で来き事ごとの大半は、自分に関係が在ろうと無かろうと本当にどうでも良い事なのだろう。


「という事で用意してみました」


　フィリシスが指を鳴らすとこれまたファーゴが壁際に歩み寄り、そこに置かれていたワードローブを開いた。


　そこには──


「……おい」


「好きなのを選んで。ああ──何なら全部持っていってくれてもいいよ？」


　といってフィリシスが指差す先には、小さめの──恐おそらくはカペルテータの体たい軀くにおおよそ合わせたのであろう衣装が、二十着余あまり吊つられていた。いや……他ほかにも何やら箱が幾いくつか積まれている様で、その中身も在るとすれば総そう数すうは三十着を超こえるだろう。


「とりあえず一番気に入った奴やつを選んで。細かい寸すん法ぽう合わせするから」


「おい」


「ああそうそう──ネリン。貴女あなたのはもう仕し立たて上がってきたから後で試し着ちやくして」


「本当に？　楽しみ」


　少女の様に表ひよう情じようを輝かがやかせて言うネリン。


　どうもこちらはとっくの昔に話がついていたらしい。


　事がここに至いたって、ようやくレイオットは自分が罠わなに塡はめられた事に気付いた。カペルテータ以外、此こ処こに居る人間は全員がグルだ。


「そういえば──ＧＧも『喜んで出席させてもらいます』って」


「おい」


「良かった。噂うわさの救命魔法士とも一度話をしてみたかったんだよね」


「おい」


「そういう訳でカペちゃん、どれがいい？」


「おい……！」


　レイオットが若じやつ干かん音おん量りようを上げて声かを掛けると、ようやく彼の存在を思い出したかの様にフィリシスは振ふり返った。


「そういう訳で──今から試着会始めるから殿との方がたは出ていって頂ちよう戴だいね」


「…………」


「早めに諦あきらめた方が疲つかれないと思うよ」


　ぽん──とレイオットの肩かたに手を置きながらジャックが言う。


「裏うら切ぎり者の言葉なんぞ聞きたくないね」


「まあまあ。俺だって無む理り矢や理り寸法計はかられたりしたんだって。折せつ角かくパーティ用のツナギ、用意してたのにさ」


「…………」


　最も早はや何を言って良いのかもよく分からず唸うなるレイオットに、すっと近寄ってきたファーゴが囁ささやくように言った。


「スタインバーグ様。別室に香こう茶ちやの御用意が出来ておりますので」


「…………」


　そういう訳で。


　いちいち細かく突っ込むのも疲れたレイオットは、ジャックとファーゴに促うながされるまま応接室を出たのだった。
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「さて──と」


　まるでどこぞの娼しよう館かんの女主人の如ごとく、優ゆう雅がにソファに座すわり脚あしを組んだまま──フィリシスが宣せん言げんする。


「始めましょうか──邪じや魔まな男おとこ衆しゆうも居なくなった事だし」


　恐らくは事前に待たい機きさせてあったのだろう──フィリシスの宣言と同時に、レイオット達が出ていったのとは違う扉が開いて、三名のメイドが入ってきた。


　いずれもフィリシスやネリンと同じ位、二十代半ばといった娘むすめ達たちである。


「失礼します」


　メイド達は一礼してカペルテータをさっと取り囲むと、有う無むを言わさぬ手つきで瞬またたく間に彼女の着ている服を脱ぬがしてしまった。もっともカペルテータはカペルテータで殊こと更さらに抵てい抗こうする素そ振ぶりも見せはしなかったが。


　ただ──


（さすが……ね）


　その様子を見ながらネリンは内心で感かん嘆たんする。


　メイド達がカペルテータの髪かみや、額ひたいに備そなわった一対ついの球面を見ても、眉まゆ一つ動かさなかったからだ。


　カペルテータには額の他にも鎖さ骨こつの辺りに同様の球面が埋まっているが、これを見てもやはりメイド達は平へい然ぜんとしている。


　彼女等は殊更に愛あい想そうが良い訳ではない。だが……少なくとも世間一いつ般ぱんの人間がＣＳＡに対してよく向ける嫌けん悪おや侮ぶ蔑べつの表情は全く出てこない。淡たん々たんと自分達に命じられた仕事をこなしているだけである。


　これはカペルテータがＣＳＡであるという事実以前に『フィリシス御嬢様』の客であるからだろう。


　家人の客に粗そ相そうをすれば主あるじであるムーグ家の恥はじになる。ならばたとえ異い形ぎようであろうと何だろうと、彼女等はそれに対する嫌悪や侮蔑を露あらわにしてはならない。


　ネリンは何度かこのムーグ邸ていを訪れているが……この屋敷の使用人達はそうした点については徹てつ底ていして玄プ人ロだった。感情が無いのではない。殊更に無表情という訳でもない。ただ決して自分の感情を仕事に持ち込まないのである。


（……本物の処には本物が集まるって事かしらね）


　ムーグ家は現当主──バレン・ムーグが一代でその財ざいを成なしたと言われる。


　実際には、数代前から続いている海外貿ぼう易えきの実じつ績せきと人脈が基き礎そに在っての事であるが、それでもムーグ家の財ざい産さんが当代になって数倍に膨ふくれあがったのは事実である。


　その急成長ぶりから、ムーグ家は、あちこちで『成なり金きん』と陰かげ口ぐちをたたかれている。表面上は笑え顔がおで経けい済ざい的てき援えん助じよを求めながら、非公式な場では成り上がり者としてムーグ家を侮蔑する様な発言をする帝てい国こく貴き族ぞく達も多いという。彼等に言わせればムーグ家は歴史的な裏打ちの無い『急きゆう拵ごしらえの金メッキ像』『紛まがい物の上じよう流りゆう階かい級きゆう』なのだそうだ。


　だが──此処に勤つとめるメイド達を見ていると、人であれ物であれ当主の『本物』を選せん別べつする鑑かん定てい眼がんだけは間違いが無いとネリンは思う。


「ふと思ったんだけど──」


　とフィリシス。


　彼女の前には、上下の肌はだ着ぎ一枚ずつ──シュミーズとショーツだけの状じよう態たいにまで剝むかれたカペルテータが、やはり黙もく然ねんと立っている。


　彼女の正確な年ねん齢れいはネリンもフィリシスも知らないが、同世代の少女に較くらべると少々発育が遅おそい印象は在った。もっと具体的に言えば胸むねや腰こしの発達が少々寂さびしい感じではある。


　もっともそれだけに……生なま身みの俗ぞく臭しゆうを欠かいた、まるで妖よう精せいの如ごとき可か憐れんさが彼女の肢し体たいには在るのだが。


「カペちゃん──下着ってどうしてるの？」


　とフィリシスが問う。


「あ──」


　ネリンははっとした表情を浮かべた。


　考えてみれば、下手に一人で出歩くだけでちょっとした騒さわぎになりかねないのがＣＳＡである。カペルテータの場合、普通に買い物をする場合はいつものフードを被かぶっていれば良かろうが、下着の店に入ってまで顔を隠しているというのも不ふ自し然ぜんだ。試し着ちやく一つをするだけでも大変だろう。


　そうなると──


「まさか──スタインバーグさんが買ってくるとか!?」


　そう言うネリンの脳のう裏りには──女性下着専門店で人目を憚はばかる様にして背中を丸め、少女用の下着を選び、購こう入にゆうしているレイオットの姿が描かれていた。


　やましい目的では無い筈なのだが、元々の外見がやたらと胡う散さん臭くさいので『変へん態たいです』と全身で主張している様な光こう景けいである。


「それは面おも白しろ──じゃなくて色々とまずいのでは!?」


「……いえ」


　何な故ぜか妙みように興こう奮ふんしているネリンに対して、カペルテータが淡たん々たんとした口調で否ひ定ていした。


「お隣のシェリングさんが」


「なんだ──つまらない」


　と言ったのはフィリシスである。


　そんな会話を交かわしている間にも黙もく々もくとメイド達の内の二人は脱ぬがしたカペルテータの衣い装しようを畳たたみ、ワードローブからドレスだの何だの──中にはどうも首を傾かしげたくなる様な代しろ物ものも在ったが──を出してきてはソファの上に並ならべていく。


　同時に三人目のメイドが『失礼します』と断ことわってからカペルテータの紅い髪に櫛くしを入れ始めた。


　カペルテータはやはり無言。


　表情も相あい変かわらず緩ゆるい無む表ひよう情じようのまま。


　ただ……


「…………」


　必要とあれば丸一日でも身動き一つせずに座っていられる様なこの少女が、少し身じろぎをした事を思えば、ひょっとしたら戸と惑まどっているか──あるいは照てれているのかもしれない。


「じゃあまずはこの辺りから行ってみましょうか」


　とフィリシスが摘つまんで掲かかげたのは──ドレスではなかった。


　何故かアルマデウス陸りく軍ぐんや陸軍附ふ属ぞく学校が式しき典てん等に使う礼れい服ふく──具体的には黒の詰つめ襟えりの軍ぐん服ぷくだったりする。


　というか、そもそも女物ですらない。


「……それはドレスではないのでは」


　さすがにそう言ってくるカペルテータ。


　だがフィリシスはにっこり笑って言った。


「まあまあ。どうせならこの機会に色々楽しまないと損そんだよ」


　確かにカペルテータは衣装にあまり頓とん着ちやくしないので、こんな機会でも無ければ色々な衣装を着るという経験はまず無いだろう。どうせなら──という意見は概おおむね正しい。ただし最も楽しむのはカペルテータ本人ではない様だったが。


　フィリシスが頷いて見せると、壁際で控えていたメイド達が素す早ばやく近寄ってきて、先さき程ほどとは全く逆に、見事な手際でカペルテータに衣装を着せていく。


　カペルテータはやはり人形の様にされるがままで──それはまさしく等とう身しん大だいの人形でメイド達が遊んでいるかの様にも見える、奇妙な光景であった。


　そして──着替えが終わる。


　メイド達が花開くかの様に一いつ斉せいにカペルテータから離れた。


「……うわっ」


　ネリンが呻うめく様に言って──絶ぜつ句く。


　取り寄よせ時に間違えたのか、それとも故こ意いなのか……明らかにぶかぶかの詰め襟を着せられたカペルテータは、本人の意志とは全く無関係に、無む闇やみやたらと可愛らしさを放ほう散さんしていた。


「可愛い！　可愛い可愛い!!」


　やけに盛り上がるネリン。


　元々彼女は可愛らしいものには割わりと目が無い方である。子猫や子犬などを路ろ上じようで見み掛かけると、そのまま構う為にしゃがみ込んでしまう事もしばしば在る。その癖くせ、一匹の愛あい玩がん動どう物ぶつも飼かっていないのは、住んでいるマンションが動物禁止なのと、仕事が忙いそがしくてろくに世せ話わが出来ないからだ。


　ともあれ──そんなネリンの感覚に、ぶかぶかの詰め襟を着せられたカペルテータの姿は見事に『ツボ』だったらしい。


「多分ここら辺がネリンの好みだとは思ったんだよね。ま──わざわざ取り寄せた甲か斐いがあったと」


　腕を組んで満足げに頷くフィリシス。


「ああもう──」


　ネリンは今にも飛び掛かからんばかりである。許ゆるされるならそのまま今のカペルテータを抱かかえて家に持ち帰りかねない。


「とりあえずじゃあこれで一枚。いや二枚かな」


　と言ってフィリシスが指を鳴らすと、素早くメイドの一人が何ど処こからか取り出した写真機で──すぐ隣となりでは別のメイドがきちんとストロボまで焚たいて──撮さつ影えい。


　独どく特とくの燃ねん焼しよう音おんと共に部屋を満たす閃せん光こう。


　フィルムにカペルテータの姿が刻きざみ付けられる。


　ストロボを替かえて更さらにもう一度。


　でもって──


「……あの」


「はいはい。じゃあ次行ってみよう」


　カペルテータの台詞せりふを聞いているのか居ないのか──多分、故こ意いに無む視しして──フィリシスは一同を促うながす様に手を叩たたく。


「まだまだ在るからね」


「次はこれなんてどうかな？」


　とネリンが指ゆび差さすのは──何やら異い国こく風ふうの衣装だった。


　服の構造から色いろ遣づかいや布地の質しつに至いたるまで、明らかにアルマデウスや周しゆう辺へん諸しよ国こくの服ふく飾しよくとは異い質しつである。ただしそれだけに普ふ段だん見慣れた衣装とはまた別の──文字通りに異い国こく情じよう緒ちよ漂ただよう非日常的な魅み力りよくが在った。


「いいね」


　腕を組んで頷くフィリシス。


「東洋の方──極きよく東とう方ほう面めんに独自の文ぶん化か圏けんを持っている島国が在ってね。そこの民族衣装」


「へえ……」


　と感かん嘆たんするネリン。


「私みたいに中ちゆう途と半はん端ぱに背が高いと、あんまり似合わないんだけどね──気に入ったのならネリンのも用意させるけど？」


「あ──でも。そこまで甘える訳にはいかないから。ドレスだけでも申し訳無いのに」


　レイオット同様に──ただしこちらは言い訳ではなく──『着ていく服が無い』と辞じ退たいしようとしたネリンに『それならこちらで用意するから』と強ごう引いんに押し切ったのはフィリシスである。


　無論、ネリンは遠えん慮りよした。


　だが──フィリシスいわく、遠慮する意味が無いそうで。


　必要不必要に拘かかわらず、ムーグ家では商売の関係で──要は取引先に対する義ぎ理りと付き合いだ──年に何着かはドレスを仕し立たて屋やに注ちゆう文もんしなければならないらしい。これは決けつ定てい事じ項こうで動かし様が無いんだとか。


　この中にフィリシスのドレスではなくネリンのドレスを発はつ注ちゆうする事も何ら問題が無いらしい。要は何着注文して買ったかが重じゆう要ようであって誰が着るのかは問題ではないのである。勿論、その費用はムーグ家が負ふ担たんする訳だが、毎年発注する枚数と予算は決まってしまっていて、ネリンがドレスを辞退しても、代わりに別の誰かの為のドレスを仕立てる事になるだけの話なのだそうだ。


　ちなみに去年はメイド達の中から希望者を募つのったという。


「大体ね、毎年毎年ドレス作ったって、誰がそんなに沢たく山さん着るってのよ」


　とはフィリシスの談だん。


　女性ながら彼女はあまり着き飾かざる事には興きよう味みを示しめさない。普段はシャツにジーンズという素そ朴ぼくで動き易やすい格かつ好こうをしている。もっともそれでもまるで特別な衣装を着ているかの様に洒落しやれて見えるのは、彼女の容よう姿しが並なみ外はずれて優すぐれているからだろう。


　ともあれ……


「年に一度か二度着る位だし、こんなの三着か四着あれば充じゆう分ぶんよ」


　そういう訳で──半ばフィリシスに説せつ得とくされる形でネリンはドレスを一着仕立ててもらっていたのである。


「とにかくカペちゃん──次これ着てみて」


　とフィリシスの言葉と同時に、またメイド達がカペルテータを取り囲みてきぱきと服を脱ぬがせ、新しい衣装を着せていく。異なる文化圏の衣装という事で少々手間取ったが──腰こし帯おびの巻き方が明らかに違っていたりするのだ──十数分後には異国風の衣装を着たカペルテータがそこに居た。


「いいよ、これも似合う！」


　とネリンが拳こぶしを握にぎりしめて力説。


　という訳でこれも撮さつ影えい。


　前と横から一枚ずつ撮とった時点で──腕を組んでカペルテータを眺めていたフィリシスが、ふと思い付いた様子で言った。


「カペちゃん」


「──はい」


「ちょっとポーズつけてみて」


「…………」


　カペルテータは無む言ごん。


　さすがに呆あきれたのかもしれない。


　だがここで自分の思い付きを撤てつ回かいする様なフィリシスでもない。


「ええとね──こう。こんな感じ」


　言って彼女は黙り込んだカペルテータに歩み寄ると、彼女の両腕に角度を付けさせる。それを一歩離はなれてまた眺めてから、短く唸うなると、もう一度手を添そえて微び調ちよう整せい。


「首はそう……こんな感じでちょっと傾かしげて」


　注文がやたら細かい。


　カペルテータが逆さからわないのを良い事に、フィリシスはあっちこっちカペルテータに注文を付け、文字通り手取り足取りポーズをきめさせる。


「…………うっわー……」


　その結果にネリンはただ声を漏らすばかりである。


　そこには──何というか、普段の無愛想な彼女からは想像もつかない体勢のカペルテータが立っていた。異国の民族衣装に身を包み、ほんの少し首を傾げ、両手を軽く曲げて、まるではしゃいでいるかの様に──


「…………」


　まあこれで表情だけはいつも通りなのだが。


　これはこれで……倒とう錯さく的てきな愛らしさが在るような無いような。


「んー……まあこんなもんかな」


　と腰に手を当てて頷くフィリシス。


「角度変えて三枚。よろしく」


「はい、御嬢様」


　メイド達がまたカペルテータを撮影する。


　閃せん光こうが三度焚たかれ、カペルテータの姿を三方向から記き録ろく。


「んとね。ちょっとそこに座すわってみてくれる？」


「…………」


　逆らっても無む駄だだと悟さとったのか──カペルテータは素す直なおに示された通り絨じゆう毯たんの上にぺたんと座り込む。長い衣装の裾すそが広がり、切れ目スリツトから彼女の白い足が見えたりした。


「うん。いいね。でもちょっと──こう斜ななめに。うん。それから左足はこっちに伸ばして。いや、ちょっと曲げてる位でもいいかな」


　とか何とか──女性専門の写真家の如く、更に色々注文を付けるフィリシス。


　丈たけの長い民族衣装の脇から、白い素す肌はだの足を伸のばして座るカペルテータの姿は何というか──ネリンの眼から見ても少女とは思えない位に妖よう艶えんに見えた。


　これも撮影。


　でもって──その後。


「いっそ黒のドレスとかどうかな」


「黒？　冒ぼう険けん過すぎない？」


「そんな事無いと思うけどな」


　とネリンとフィリシスが言えば黒いドレスを着せられ。


　当とう然ぜんの様に写真を撮られ。


「ひょっとしてメイドの衣装も似合うかも」


「予よ備びを持ってこさせましょうか」


　と言われては濃のう紺こんのワンピースにフリル付きのエプロン、同じくフリル付きの髪留めヘツドドレスまで完かん全ぜん装そう備びのメイド服を着せられ。


　やっぱり写真を撮られ。


「どうせだからアクセサリも凝ろうか」


「コサージュとかいいよね」


「確か薔ば薇らのが在った筈──」


　と言われてはとっかえひっかえ幾つものアクセサリを着けさせられ。


　これも当然に写真を撮られ。


「…………」


　なんだかんだで百枚を超える写真が撮られた頃には、さすがのカペルテータも辟へき易えきしてきたのか──相変わらず大人しく着せ替えさせられているものの、目に見えて動作が鈍にぶくなってきた。


　そして。


「やっぱりこれかな」


「これかな」


　とフィリシスとネリン双そう方ほうの意見が完かん璧ぺきに合がつ致ちしたのは──試着を始めてから実に五時間後の事であった。





　　　　●　　●　　●





　時は現在に戻る。


　レイオットは──


「いやあ──君がスタインバーグ君か」


「…………」


「娘から話は聞いているよ。色々とね」


「…………」


「そうか──君がスタインバーグ君か」


「…………」


「レスポールからも話は聞いているよ」


「…………」


　──テラスに辿たどり着く前に、フィリシスの父親バレン・ムーグに捕つかまっていた。


　バレンは恰かつ幅ぷくの良い、いかにも『豪ごう商しよう』と言わんばかりの人物であった。


　決して瘦やせてはいないが肥ひ満まん体たいという程ほどではなく……顔といい身体といい全体的に四角く堅かた太ぶとりしている様な感じだ。


　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねにチョビ髭ひげが特とく徴ちようの、妙みように愛あい嬌きようの在る顔立ちで、朗ほがらかな笑えみがよく似合う。


　もっともそれだけの人物ではないという事は──見た目通りにただ人の善よいおっさんでないという事は、レイオットにも想像がついた。


　ムーグ商会は彼の曾そう祖そ父ふが始めた事業なのだそうだが、たとえ三代にわたる実じつ績せきと人脈という後うしろ盾だてが在ったにせよ、凡ぼん百びやくの商社の一つに過ぎなかったムーグ商会を、トリスタンでも一、二を争う大商社に育てたのは間違いなくこのバレンなのである。


　それはさておき……


「ふむむ──君がスタインバーグ君か」


「…………」


「色々と噂うわさも聞いているよ。色々とね」


「…………」


　はっきり言って気まずい事この上ない。


　フィリシスの両親は仕事の関係上、一年の殆ほとんどを外国で過ごしている。


　いや──正しくは諸外国を飛び回っていて屋や敷しきに帰ってくる暇が殆ど無い。


　この為ため、フィリシスの家に居候していた間も、一度としてレイオットはバレンやその妻とは顔を合わせていない。鉢はち合あわせたらそのときはそのとき……と当時は考えていたのだが、いざフィリシスと別れてから顔を合わす事になるとは思ってもみなかった。


　だがよく考えれば、フィリシスの誕生パーティの主しゆ催さい者しやは当然ながら彼女の両親な訳で、それに参加するという事は『一人ひとり娘むすめの元恋こい人びと』として彼かれ等らと会う可能性が在るという事だった。カペルテータの衣装の話に振り回されてすっかり忘れていたのだが。


　そういう訳で──


「成なる程ほど──君がスタインバーグ君か」


「…………」


「メイド達からも話は聞いているよ」


　などとバレンに両りよう肩かたを摑つかまれて、壊こわれた蓄ちく音おん機きの様に延々と繰くり返す台詞を聞かされているのである。


　表ひよう面めん的てきにバレンはにこにこと笑っているものの、ある種しゆの嫌いやがらせとしか思えない。


　しかしレイオットとしては黙だまって聞いているしかなかった。


　レイオットがフィリシスと一時期、男と女の関係だったのは事実だし、その関係を一方的に破は棄きしたのは彼の方だ。幸か不幸かあまりその事にフィリシスは頓とん着ちやくせず、その後も友人としての関係は続いているものの……父親から見れば娘を弄もてあそんで捨てた極ごく悪あく人にんに見えても仕方が無い。


　ましてレイオットは世間一いつ般ぱん的てきな基準で見れば、立場的にチンピラだのゴロツキだのと大たい差さない訳で、どう考えても彼女の父親に好印象を持たれる要よう素そは無い。少なくともレイオットはそう思っていた。


　故ゆえに──


「で──よりを戻もどす積つもりは無いのかね？」


　と聞かれた瞬しゆん間かんは、バレンが何を言っているのかよく分からなかった。


「……は？」


「どうせうちの放ほう蕩とう娘むすめの相方役なんぞ務つとまる男はそうそう居おらんだろうしな。これも何かの縁えんと思って諦あきらめてくれると、私としては助かるのだが」


　バレンは四角い顔に開けっぴろげな笑みを浮かべてそう言った。


　レイオットは束つかの間ま眉まゆをひそめて黙り込んでいたが──


「……失礼ですが」


「うん？」


「俺がどういう人間か本当にご存ぞんじですか？」


「何度も言ったと思うが？　君の話は聞いていると」


「…………」


　一体この男は何を考えているのか。


　レイオットは改あらためてバレンの顔を眺ながめる。だがさすがに海うみ千せん山やま千せんの商人だけあってその内心は容よう易いには読み取れなかった。


　ただ──


「あれは私の血を妙な形で引いていてな」


　バレンは何やら感かん慨がい深ぶかそうに言った。


「下へ手たをすると二十はた歳ちまで生きられんかと心配した事も在る」


「……どういう意味ですか？」


　レイオットの知る限りフィリシスは完全に健けん康こう体たいだ。


　身体が弱かったという話も聞いたことがない。


　それこそ自じ堕だ落らくな生活をしているレイオットに較くらべれば、フィリシスは遥はるかに生活面でも規則正しく健康的であるし、そもそも肉体に大きな問題が在れば戦術魔法士などという職業は務まらない。


　ではそれは肉体的な話ではないのか。


　だとすると──


「分からないなら分からないで良い」


　やはり笑いながらバレンは言った。


「ま──あれと結けつ婚こんしろとまでは言わん。だが少なくとも友人ではいてやってくれ」


「……それは無論」


　曖あい昧まいに頷くも──やはり分からない。


　フィリシスはレイオットと違って人付き合いを厭いとう方ではない。現に今日は彼女の友人知人が何十名と集まっている。


　今更レイオットが彼女の友人で居る事に何の意味があるのか──


「ところで」


　バレンがレイオットの傍らに視線を落として言った。


　彼の視し線せんの先に居るのは言うまでも無く紅あかい髪の少女である。


「君がカペルテータ君だね？」


「……はい」


　頷くカペルテータ。


　バレンは眼めを細めて彼女を見つめる。


　言うまでもなくカペルテータがＣＳＡである事は一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだが……バレンの眼に在るのは好こう奇き心しんのみだ。少なくとも嫌けん悪おや侮ぶ蔑べつの色は無い。


　フィリシスによると、予あらかじめ今日のパーティの出席者にはカペルテータの存在について事前に告こく知ちしてあるという。これはつまり『その少女は自分の友人の一人であり彼女には対たい等とうな立場で接せつする事』という要求である。その意味を汲くみ取とれない様な人間とはフィリシスは付き合うまいし──それを拒こばむ人間はそもそもこの場に居まい。


　だがそれでも……カペルテータの姿を見れば、眉まゆをひそめる者や、振り返って眼で追う者は少なからず居た。これは仕し方かたの無い事だ。一般的な価か値ち観かんからすればカペルテータはやはり文字通りの『半魔族』──人間の成なり損そこないであり、怪かい物ぶつの出で来き損そこないだ。


　しかし……バレンの視線にはただ純じゆん粋すいに好奇心しかない。


　余よ程ほどに人じん格かく者しやなのか、単に変わり者なのかは未だよく分からないが。


「ふむう──君がカペルテータ君か」


「…………」


「娘から話は聞いているよ。色々とね」


「…………」


「成る程──君がカペルテータ君か」


「…………」


「レスポールからも話は聞いているよ」


「…………」


　カペルテータに話しかけるバレンを眺めながら、やはりこのおっさんは単なる変人かもしれないとレイオットは思った。
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　何気なく歩み出たテラスには先客が居た。


　限りなく黒に近い紫むらさきのドレス。


　夜気の中に独ひとり悠ゆう然ぜんと佇たたずむその姿は、見る者を圧あつ倒とうする様な優ゆう美びさに満ちていた。


　人々の間で談だん笑しようしている彼女も確かに美しくは在ったが──今の彼女を見れば誰もがあれが本来の姿ではないと悟さとったろう。


　衣装。表情。姿勢。具体的には何が違ちがう訳でもない。ただ闇やみ色いろのテラスに立つ彼女の姿は余分な何かが抜ぬけ落ちて、ひどく自然に見えた。


　まるで──光差さぬ夜の闇こそ己おのが住すみ処かと言わんばかりに。


「おや……」


　ＧＧはいつも通りに微笑ほほえんで見せた。


　だが彼女は──フィリシス・ムーグは笑わなかった。表情は先さき程ほどと同じく笑顔の形を採ってはいるが……その紫の瞳が笑っていない。


「どうかなさいましたか？」


「ギルバート・ギブスン」


　フィリシスは言った。


「実は貴方と二人きりになれるのを待っていたのよ？」


「……そうなんですか？」


　と驚いてみる。


「光こう栄えいです。さすがに愛の告白を期き待たいする程、自うぬ惚ぼれてはいませんけど……」


「賢けん明めいね」


　言って──フィリシスは右手を伸ばした。


　何処から取り出したのか、そこには小さな拳けん銃じゆうが握られていた。


　ベレットＭ１９３４自じ動どう拳けん銃じゆう──小型で曲線を多用した外がい観かんから、女じよ性せいの護ご身しん用ようとしてしばしば用いられるが、元々は軍用銃として設せつ計けいされた代しろ物ものである。使用される三八口こう径けい弾だんは、至し近きん距きよ離りならば充分以上の殺さつ傷しよう力りよくを持っている。


「──何の真ま似ねです？」


　慌あわてず騒さわがず、常つねと変わらぬ微笑をその面おも長ながの顔にたたえたまま、ＧＧは尋ねた。


　三八口径の銃口が己の鼻先を向いているにもかかわらず、その表情にも口調にも全く緊張が無い。彼の瞳はただ茫洋と銃口を──そしてその向こうで彼を見み据すえるフィリシスの表情を見つめていた。


「死になさい」


　宣言は明めい瞭りようにして簡かん潔けつだった。


　同時に無む造ぞう作さに親指で撃げき鉄てつを起こし、そのまま一瞬の躊躇ためらいも無くフィリシスは引き金を引いた。
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　撃鉄が落ちる。


　──かちん。


　夜や気きを叩たたくべき銃声は響かず……ただ乾かわいた金属音だけがフィリシスとＧＧの間にわだかまった。


「…………」


「…………」


　フィリシスは無言。


　ＧＧも無言。


　やがて──


「さて。余よ興きようや悪戯いたずらにしては悪あく趣しゆ味みな気がしますけど……」


　微笑を浮かべたままＧＧは言った。


　彼の表情は全く揺ゆらがない。


　銃を向けられた瞬間は無む論ろん、その引き金が落ちる時──もし銃じゆう弾だんが薬室に装そう塡てんされていれば必殺の鉛弾が自分の頭部に向けて発射され、避ける間も無く脳のう組そ織しきを破壊したであろう……その瞬間でさえも。


「そうね。余興でも悪戯じゃないから」


　フィリシスはＧＧの額に向けていたベレットを降ろして言った。


　恐らくベレットの薬室には弾が装塡されていなかったのだろう。


　回転弾倉式リボルヴア拳銃と違い、弾だん倉そうに弾を装塡しただけでは自動拳銃は発射出来ない。予あらかじめ遊底スライドを操作して薬室に送り込んでおく必要が在る。


　無論──こんなものは自動拳銃を扱あつかう上では初しよ歩ほとも言えない様な基き本ほん操そう作さである。フィリシスが知らない筈はないし、忘れていたとも考えにくい。


　つまり──


「……では何でしょう？」


「確かく認にんしたかっただけ」


　とフィリシスは肩を竦めて言った。


「何を？」


「分かってるでしょう？」


　刃は物ものの様に対象の内へと切り込む鋭するどい視線をＧＧに向けながらフィリシスは言った。


　そう──分かっている。


　フィリシスが見たかったのはＧＧの表情だろう。正確に言えばその表情が、明確な死を前にしても微み塵じんも揺らがないという事実を、確認したかったのだ。


　それはＧＧが剛ごう胆たんな神しん経けいの持ち主だからという訳ではない。


　単に肝きもが据すわっているだけならば、僅わずかとはいえ必ず表情が動く。それは死に対する恐怖を感じないのではなく──単に精神力で抑おさえ付けているだけだからだ。


　しかし……


「レイオットに近付かないで」


　フィリシスは言った。


「……別に男色の趣味は無いですが？」


　とりあえず首を傾かしげてそう言ってみる。もっともそれでフィリシスが納なつ得とくしてくれるとも思っていないが。


「彼と知り合ったのも担たん当とうが同じシモンズ監かん督とく官かんだからであって……特に下した心ごころが在った訳でもありませんけど？」


「それはそうでしょうね。何か企たくらんでの事ではない。何かを狙ねらっての事でもない。貴方はつまりそういう人間だから」


　会ったばかりの人間に対するには、無礼な位に断だん定てい的てきな口く調ちようである。


　だがＧＧは笑みを絶たやさない。


　フィリシスもそれは見み越こしているのか、構わず言葉を続けた。


「でも──だからこそ貴方はレイにとって有ゆう害がい。他の人ならばともかくレイは駄目。下手をすると引きずられる」


「どういう意味ですか？」


「貴方の病気を彼に伝う染つさないで──って言ってるの」


　フィリシスは言った。


「弱った人間や治りかけの人間が一番危ない。絶ぜつ望ぼうはそういう人間から感かん染せんする」


「…………」


　ＧＧはしばし無言でいる事を選んだ。


　珍めずらしい。彼の内側に此こ処こまで切り込んでくる人間は──それも女性は特に。


「……貴女あなたはどうなんですか？」


　ふと思い付いて尋ねる。


　フィリシスが彼の『病気』に気付いたのは彼女自身にも共通するものが在るからだ。


　絶望。


　生を望めぬ病やまい。


　そして自らは死にすら至いたれない病。


「貴女も私と同じ種類の人間では？」


「程てい度ど差さの問題」


　そう言ってフィリシスは自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべた。


「といっても確かに私も本ほん質しつ的てきには貴方あなたと同じね。だから彼とは別れた。彼は自分から出ていったと思っているし、それは事実かもしれないけれど──彼を連れ戻さなかったのは私の判はん断だん。私の側そばに居る事は彼の為にはならないと思ったから」


「それは──」


　ＧＧは言葉に詰つまる。


　適てき切せつな言葉を記き憶おくの中から検けん索さくしてみたがどうにも思い付かない。彼は結局、最も使い易やすく曖あい昧まいな表現を選んだ。


「哀かなしいですね」


「そうね。でも私はそう感じるだけ随ずい分ぶんと貴方よりマシだと思う。違う？」


「……随分な言われ様です」


　言ってＧＧは肩を竦めた。


「ひょっとしてそれを言いたいが為に、シモンズ監督官に俺を誘さそわせたのですか？」


「それは関係ないよ。正直、そこまで策さく謀ぼう家かではない積もり。単にレイやネリンの知り合いだからどんな人かなと思っただけ。で──会ってみたら自分と同じ臭においがするから、気になって確かめてみたの」


「……了りよう解かいしました」


　ＧＧは頷いた。


「保ほ証しようは出来ませんが努力はしましょう。私の『病気』が彼に伝染らない様に気を付けます。それでよろしいですか？」


「ありがとう。それで充じゆう分ぶん」


　言ってフィリシスが微笑する。


　そんな彼女を見て──


「成なる程ほど」


　ＧＧは頷いた。


「確かに程度差ですね。随分と大きな差ではありますが」


「それはひょっとして褒ほめてる？」


「無論その積つもりですよ」


　ＧＧは少しだけ微笑を深めて見せた。


　とりあえずそれがこの場には相応ふさわしいと思ったから。
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　パーティもそろそろ終しゆう盤ばんという時間。


　バレンからようやく解放されたレイオットは──今度はフィリシスに呼び止められた。


「どう？　楽しめた？」


「食事は美う味まかったな」


　肩かたを竦すくめてレイオットが言う。


　フィリシスは気にした様子も無く朗ほがらかに笑って見せた。


「消しよう極きよく的てきな感想だね」


「庶しよ民みん的てきと言ってくれ」


「カペちゃんは？」


「…………」


　無む言ごんのカペルテータを見てレイオットは『珍めずらしい』と思った。


　黙っている彼女が、ではない。


　言葉に詰まる彼女が──だ。


　だがそれも数秒の事である。すぐに彼女はいつもの淡たん々たんとした口調で言った。


「どうでしょう。分かりません」


「そっか。残念」


　とフィリシス。


　だが台詞せりふとは裏うら腹はらに、さして残念にも思っていない様な気楽な口調である。


「ドレス……ありがとうございました」


　カペルテータが言って頭を下げる。


　フィリシスは少し身を屈かがめてカペルテータの顔を覗のぞき込みながら言った。


「よく似合ってる」


「そうですか」


「でももっと似合う服もあるかも」


「…………」


「たまにまたああいうのに付き合ってくれない？　ネリンも楽しんでたみたいだし」


「私は──」


　言って再び戸と惑まどうかの様に言葉に詰まる。


　だがしばしの沈ちん黙もくを置いた後──


「……私で、良ければ」


「うん。ありがとう」


　笑って言い──フィリシスは、二人の許もとからいつもの如ごとく颯さつ爽そうとした足取りで離れていった。毎度の事ながら彼女はいきなりやってきて、一方的に相手を振り回すが……何故か振り回されている方も不ふ愉ゆ快かいではないのが不思議ではある。


　とはいえ──


「……なんだか疲つかれたな」


　レイオットは去っていくフィリシスの背中を眺めながら、襟えり元もとのタイを緩ゆるめて言った。


　やはり慣れない衣い装しようは肩が凝る。


「まあそれでも……たまにはこんなのも悪くはないか」


「かもしれません」


　カペルテータが言う。


「……ふむ？」


　怪け訝げんの表情を浮かべてレイオットはカペルテータを振り返った。


　彼の傍かたわらに立つ少女は相も変わらず無表情ではある。緋ひ色いろの双そう眸ぼうは、命無き硝子ガラス玉だまの様に、淡たん々たんとパーティ会場を映うつしているだけだ。


　余人にはそこに如い何かなる感情の変化も読み取る事は出来まい。


　だが──


「──そうか」


　レイオットは満足げに言って──その掌てのひらを少女の紅い頭にぽんと載のせた。
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　──午後六時十二分。


　トリスタン市北港に隣りん接せつする、アルマデウス石油供きよう給きゆう公こう社しや所しよ有ゆうの第二石油精せい製せい所にて火か災さい発はつ生せい。





　──午後六時二十四分。


　通つう報ほうを受けたトリスタン市消防局及および警察が現場に到とう着ちやく。しかし火災規き模ぼの大きさに効こう果か的な対たい処しよ法ほうが無く、二次爆ばく発はつ等の被ひ害がいを最小限に食い止める為ために付近住民の避ひ難なん及び周しゆう辺へん地ち域いきの封ふう鎖さを決定。同時に油田及び化学工場施し設せつにおける火災処理に特とつ化かした民間のスピカート・スペシャル・エクスティンクション社に消火を依い頼らい。





　──午後六時二十九分。


　労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくトリスタン支し局きよく局員が到とう着ちやく。保護された職員からの事じ情じよう聴ちよう取しゆにより出火原げん因いんは工業魔法士の精製魔法の際さいの失敗によるものと推すい定てい。同時に精製所内から微かすかに魔力反応を検けん出しゆつ。





　──午後六時三十八分。


　精製所の火か勢せいは変わらず、消しよう防ぼう署しよ員いんも立ち入れない状じよう態たい。魔族の存そん在ざいは未み確かく認にん。魔力反はん応のうについては中に残っている公社所しよ属ぞくの工業魔法士が、何らかの魔法で身を守っているという可か能のう性せいが指し摘てきされるが、同時に工業魔法士の魔法中毒ＳＡの可能性も示し唆さされる。





　──午後六時四十分。


　魔法管理局は消防局からの要よう請せいに応じて、即そく座ざに投とう入にゆう可能な救命魔法士レスキユーソーサリスト及び戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストを検けん索さく。連れん絡らくが付いた魔法士ソーサリストから順に六名の魔法士が同時投入される事となった。


　彼かれ等らの仕事はＳＳＥ社の特別火災消火チームの到着（到着予定時刻は午後九時）までの間に可能な限かぎり内部に取り残された人間を救きゆう助じよする事。戦術魔法士が投入されたのはＳＡの存在の可能性が否ひ定ていできないからである。


　そして──
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「やあ──また会いましたね。どうかよろしくお願ねがいします」


　そんな台詞せりふと共に差し出された手を眺ながめながら、戦術魔法士レイオット・スタインバーグはどうしたものかと思し案あんしていた。


　別に握あく手しゆが殊こと更さらに嫌いやな訳でもないのだが、どうにも目の前の男──ギルバート・ギブスン、通つう称しようＧＧには、ある種の違い和わ感かんの様なものを感じ身み構がまえてしまうのである。


　もっとも……外見も性せい格かくも経けい歴れきもレイオットとＧＧではあまりに違ちがう。いっそ正反対と言っても良いだろう。違和感を感じるのも当然と言えた。


　片かたや無む資し格かくの戦術魔法士。


　書しよ類るい上は本名不ふ詳しよう、年ねん齢れい不詳、出身地不詳と不詳尽ずくしの身元不明者。何ど処こか斜しやに構えた様な言動が多い為に、担たん当とう監かん督とく官かんには『自じ堕だ落らくを絵に描かいて額がくに入れた様な男』などと評ひようされる様な性格である。更に中ちゆう途と半はん端ぱに伸のばした髪かみと丸レンズのサングラスが、妙みように胡う散さん臭くさい雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


　片や正せい規きの救命魔法士。


　きちんと大学を出て受験し魔法士資格を取った正せい統とう派は。いつも穏おだやかな笑えみを絶たやさず見るからに善ぜん人にんといった面めん相そうで、髪は短く整ととのえられ清せい潔けつ感かんが在ある。背は高いが相あい対たいする者を威い圧あつする様な雰ふん囲い気きは無く、むしろ茫ぼう洋ようとした物もの腰ごしが見る者の微び笑しようを誘さそう。


　本当に対照的だ。


　人間としてどちらと付き合いたいかと問われれば、恐おそらく殆ほとんどの人間が後者を選ぶだろう。魔法管理局の担当監督官ネリン・シモンズも彼には好こう印いん象しようを抱いだいている様で、最近はよく彼女の口からもＧＧの話題が出る。


　だが──


「スタインバーグさん？」


「ああ……いや」


　不ふ思し議ぎそうに首を傾げるＧＧの手を適てき当とうに握り返して、レイオットは曖あい昧まいに首を振って見せた。無視しても良かったのだが──何かそれを躊躇ためらわせる雰囲気がＧＧには在る。


「ええと……良いですか？」


　レイオットとＧＧの間に横たわる奇妙な空気に、怪け訝げんそうな表情を浮かべながら──二人を担当する二級魔法監督官ネリン・シモンズはクリップボードを片手に言った。


「詳しよう細さいは先さき程ほど説明した通りです。それからこれは精製所施設の図面です」


　二人に一枚ずつ紙を手て渡わたし、自分も更に一枚をファイルから取り出して手元で広げながらネリンは背はい後ごを振り返った。


　轟ごう々ごうと空気を呻うめかせる程ほどの熱量を発しながら、見渡す限りに広がる朱あか。


　既すでに日も暮くれて一時間余りが経けい過かしているにもかかわらず、辺りは夕暮れ時の様な色しき彩さいに染そめられている。


　事実上トリスタン市内でも最大級の面積を誇ほこる巨きよ大だい施し設せつを大量の炎が蹂じゆう躙りんしていた。


　トリスタン史上稀まれに見る大規模火災だ。


　レイオット達が居いるのは、この石油精製所に七つ設もうけられている搬はん入にゆう口ぐちの一つであるが、火災現場には数百メートル離れているこの場にさえ、肌はだに痛いたみを感じる程の熱ねつ風ぷうが吹ふき付けてくる。


　風と炎ほのおの唸うなる轟ごう音おんの中に、時とき折おり、ふと思い出したかの様に一ひと際きわ大きな──まるで巨人が足あし踏ぶみするかの様な重じゆう低てい音おんが混じるのは、何処かで何かが誘ゆう爆ばくしているのだろう。総合的な石油精製所として建築されたこの施設では、化学薬品の備び蓄ちくも多く──およそ引火するものには事こと欠かくまい。


「今の処ところは大規模な二次爆発は発生していませんが──この第二区く画かくかこの第三区画に備蓄されている石油、それぞれ約八十万バロルに引火すれば、周辺地域を含ふくめ相当な被ひ害がいが出るものと予よ測そくされます」


　ネリンが見取り図上の二点を指ゆび差さす。


「相そう当とうな被害……ね」


　苦く笑しようを浮かべて言うレイオット。


　随ずい分ぶんと控ひかえめな表現だと思ったからである。もっともネリンとしても『下手をすると石油施設全体が周辺地ち域いきごと吹っ飛ぶかもしれません』とはさすがに言えまいが。


「ははあ。大変ですね。急ぎましょう」


　台詞せりふとは裏うら腹はらにひどくのんびりした口く調ちようでＧＧが言う。


　まるで近所の小ぼ火やをバケツ片手に消しに行くかの様な気軽さであった。


「スタインバーグさんはＧＧの補ほ佐さを。基本的にはＧＧ主しゆ導どうで。万が一魔族メレヴエレントが確かく認にんされた際さいは、ＧＧはスタインバーグさんの指示に従したがってください」


「はい」


「分かった」


　頷うなずくＧＧとレイオット。


　魔法士は使う魔法の種類によって専せん門もん分ぶん野やが異ことなる。


　例えば戦せん闘とうに特化した戦術魔法士ならば戦闘用の魔法を、医い療りように特化した医療魔法士ならば医療用の魔法を使う。当たり前だが──魔法はあくまでも技術であり『道具』である。専門知識も無しに使ってもその効果を活いかせない。それ故ゆえにそれぞれの分野の魔法は専門家達によって使用される訳だが、当然、現場の専門家の要よう求きゆうは更に魔法の細さい分ぶん化かと特とく殊しゆ化かを促うながし、結果的に各分野の魔法士達は、守しゆ備び範はん囲いがどんどん乖かい離りしていく。


　ただし魔法は魔法──基本的な発はつ動どう原げん理りには違いが無い。


　補ほ助じよ装そう置ち、つまりはスタッフやモールドの規き格かくさえ合えば他の専門分野の魔法でも使う事が出来る。たとえ規格が合わなくても変換器アダプタを付ければ大たい抵ていの呪ス文ペ書ル式タ板グはそのまま使用する事が出来る。


　例えばレイオットは戦闘時の負傷に備えて──実際に現場で使う事は稀まれだが──止血・縫ほう合ごう用の魔法を記録した呪文書式板を所有しているし、ＧＧの様な救急魔法士も、緊きん急きゆうの場合等、壁や床ゆかをぶち抜いて移動する為に破は砕さい用の魔法をスタッフの中に搭とう載さいしているのが常つねだ。


　あくまで各種専門分野の区別は、現場において要求される専門的知識や経験に基もとづくものであって、十二分にその効果を活かせるかどうかをさておけば、専門外の魔法士でも各種専門系けい統とうに属する魔法そのものは使用する事が可能だ。


　ただし極きよく限げん状じよう況きようでは、この知識や経験の差が生死を分ける。


　だからこそ今回は、より災害現場での対応に特とつ化かしたＧＧが主導権を握にぎるのである。勿もち論ろんその判断についてレイオットに異い存ぞんは無い。


　だが──


「スタインバーグさん」


　ふとネリンが声を掛かけてくる。


　ＧＧ同様に、モールドを装そう着ちやくすべくモールド・キャリアに向かおうとしていたレイオットは脚あしを止めて振り返った。


「なんだ？」


「ちょっと意い外がいでした」


　少し苦く笑しようめいた表情を浮かべてネリンは言った。


「──何が？」


「てっきり『俺は対魔族戦専門だ』とか言って断ことわられるかと」


「……まだ魔族が居るか居ないかは分かってない訳だろ？」


「それはそうですけど」


「それに」


　ＧＧのモールド・キャリアを眺めながらレイオットは言った。


　レイオットの愛車に比べるとやたらに大きく見えるが、これはむしろレイオットのモールド・キャリアの方が標準より小さい為ためである。また戦術魔法士や救命魔法士の中には、モールドやスタッフ以外に、自動二輪バイクや小型のバギーを現場に持ち込む者も多く、そうしたものを積んでいる車としては至極当然の大きさではあった。


「あの兄ちゃんには借りが在るしな。この機会に返しておければ──とは思ったのさ」


「……なるほど」


　レイオットとネリンは先日、ビル火災の際にＧＧに窮きゆう地ちを救われている。


「まあ今回は俺はあくまで脇わき役やくだ──気楽にやるさ」


　肩を竦すくめてそう言うとレイオットは、自分のモールド・キャリアに向けて歩き出した。
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　人型の窪くぼみに身を横たえる。


　点てん検けん項こう目もくに漏もれがないかをもう一度頭の中で確かめてから、ＧＧは移い送そう用よう架か台の端はしに付いたレバーを倒した。


　歯車と発バ条ネの作動する音と共に次々とモールドの各部が閉とじていく。


　脚が。腕が。腹が。胸が。


　次々と樹じゆ脂しと革かわと鋼はがねで出来た鋳い型がたの中に閉じ込められてゆく。


　人間でありながら魔族と同様に魔法を使いこなす存在になるための道具──モールド。


　これを着込んだ瞬間から魔法士達は、人間である時間と決別する。人と魔族の間に引かれた厳げん密みつな一線を半歩越こえた位置に自らを置く事になるのだ。


　故にこそ……多くの魔法士は、モールドを装着する瞬間にはある種の感かん慨がいが表情として顔を覆う。それは魔族化への恐怖であったり、魔法士としての覚かく悟ごであったり、強大な力を得る事への喜き悦えつであったりして、魔法士毎ごとに様々ではあるのだが……何にしてもモールド装着時というのは、魔法士達の『素す顔がお』が出る瞬しゆん間かんとも言えるのだ。


　ＧＧの場合は──


「…………」


　何も無かった。


　恐怖も。喜悦も。覚かく悟ごも。興こう奮ふんも。


　何も無い。白く細長いその顔には何の感慨も浮かんでいない。ただいつもの如ごとく穏やかな微笑だけがそこに在る──まるで仮面の如く、決して歪ゆがむ事の無い微笑だけが。


　そして──


「……準備完了です」


　誰に言うでも無く呟つぶやくＧＧの微笑を、最後に閉じた鋼こう鉄てつの仮面が覆おおい隠した。
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　実の所──救命魔法士や戦術魔法士が出で張ばる様な事じ件けん現げん場ばにおいて、いざ魔法士達が動き出せば、監督官のすべき仕事は殆ほとんど無い。


　特に、今回の様な危険地帯での魔法行使となると、監督官なぞ魔法士に随ずい行こうしても足手まといにしかならない。


　故に、監督官の仕事といえば、せいぜいが事件現場付近に仮か設せつされた対たい策さく本部で、時計や魔力計の数値を定期的に記録する位しか無いのだが……最近はそれさえ自動化されていて、監督官は記録装置がきちんと動いているかをぼんやり眺めていれば良いだけになっている。


　同どう僚りようのアラン・コラール監督官によると、ネリンが着ちやく任にんする直前までは監督官が自ら記録していたそうだが、機械の方が目め盛もりの読み間ま違ちがいや記録の書き間違いが少ないという事で、自動化されてしまったのだそうだ。


　そういう訳で──ネリンの仕事は主に魔法士達が投入される前後の事務処理に偏かたよっていて、逆に現場で魔法士達を送り出した後は、ただ彼等の無事を祈いのる位しかする事が無い。


（これが何だかじれったいというか……ただ待つだけっていうのが辛つらいのよね）


　そんな風に思おもいながら彼女は現場へと向かう黒と赤のモールドの後ろ姿を見送っていた。


　彼女の隣には、レイオットの同居人であり助手でもあるＣＳＡの少女──カペルテータの姿も在る。


　未まだ十代半ばのこの少女は、いつもレイオットの側そばに居おり、それが危険な対魔族戦の現場であろうとも、可能な限かぎり近付いて彼の姿をその紅あかい眼めで追っている。


　その行動のみを見れば健けな気げにレイオットの身を案じている様にも見えるのだが──この奇妙な少女は、いつも静かな無む表ひよう情じようでその顔を覆おおっていて、実じつ際さいには何を考えているのかネリンにも今一つ理り解かいしきれないところがあった。


　だが──


「カペちゃん？」


　ネリンが声を掛かけたのは──このＣＳＡの少女の雰ふん囲い気きがいつもと少し違う様に思えたからだ。具体的に何ど処こがどう……という訳ではないのだが。


　カペルテータがネリンを振ふり返る。


　人形の様に愛らしい顔立ちだが、いつもの通りそこには何の表情も浮かんではいない。


　しかし……


「スタインバーグさんの事が心配？」


　そう尋たずねるとカペルテータは眼を瞬まばたかせて小さく首を傾かしげた。


「どうしてそう思うのですか」


「どうしてって……そりゃあなたがスタインバーグさんの方をじっと見てるから」


「見ていたら心配しているという事になるのでしょうか」


「違うの？」


「……どうでしょうか」


　カペルテータは肯こう定ていも否ひ定ていもしない。


　とりあえずネリンは肯定と受け止める事にして言葉を続けた。


「今回は多分、戦せん闘とうは無いと思うから大だい丈じよう夫ぶじゃないかな。危険が無い訳じゃないけど、いつもの対魔族戦よりはマシだと思うよ」


「…………」


　カペルテータは煙けむりの向こうに消えていくレイオット達を再ふたたび見つめる。


　彼女が再び口を開いたのは──時計の秒びよう針しんが一周した後の事であった。


「今私が見ていたのは」


「──え？」


「私が見ていたのはギルバート・ギブスンさんの方です」
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「…………」


　意い外がいな台詞せりふだった。


　カペルテータは基本的にはレイオット以外の人間には関心が無い。いや──無いと言ってしまうと語ご弊へいが在るが、とにかく他の人間に対する彼女の興きよう味みはレイオットに対するそれと較くらべると明らかに薄うすい様に見える。


　その彼女がレイオットを差し置いてわざわざＧＧを『見ていた』と言うのは非常に珍めずらしい事ではあった。


　だが──


「シモンズ監かん督とく官かん」


　カペルテータは改あらためてネリンの方を振り返りながら言った。


「シモンズ監督官はギブスンさんと恋れん愛あい中だと聞きましたが──」


「……へ？」


　間の抜けた声を出すネリン。


「だ……誰だれがそんな事を？」


「レイオットが。それからローランドさんも同様の事を」


「…………」


　ネリンの脳のう裏りには彼女らしからぬ罵ば詈り雑ぞう言ごんが七つか八つ程ほど、瞬しゆん間かん的てきに浮うかんだが……それを口にしないだけの理性は働いていた。


「違うのですか」


　僅わずかに首を傾げてカペルテータが訊きいてくる。


「違うわよ」


　溜ため息をついてネリンは言った。


「私とギブスンさんは別にそういう関係じゃないわよ。あの歩く違い法ほう行こう為い二人組が何をどう勘かん違ちがいしたのか知らないけれど」


「ではギブスンさんの事については、あまり御ご存ぞん知じないのですか」


「まあ彼の担当監督官だから、書類程度の事は知っているけれど。学歴とか出身地とか。でもそれ以上の個人的プライベートな事まではちょっと……」


「そうですか」


「彼がどうかしたの？」


　他の者ならば、それこそギブスンに惚ほれたのではないかと勘かん繰ぐるところだが──カペルテータに限って言えば先まずそれは無かろう。


　カペルテータはしばし無言。


　何やら自分の中で考えを整理している様であったが──


「シモンズ監督官。レイオットとギブスンさんを較べてみてどう思われますか」


「…………」


　尋ねられてネリンは一瞬、言葉に詰つまった。


（本当に……一体どうしたのかしらね）


　ネリンが知る限り、カペルテータは他人に意見を求める事はまず無い。


　何かを尋ねても、大たい抵ていは知識や経験の不足を補おぎなうか、あるいは既すでに自分で下した結論に対する確かく認にんをするだけであって……誰かの意見を参考にしようとする問いは今まで無かった様に思う。


「較べて……ねえ」


　とりあえずカペルテータに対する疑問はさておき、ネリンは脳のう裏りに二人を思い浮かべた。


　較べるも何も、共に腕うでの良い魔法士であるという点以外には、共通点など何も無い様に見える。


　外見的には比ひ較かくして意味のある様な部分は無い。


　明らかに類型タイプが違うのだ。


　強しいて言えば共に引き締しまった体つきをしているが、これはモールドを着込む魔法士としては当たり前の共通点だし──下手に太ると商売道具が使えない──共に危険な状況に対応する仕事なので、身体はそれなりに鍛きたえていて当然だろう。


「何をどう較べればいいんだか……全く正反対というか、較べようにもあまりに違いすぎてちょっと……」


「そう見えますか」


「カペちゃんにはあの二人に似てる部分が在る様に見えるの？」


「…………」


　カペルテータは黙だまり込む。


　ネリンはしばらく彼女からの返答を待ったが……カペルテータはただ紅い瞳ひとみでレイオット達の去っていった方向を見守るのみだ。


　こうなっては多少の言葉を掛かけても、カペルテータは口を開かない。


　曖あい昧まいな感覚を曖昧なまま口にする事は無い少女だ。正直、子供として見れば可愛かわいげが無いと思う時も在るが……ＣＳＡという生おい立ちを持つ少女にしてみれば、余計な事は口にせず押おし黙るのも、身を守る手段の一つであったろう、ともネリンは思う。


「カペちゃん。煙けむりがこっちにも来るから……車の中に入って待ちましょう」


　何はともあれ、もうレイオット達の姿は施設の中に消えて殆ほとんど見えなくなっている。此こ処こで延えん々えんと立って彼等を見送っている意味は無かろうし、いつまた小爆発でも起こって、金きん属ぞく片へんやらコンクリート片やらが吹ふっ飛んでこないとも限らない。


「──はい」


　ネリンの言葉にカペルテータは頷うなずいた。
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「……ひどいな」


　低速で敷しき地ち内を進む小型オフローダーの貨か物もつ部に腰こし掛かけて辺りを眺ながめながら、レイオットは呟つぶやいた。


　このオフローダーはＧＧの私物である。


　剝むき出しのパイプ・フレームにエンジンや大型サスペンションといった最小限の部品を直じか付づけした代しろ物ものだ。最初にネリンがこれを見た時に『自動車の骨こつ格かく標ひよう本ほん』と評ひようしたが──的確な表現だとレイオットは思う。


　屋内での小回りや走そう破は性せいを考えれば自動二輪バイクの類たぐいの方が便利ではあろうが──ＧＧに言わせると怪け我が人にんや救きゆう援えん物ぶつ資しを運ぶ事も多いので、貨物の積せき載さい量りようが無いに等しい自動二輪では役に立たないのだそうだ。


　代わりにＧＧのオフローダーは軽量化・小型化の為ために余計な部品は一いつ切さい付いておらず、更さらには車しや幅はばを減らす為に助手席すら付いていない。そういう訳でレイオットは荷物の様にオフローダーの貨物部の上に乗っているのだ。


　二人は今──石油精せい製せい所しよの建物の中を進んでいる。


　この施し設せつは単に『石油精製所』の名を冠かんされているものの、実際には原油の精製から各種成分への分ぶん離り、加工までを一通り行う為、幾いくつもの関連施設が身を寄よせる様にして建たっている。


　作業効こう率りつという意味では利り点てんも多いのだろうが──防災という意味では甚はなはだ疑問点の多い形けい態たいだ。結果的に幾いくつもの建物が閉へい鎖さ的な空間を造つくり上げ、迷路の様な状態を作り出しているからである。


　見通しが悪く空気の流れも悪い。


　これでは避難するのも一苦労だろう。〈イエルネフェルト事じ変へん〉直後の経済的混こん迷めい期きに造られた事もあり、安全性よりも生産効率を重じゆう視しせざるを得なかったのであろうが──


「…………」


　レイオットの感想を裏打ちするかの様に、建物の中には人間の死体が幾つも幾つも転々と転がっていた。


　未だ最初の火災が発生した現場までには距離が在る。ここら辺りは火災の犠ぎ牲せい者しやとはいっても火か炎えんや衝しよう撃げきで死んだ者は殆ど居らず、外傷という意味では綺き麗れいな死体が多い。恐おそらくは一いつ酸さん化か炭たん素そその他の有ゆう毒どく瓦ガ斯スに巻かれて中毒死した者が殆どだろう。


　明らかに逃にげる途と中ちゆうで力尽つきたと思われる死体が多い。


　ちなみに──レイオット達は、簡かん易い式しきながら酸さん素そ供きよう給きゆう器きを使っているので、行動に支し障しようは無い。ギブスンの赤いモールド〈フェルマット〉は無む論ろん、基き本ほん構こう造ぞうの中に組み込まれているし、レイオットの〈スフォルテンド〉も対応部品オプシヨンを使えば小型マスクとボンベを取り付ける事が出来る。対魔族戦において魔族が毒を使ってくる事も──可か能のう性せいとしては低いのだが──無いではないからだ。


　それはさておき……


「確かにこれは酷いですね」


　ふと──運転席のＧＧがのんびりとした口調で言ってきた。


「施設の修しゆう繕ぜんにいったいどれだけの費用と期間がかかるやら。しばらくはガソリンの値段も高こう騰とうするでしょうね。買かい溜だめしておかないと……」


　建たて物ものの中を行くオフローダーの車体が上下にやや大きく揺ゆれる。


　床ゆかの上に散さん乱らんする人体を、歯車の如ごとき無ぶ骨こつなスパイクタイヤで踏ふみつけながら進んでいるからだ。
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「……他に感想は無いのか」


　レイオットは仮面の下で顔をしかめながら言った。


　この辺りに在る死体は──まだ人間の形をほぼ完全に留とどめている上、事切れる際さいの表情を明めい確かくに残している。


　焼けこげた死体や、原型を残さないまでに潰つぶれた死体、あるいはバラバラの肉にく片へんになった死体は、むしろレイオットに言わせるとまだマシだ。


　そこにはもう表情が無い。


　それは既すでに『死人』ではなく『死体』である。


　だが……今レイオット達の周りに転がっているのは明らかに『死人』だ。激しい苦く痛つうに晒さらされながら目前に迫せまる死を見つめ続けて死んだ者達の、悽せい愴そうな表情がそこには残っている。それは単なる肉にく塊かいを見るよりも、ある意味で数倍、神経を逆さか撫なでされる状じよう況きようだった。


　なのに……


「──はい？」


　ＧＧはオフローダーでこれらの死体をタイヤの下した敷じきにしながら、何ら特別な感かん慨がいを覚おぼえていないらしい。確かに狭せまい通路も多く、いちいち進路上の死体をどかしている暇ひまは無いのだが──


「感想……ですか？」


　ＧＧは首を傾げる。


　嘯うそぶいているのではなく、レイオットの言葉の意味が本気で分からないかの様だった。


「平気で死体を踏んでるが、この中に生存者が居たらどうする？」


「ああ。それは有り得ませんよ」


　ＧＧが辺りを見回しながら言った。


「……どうしてそう断だん言げん出来る？」


　死体はいずれも綺麗なだけに、一見して死んでいると分かるものは少ない。


　レイオットも死体を見み慣なれているので、顔を見ればその者が死んでいるかどうかの判はん断だんはつくが──瞳どう孔こうの拡大や、呼こ吸きゆうの停止によってある種の『死相』が特とく徴ちよう的に現あらわれるのだ──俯うつぶせに倒れている者達の中には、気き絶ぜつしているだけの者もいるかもしれないのだ。


「ええ。ちょっと違い法ほうですけどね」


　ＧＧが言う。


「……違法？」


「確たしか貴方あなたも持っているでしょう？　自分の肉体に干かん渉しようする書式は」


「……〈アクセラレータ〉の事か？」


「ええそれです。シモンズ監督官が愚ぐ痴ちってましたよ。何度注意しても使っちゃうって」


「…………」


〈アクセラレータ〉に限かぎらず、自分の肉体に干かん渉しようする魔法は基本的に法律で使用を禁きんじられている。


　魔法を外部に放ほう射しやするのではなく自分の内側に作用させる事で、拘束度デユラビツト数すうが残っている状態でも魔族化する可能性が高くなる──というのがその理由だが、これに関しては異論も在り、特に戦術魔法士の中には法律を無む視しして、こうした魔法を現場で使っている者も少なくない。確かフィリシスでさえ一いち応おう呪文書式板スペル・タグは持っている筈はずだ──彼女の場合は滅めつ多たに使わないが。


「〈キーネス〉ってご存じですか？」


「……あんなもの使ってて、よく平へい然ぜんと喋しやべっていられるな」


　呻うめく様にレイオットは言った。


〈キーネス〉という魔法はレイオットも知っている。〈アクセラレータ〉と同じく身体的能力を高める為ためのものではあるのだが、〈キーネス〉の場合は運動能力を高めるのではなく、聴ちよう覚かくに限って作用する。


　つまり……〈キーネス〉の使用者は神経細さい胞ぼうの限界まで聴覚を強化・鋭えい敏びん化かされるのだ。


　無論、ただ耳が良くなるというものではない。


　それでは意味がない。


　そもそも世界には音があふれている。


　自分の肉体の内部ですら心しん臓ぞうが鼓こ動どうし、筋肉が収しゆう縮しゆくし、内臓が蠢しゆん動どうする。どれだけ静かな夜であっても空気は僅わずかに動いているし、手を振ふれば肉体と空気の摩ま擦さつがまた音を生む。


　こうした無数の、音とも言えない様な音も含ふくめていくと、どれだけ静かな場所であろうと数えきれない位の音が満ちている。


〈キーネス〉の使用者は──使用者の聴覚は、その全すべてを拾う。拾ってしまう。


　それが一体どれだけの苦痛であるか……？


　たかが音と侮あなどってはいけない。拷ごう問もんの中には大音量の音楽を聴きかせるというものも在る位だ。切れ目無く大量の音に晒さらされていれば、大たい抵ていの人間は神経に異い状じようをきたす。


　まして〈キーネス〉は元々軍が偵てい察さつ用ように開発したものである。


　ただ耳を澄すませて聴くというだけでは、情報収集にはならない。そこから有ゆう意い義ぎな情報を選せん別べつ淘とう汰たするという作業まで必要になってくる。ならば──高い聴音能力とは別に、膨ぼう大だいな音声情じよう報ほうの海の中に在りながら、必要な有意情報だけを拾い上げる為の、特とく殊しゆな情報処理能力も付ふ与よされねばならないのだ。


　その結果、〈キーネス〉は使用者の大脳にまで干かん渉しようする機能を与あたえられた。


　だが……


　どんなに優秀なエンジンでもアクセル全開で切れ目無く回し続ければ、すぐに壊こわれてしまう様に、〈キーネス〉の使用者にも精せい神しん失しつ調ちようを訴うつたえる者が何人も出てきた。


　当然と言えば当然だろう。


　普ふ段だん処理しているものの何百倍もの音声情報を、神経に流し込まれるのだ。いくら強化していても耐たえられるものではない。まして一時的とはいえ魔法によって『聴く』機き能のうだけに──ひどく不自然な状態に特とつ化かさせられた脳は、容易たやすく機能的な均きん衡こうを失う。


　挙あげ句く……〈キーネス〉解除後も幻げん聴ちように悩なやまされ、『音を止める』という遺ゆい言ごんを残して自分の両耳を二に挺ちようの拳銃で左右から撃うち抜ぬくという自殺者が何人か続けて出てしまい、それ以降〈キーネス〉は表向き使われなくなってしまった。


　もっとも、今でも〈キーネス〉は被マ虐ゾ趣ヒ味ス者トに代表される、ある種の特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主達に、『純粋麻薬ピユア・ドラツグ』として愛用されてはいる。脳神経が痺しびれて、それを補う為に脳内麻ま薬やくが分ぶん泌ぴつされる感覚が、酩めい酊てい感かんをもたらすのだそうだ。


　それはともかく──


「僕は主に心臓の鼓動と呼吸音を選別して拾ってます。生きている人間が居ればすぐに聞き取れますよ」


「心停止した者や呼吸停止した者は？」


「一応、内臓や筋収縮の音も拾ってますから。それさえも聞き取れない状じよう態たいになっていればそもそも手て遅おくれです」


　あっさりとＧＧは言った。


「…………」


　レイオットは口をつぐんだ。


　ＧＧの言葉は基本的に間違ってはいない。


　彼の冷れい酷こく非ひ情じようとも言えるその言動は、こうした極限状況下に在ってはむしろ適てき切せつなものだ。少なくともいちいち死体を前にして、感かん慨がいにふけったり取り乱したりする様な者に、救命魔法士や戦術魔法士が務つとまる筈はずも無い。


　それは戦術魔法士たるレイオットにもよく分かる。彼とて必要とあれば、どんな凄せい惨さんな死体を見ても眉まゆ一つ動かす事無く必要な行動を採とるだろう。


　だが……


（こいつは……一体……）


　ＧＧはそんなレイオットにしても閉へい口こうせざるを得ない何かが在あった。おっとりのんびりした風ふう貌ぼうだけに尚なお更さら、大きな違い和わ感かんがつきまとうのだ。


　それが何なのかはレイオットにも未だよく分からない。


（なんなんだ……？）


　魔法士なんぞをしている以上、普ふ通つうの人間でないのは間違いないのだが──それにしてもこのＧＧはひどくレイオットの神経を逆撫でする部分が在る。


　理由は分からない。


　ＧＧ本人にもその積もりが無い様なのだが、とにかくレイオットは彼を見ているとひどく苛いら立だっている自分に気付くのだ。


「さて。もう少し奥おくに行ってみましょうか」


　言ってアクセルを踏むＧＧ。


　オフローダーのタイヤが新たに小こ柄がらな女性の遺体を踏ふむのを見て──レイオットは不快げに眉まゆをひそめた。





　　　　●　　●　　●





　ネリンは持じ参さんした水すい筒とうの香茶を、これまた持参したコップに注いで、助手席のカペルテータの前に差し出した。


「…………」


　カペルテータは束つかの間、謎なぞの液体でも眺める様な視し線せんで香茶を見ていたが、拒こばむ事も無く両手でそれを受け取った。穏おだやかな笑え顔がおを保ったまま──内心では胸を撫なで下ろしつつ──ネリンは自分のコップにも香茶を注ぐ。


「香茶通のカペちゃんの口に合うかどうか分からないけどね」


　苦く笑しようして言うネリン。


「ありがとうございます」


　とカペルテータ。


　そして──また車内には沈ちん黙もくが満ちる。


　時計を見れば、レイオット達が出発して十五分が経過している。順調にいけば、そろそろ彼かれ等らの担たん当とう区く域いきに入っているだろう。


「……さっきの話だけれど」


　カペルテータ自身は気にすまいが──さすがにネリンの方はずっと黙だまっているのも気き詰づまりなので、とりあえず思い付いた話題を振ってみた。


「やっぱり私にはＧＧとスタインバーグさんが似ている様には見えないけれど。何ど処こが似ているの？」


「…………」


　カペルテータはしばし何か考えている様であったが……やがて香茶のコップを見つめたまま、呟く様な口調で言った。


「違うといえば違うのかもしれません」


「…………はい？」


　意味が分からず首を傾かしげるネリン。


「程てい度ど差さを違いだと言うのであれば。けれどそれは──あるいは決定的な違いであるのかもしれません」


「あの……カペちゃん。もうちょっと具体的に言ってくれると嬉うれしいかも」


「私にもよく分かりません」


　カペルテータは言った。


「私がギブスンさんに感じたものは、レイオットだけでなくムーグさんにも感じられるものです。ただギブスンさんのそれは濃こさとその顕あらわれ方が──レイオットやムーグさんとは違う様に思えます」


「ムーグって……フィリシスも？」


　ネリンは間の抜ぬけた声を出す。


　レイオットとフィリシスとＧＧの共通点などと言われると更さらに訳が分からない。


　まさか魔法士であるという様な皮ひ相そう的てきなものではあるまい。


　ネリンが気付いていない様な何かが、彼等には在るのだろうか。


　知り合って日の浅あさいＧＧはともかく……ネリン自身はそれなりにレイオットやフィリシス・ムーグ戦術魔法士の事を理り解かいしている積もりだった。


　だが……この少女はネリンの全く気付かなかった何かを、彼等の中に見ているのかもしれない。無む論ろん、単なる錯さつ覚かくである可か能のう性せいも無いではないのだが──この感情が死し滅めつしたかの様な少女は、それ故ゆえに、余計な先せん入にゆう観かんも無く、事物の本ほん質しつを見抜き、記き憶おくする能力に長たけている。彼女が何かを感じたのだとすれば、それは実際に在る可能性が高かった。


　レイオット。フィリシス。そしてＧＧ。


　程度差という違いはあれど──彼等に共通するもの。


　ネリンには見えずカペルテータには見えているもの。


　それは──何か？


「……うーん」


　まるで自分だけが仲間はずれにされているかの様な寂しさを感じている自分に気付いて──ネリンは溜ため息いきをついた。





　　　　●　　●　　●





　オフローダーがタイヤを軋きしませて停てい車しやする。


　建物を二つ抜けた先──少し広場の様になっている場所である。


　既すでに空は闇やみ色いろに染そまっているものの、あちらこちらで燃え続ける炎ほのおの光が、施し設せつ全体を照てらしており、暗さで行動に支し障しようが出る程の状態ではなかった。


「ここも全ぜん滅めつかな」


　散さん在ざいする死体を眺ながめつつ──まるで天気か何かの話題の様に、穏やかな口く調ちようでＧＧは言った。モールドの仮面の下では微笑さえ浮かべているかもしれない。


　ＧＧの態度は全く変化が無かった。


　街まち中なかでネリンと歩いていた時も。


　レイオット達を救い出した時も。


　フィリシスの家のパーティの際さいも。


　そして今──死体が幾いくつも転がる現場を歩いていても。


　まるで何ど処こで何をしていようと、所しよ詮せん、違ちがいなど無い、とでも言うかの様に。


「いや。どうやら生せい存ぞん者しやがいるみたいですね。微かすかにですが心音と呼吸音が拾えます。しかし反はん響きようがきついんで、なかなか位置が特とく定ていできません。もうスピカート社の特別チーム投入まで、あまり時間がありませんが……歩いて捜さがしますか」


「そうしよう」


　頷いてレイオットはオフローダーの荷台から降りる。ＧＧもエンジンを切って運転席から降りた。共に改あらためてスタッフその他の装そう備びを素す早ばやく点検、並ならんで歩き出す。


　二人はしばし無む言ごんで轟ごう音おんと熱風の中を進んでいった。


　やがて──


「……一つ聞きたいんだがな」


　ふと思い出した様にレイオットが口を開いた。


「なんです？」


　辺りを見回して歩きながら……しかし律りち儀ぎに振ふり返ってＧＧは応じてくる。


「あんたは……なんなんだ？」


「なんなんだ……と言われましても」


　仮面の下で微び苦く笑しようするＧＧの顔が見えた様な気がした。


「単にお人ひと好よしの兄ちゃんかと思ってたが、違うよな」


「そうなんですかね」


　他ひ人と事ごとの様に応じるＧＧ。


「あんたは何の為に救命魔法士ＲＳをしてる？」


「一人でも多くの人の命を救う為ためですよ」


　まるで至し極ごく当とう然ぜんの事を言うかの様な口調で、ＧＧは言う。


　ふざけている訳わけでもなければ、謀たばかっている訳でもないのだろう。彼は本気でそう思っている。その程てい度どの事はレイオットにも分かる。


　だが……ＧＧの言動はあまりにも割り切りが良すぎる。


　一人でも多くの命を救いたいと言う一方で、彼は死体を何の躊ちゆう躇ちよも無く踏ふみ付けにする。


　確たしかに死者に拘こう泥でいして救助活動の効こう率りつを下げるのは無む意い味みな事ではあるし──専門家プロならば冷れい酷こくな割り切りは必要とされる技ぎ能のうの一つだ。


　しかしＧＧのそれは……そもそも冷酷でさえない。


　必要とされるまでもない。他の多くの専門家は矜きよう持じや使命感によって文字通りに躊躇や逡しゆん巡じゆんを切り捨てる。だが彼はそもそも切り捨てる必要が無いのだ。


　つまり──


「……実を言うと」


　ＧＧはふと思い出した様に言った。


「フィリシスさんに、貴方あなたには近付くなと言われてるんですがね」


「……何を言ってる？」


「俺の『病気』が伝う染つるからと」


「病気……？」


「治りかけが一番危ないそうですよ」


　言ってＧＧが肩かたを竦すくめる。


「…………」


　レイオットの脳のう裏りに何かが閃ひらめく。


　だが──


「────！」


　それは明めい確かくな形になる前に、意い識しきの表ひよう層そうから弾はじき飛ばされていた。


　筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい強きよう烈れつな気配が、レイオットとＧＧの後頭部を叩たたいたからだ。


　反はん射しや的てきに後方を振り返る二人。


　彼等の眼めにまず映うつったのはもうもうと立ちこめる煙けむりだ。


　そして──


「……下がれ。ここからは俺の仕事だ」


　レイオットは言ってＧＧの肩を摑つかみ、自分の後方へと押しやった。


　帳とばりとなって視し界かいを狭せばめる煙けむりの向こうから、か細くも何かを謡う様な声が流れてくる。


「……中級か」


　レイオットの呟つぶやきと同時に、その音の主が煙の中から滲にじみ出る様にして姿を現あらわした。


　それは巨大な──脳だった。


　直ちよつ径けい二メルトルはあろうかという剝むき出しの脳組織が、ゆらゆらと揺ゆれながらレイオット達の前へと進み出る。庇ひさしの様に張はり出た前ぜん頭とう葉ようの下には、これまた人間のそれの何倍も巨大な眼がん球きゆうがぶら下がっており──きょろきょろと周しゆう囲いを見回している。


　後頭葉下部、本来は延えん髄ずいから脊せき髄ずいへと繫つながっていく部分にはしかし、何十本もの細い触しよく手しゆが髪かみの如ごとく生えており──それが四方八方に広がって巨大な脳を支えているのだった。


　右脳と左脳の谷間には腫しゆ瘍ようの様に小さな、人間のそれに較くらべると半分程ほどに縮しゆく小しようされた中年男性の顔が埋うまっていた。


　魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト──魔族メレヴエレントである。


　他ほかにこんな異常な形けい態たいを持つ生物などこの地上には存そん在ざいしない。恐おそらくは工業魔法士のなれの果はてなのだろう。


　だが──


「…………」


　レイオットとＧＧが視線を注いだのは、魔族そのものではなかった。


　彼等が注視しているのは脳髄から伸のびた触手の一本──更さらに正確を期きせばその先だ。


　一ひと際きわ長いそれで幾いく重えにも巻まかれ、引きずられているのは、人間だった。


　それも三人。


　男が二人に女が一人。全員同じ制せい服ふくを着ている事からして、間ま違ちがいなく施し設せつの職しよく員いんだ。


　しかも──


「……たす……け……」


　弱々しい声がレイオット達に届とどく。


　少なくとも未まだ一人は生きているらしい。その判はん断だんを裏うら打うちするかの様に、後からＧＧが付け加えてきた。


「三人共生きていますね。少なくとも心音は魔族のものを除のぞけば三人分聞こえます」


「……厄やつ介かいな」


　呟くレイオット。


　先さき程ほど聞こえてきた、か細い歌声からも明らかだが、脳のう髄ずいの真ん中の小さな顔は〈謡シうンもガのー〉──恒常魔力圏コンスタントドメイン維い持じの為に呪じゆ文もん詠えい唱しように特化した副ふく顔がんである。


　伯爵カウント級以上の中級魔族は、常つねにこの顔の発する『歌』と共に現れる。


　それは見えない鎧よろいだった。


『歌』は恒常魔力圏を維持する為の撃発音声トリガー・ヴオイスであり──その身は常にある種しゆの魔法を纏まとっているのだ。不意をつけばまだ銃弾の通用する下級魔族と異ことなり、物理攻撃に関する限り中級魔族には隙すきも死角も存在しない。


　無む論ろん──それでも普ふ段だんなら倒たおせない相手ではない。


　事実レイオットは何度も中級以上の魔族と戦ってこれを倒してきた。


　だが、いつもとは状じよう況きようが異なる。この火災現場で使える魔法は種類が限られている上に、魔族が連れている人間達は、事実上の人ひと質じちで──問答無用で魔族ごと殲せん滅めつしてしまう訳わけにはいかない。もっとも魔族は単に『玩具おもちや』かあるいは『食料』でも持ち歩いている積つもりなのかもしれないが。


「あたーま。あたま。たまたま」


　何ど処こで喋しやべっているかは謎だが──副顔の口は『歌』を謡うたい続けている──魔族がレイオット達を剝き出しの眼球で眺めつつ言った。


　同時に──


「た……たすけ……て……」


　レイオット達に瞳ひとみを向けて訴うつたえてくる女じよ性せい。


「……くわれ……いや……たすけ……」


　女性が言えたのはそこまでだった。


　不意に──鎌かま首くびをもたげる蛇へびの如く持ち上がった触手の一本が、その右眼に容よう赦しや無なく突つき刺ささったからである。


「……てっ……ててて……ててえ……ええげげげげががががが」


　がくんがくんと痙けい攣れんする女性。


　その手足がまるで異い教きようの踊おどりを踊るかの様に激はげしく跳はねた。


「あたまあたまあたま。あまたをたべると」


　ゆらゆらと身を揺らしながら言う魔族。


　犠ぎ牲せい者しやの頭部がべこりとへこんだのは、次の瞬しゆん間かんであった。


「なるほど……『喰くわれる』か」


　呻うめく様に言うレイオット。


　犠牲者は眼から上がそっくりしぼみ、まるでカエルの様な顔になっている。恐らくはあの触手が脳を──皮一枚下で頭ず蓋がい骨こつまでも分ぶん解かいした上で──吸すい取ってしまったのだろう。


「あたまがよくなる。あたーま」


「……んな訳あるかよ」


　呟きつつもレイオットはスタッフを操作して無音詠唱ダムキヤスト。


　同時に──


「たまあああああああああああああああああああああッ！」


　魔族から──そのしわの隙すき間まから何十本という触手が爆ばく発はつするかの様に放出された。


「──イグジスト！」


〈デフィレイド〉発動。


　レイオットの展開した遮しや蔽へい力りき場ば平へい面めんが触手を弾はじき飛ばす。それらはしかし何の逡しゆん巡じゆんも無く力場平面の表面を走り、迂う回かいして再ふたたびレイオット達に襲おそいかかった。


「ちっ──イグジスト！」


　後方へ跳ちよう躍やくしつつ再度〈デフィレイド〉を発動。さすがに触手も無む限げんに伸ばす事は出来ないのか、魔族はそれ以上追つい撃げきはせず、メジャーを巻き取るかの様に天井や床や壁で先せん端たんを跳ねさせながら触手を引っ込ませた。


「くそっ──」


　更にＧＧを下がらせながら、自身も後こう退たいするレイオット。


　まずい。打つ手が思い付かない。


　彼の保ほ有ゆうする攻撃魔法では人質も一緒に巻き込む可能性が高いのだ。勿もち論ろん、人質など気にせず魔族を殲せん滅めつするという手も在るには在るが──


「スタインバーグさん」


　この期ごに及およんでも緊きん張ちよう感かんの足らない声が呼び掛かけてくる。


「ひょっとして手こずってますか？」


「恥はずかしながら見ての通りだよ」


　レイオットは振り返らず魔族を睨にらみ据すえながら言って──更に無音詠唱。


　選せん択たく呪文はやはり〈デフィレイド〉。今は人質を解放する為の方ほう策さくを練ねる時間が必要だ。


「やはりあの生存者が邪じや魔まですか？」


　ＧＧが散弾銃を持ち上げるのを見てレイオットの背中に冷たいものが走る。


　まさか──この救命魔法士はあろう事か、あの生存者を殺すつもりか？


「おい──ＧＧ!?」


「人質は私が何とかしますから、後はよろしく頼たのみますよ」


　そう言い残し──ＧＧはいきなり魔族に向けて真っ直すぐ駆かけだした。
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　魔族は、瞬まばたく事の無い眼がん球きゆうで二人の魔法士を見つめていた。


　黒いモールドの戦術魔法士と入れ替かわる様にして、紅あかいモールドの魔法士が前に出てくる。意外だ。今までの連中はただ逃げ回るだけで誰も近付いて来なかった。


　魔族はひどく原げん初しよ的てきな喜き悦えつを覚おぼえながら十本ばかり触しよく手しゆをたわめた。


　人間の脳のうはこの魔族にとってこの上無い美味だった。


　これを活動させたまま──生かしたまま啜すするのは、えもいわれぬ快楽を魔族にもたらす。恐きよう怖ふと混乱と絶ぜつ望ぼうと──激しい感情に従って分ぶん泌ぴつされる各種の脳内物質がきらびやかな刺し激げきとなって、魔族の味み覚かくを楽しませてくれるのだ。


　だからこそ魔族は、いつでもその気になった時にこの快楽を味わえるようにと『喰い残し』を捕ほ縛ばくして持ち歩いていたのである。


　だが……どうせなら捕つかまえておく人間の数は多い方がいい。


「あたーま。あたーま。あったまたま。おいしいあたーま」


　魔族は触しよく手しゆを放つ。


　この触手は魔族にとって手足であり爪つめであり牙きばであり──そして口だ。この触手を介かいして魔族は相手の脳を啜る。突き刺す場所は何処でもいい。触手は血や神経電流の流れを遡さかのぼって必ず相手の脳に到とう達たつする。


　放たれた総計十本の触手は、その半数が相手の装そう甲こうに弾かれた。


　しかし残る五本が鎧よろいの隙すき間まから体内に侵しん入にゆう。内側の邪じや魔まな革かわや樹じゆ脂しの隙間を縫ぬい、あるいは薄い部分から貫つらぬいて相手の肉体に突き刺さる。


　右の肘ひじ関かん節せつに一本。左の膝ひざ関節に一本。首筋に二本。頰ほおに一本。


　普ふ通つうの人間ならばこの時点で動きが止まる。恐怖と嫌悪に全身が竦すくむのだ。実際、今まで脳を啜ってきた人間は全員同じ反応を示していた。


　だが──


「あたま？　たまたまたまたま」


「…………」


　紅あかいモールドの魔法士は、全くひるむ様子も見せずにそのまま突とつ進しんしてきた。


　魔族は相手の行動を怪け訝げんに思いつつも、その神経細胞をすすろうと──相手の体内に入った触手を前進させる。まるで寄生虫の如く、戦術魔法士の皮ひ膚ふの下を遡そ上じようしながら、牙持つ触手の先端は脳を目指した。


　だが。


　それでも──全身をくり抜かれる激痛を感じている筈はずなのだが──やはり紅いモールドの戦術魔法士は全く速度を緩ゆるめず突進。


　彼は魔族本体に激突するかと思われたその瞬間に、飛び蹴げりを放つかの様な体勢で空中に身を投げ出し──滑走スライデイング。


「たまっ!?」


　ぎょろりと振り返った魔族の眼球が見たものは、疾しつ走そうの勢いを保たもったまま己おのれの下を通り過ぎ、拘こう束そくしてあった生き残り二人に抱き付く紅いモールドの姿だった。


　紅いモールドの魔法士は左手で二人を抱きかかえたまま身をひねる。生存者を拘束している触手と魔法士に食い込む触手が、回転に従って絡からみ、一点で束たばねられた。


　そして──


「後はよろしく」


　魔法士はこの期に及んでも緊張感の欠けた声でそう言うと、片手で自動装塡式散弾銃オート・シヨツトガンの銃じゆう口こうを触手の絡み合う一点に押し付け──


「──イグジスト！」


　そう声を発したのは黒いモールドの魔法士である。


　同時に二つの事が起こった。


　一つは紅いモールドの魔法士が散弾銃を発はつ砲ぽうした事。零ゼロ距きよ離りで発射された九つの散弾が、魔族の触手を容よう赦しやなく切せつ断だんした。


　もう一つは魔族が体勢を崩くずした事。急に重力の大きさを思い出したかの様に、細い触手の群れは力を失い、巨大な脳はべちゃりと地面に落下した。


「あたま。まままままままままままま」


　魔族は狂くるった様に〈謡シうンもガのー〉で撃発音声トリガー・ヴオイスを発するが──魔力がかき乱され魔法として編あみ上げる事が出来ない。


　自らの身体からだを支えるべき魔法が上う手まく働いていないのだ。半ば錯さく乱らんした──元より人間的な正気などこの怪かい物ぶつには無いが──魔族は、紅いモールドの魔法士が散弾銃を投げ捨て、両りよう脇わきに生き残り二人を抱えて走り出すのにも気付かなかった。


〈ジャミング〉。


　魔法の発動を阻そ害がいする魔法。


　人間にとってはさして影えい響きようの無い魔法だが──その生理機き能のうの大半を魔法に依い存ぞんしている中級魔族にとってそれは、筋きん肉にく弛し緩かん剤ざいにも等しい効こう果かを及およぼす。勿もち論ろん、それでも所しよ詮せんは人間の魔法──大して長持ちはしないのだが。


　ただし魔法士達にとって、そう長い時間は必要無かった様だ。


「あたーま。あたま。ままっ!?」


　我われに返った魔族に長大な──まるで機関銃の如き機械が突き付けられる。


　金属音と共に装桿トリガーが引かれ無音詠唱ダムキヤスト。基礎級魔法ベーシツク・スペルが仮か想そう界かい面めんに装そう塡てん。


「たまあっ!!」


「イグジスト！」


　魔族の魔法と魔法士の魔法が正面から衝しよう突とつする。


　爆音と共に衝しよう撃げき波はが発生──近くに立っていた金きん属ぞく柱ちゆうやフェンスがへしゃげた。


「たままままままま」


　魔族は自らも吹っ飛ばされ、煤ばい煙えんに汚れた地面を転がっていく。有り得ない程ほどに巨大な脳のう髄ずいが、地面で回転し、跳ね、最後にコンクリート壁に激突する様は、いっそ喜き劇げき的てきですらあった。


「たまっ！　あーたーまーッ!!」


　触手を伸ばし、それをあちらこちらに引っかけて魔族は体勢を立て直す。


　だが脳と同じく冗談じみてでかい眼球がぎょろりぎょろりと動いて敵を捜さがし──見つけた時、魔法士は騎き兵へい槍そうの如くスタッフを構えて魔族に突っ込んでくる処ところだった。


「あた──」


「──ッ！」


　左脳と右脳の境さかい目め、〈謡うもの〉の生はえ際ぎわに、ぞぶりと音を立てて無ぶ骨こつな魔法機器の先せん端たんが食い込む。この距離では──状態では、いかな魔族といえど防ぼう御ぎよ魔法を展開する事は出来ない。背後に逃げようにもそこは壁で行き止まりだった。


「のうが、のうがいてえよ──」


「じっとしてろよ。すぐ済むからな？」


　言って──魔法士の手は素す早ばやく装桿を操作し無音詠唱。


　魔族は触手を放ち、装甲の隙間から魔法士の肉体にそれを食い込ませようと──


「イグジスト!!」


「のおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ!?」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと共に炸さく裂れつする基礎級攻撃魔法──〈ブラスト〉。


　ぼこりと魔族の全身がいびつに膨れあがる。


　拮きつ抗こうする圧力と圧力。


　だがそれも一瞬の事だった。


　手し榴りゆう弾だん数発分に相当する爆ばく発はつ力りよくを内部に顕けん現げんさせられた魔族は、全身から閃せん光こうと火か炎えんと轟音を放ちつつ、数百の脳のう漿しように分解され、四し散さんしていった。
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「──自殺志し願がん者しやか、あんたは」


　全身から血を流しながらも、まるで気にした様子も無く、生き残り二人をオフローダーの荷台に横たえて応おう急きゆう処しよ置ちをしているＧＧを隣となりで眺ながめながら……レイオットは苦にが々にがしげに言った。


　ちなみにレイオットの足元には切断された魔族の触手が五本、転がっている。


　それらは紅あかく血に塗まみれており、炎ほのおに照らされながら、毒どく々どくしく光っていた。


　ＧＧの体内に食い込んでいたものだ。いずれも深々と肉体に食い込んでいたにもかかわらず、魔族が倒された後、ＧＧはまるで髭ひげを抜く様な気軽さでそれらを一本ずつ引き抜いて見せた。


　……確たしかにＧＧの行こう為いで人ひと質じちを魔族から引き離はなせたのは事実だ。


　だがそれは幾いくつもの偶ぐう然ぜんに支えられた成功でもあった。一秒でも触手がＧＧの脳に達するのが早ければ、無む意い味みに人質が増えていただけであろうし──魔族の気が変わっていたなら、彼は今頃、他の人質共々脳を喰われ、自分が踏ふみ付けてきた死体の仲間になって床ゆかに転がっていた事だろう。


「わざわざ生かして人間を連れていましたから」


　ＧＧはまるで悪びれた様子も無く言った。


「すぐには殺しに来ないかなとは思っていましたし」


「…………」


　後からなら理り屈くつは幾いくらでも付けられる。


　レイオットにはＧＧが本心から言っているとは思えなかった。


　とはいえ無む謀ぼうな真ま似ねに関しては──自分の命を粗そ末まつにする事にかけては、レイオットも他ひ人との事をどうこう言えた義ぎ理りではない。レイオットは追つい及きゆうの代わりに溜ため息いきを一つついてから少し話の矛ほこ先さきを変えた。


「しかし分からん奴やつだな」


「……なにがです？」


「平気で死体を踏むかと思えば、自分の命を危険に晒さらしても他人を助ける。何なんだ、あんたは」


「変ですかね。だって救命魔法士ですから、生きている人は助けないと」


「…………」


　レイオットの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。


　この男は──


「どうしました？」


「いや……」


　首を傾かしげるＧＧにレイオットは首を振って見せた。


　この男の中には何も無いのだ。


　ＧＧが他人の生命いのちを救うのは『そうするのが正しい』と世間一いつ般ぱんで言われる事を機械的に理り解かいして実行しているに過ぎない。そこには生命への尊そん厳げんや他人への慈じ愛あいといったものなど無いのだ。


　この男の中では一いつ切さいのものが価か値ちを持っていない。


　生も死も同じだ。


　ギルバートはありとあらゆるものを──人間の尊厳も生命も、自分のそれを含ふくめて、全く価値を認みとめていないのだ。だから自分が救うべきだった者の死体を平気で「モノ」として踏める。だから自分の肉体の危き難なんにもまるで頓とん着ちやくしない。自分と他人の区別すら無い。生も死も自分も他者もこの男の中では全く等とう価か──共にゼロだ。


　つまりそれは──


「…………」
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「さあ、行きましょう。まだ生きている人が居いるかもしれませんしね」


　朗ほがらかな口く調ちようで言う赤い仮面の奥おくに──レイオットは底知れぬ絶ぜつ望ぼうの虚きよ無むを見た様な気がした。
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　圧あつ倒とう的てきな質しつ量りように支えられた──闇やみ。


　狭きよう隘あいな空間に満ちるそれを、手元の電でん灯とうの放つ光がわずかな範はん囲いで相そう殺さいしている。視し線せんが通る距きよ離りは極きわめて短く、音さえも複ふく雑ざつに反はん響きようして真っ直すぐ延のびず──その濃のう密みつな暗黒が、何ど処こまで続いているのかを五感で知る事は出来ない。


　坑こう道どうである。


　直ちよつ径けいおよそ二メルトル半の地下通路は、土ど砂しやを抉えぐり抜ぬいただけの乱らん暴ぼうな造つくりで、今にも崩くずれてきそうな印いん象しようさえ在ある。一いち応おうは電線が引かれ、等とう間かん隔かくで電灯が岩がん壁ぺきに打ち込んだハーケンに引っかけられているものの……何処かで断だん線せんしているらしく、光を発する事も無く闇にまみれていた。


　この坑道が完全に閉へい塞そくしている訳わけでないのは、ゆるゆると流れる空気から確かく認にんできるものの……閉へい所しよ恐きよう怖ふ症しようの人間には耐たえ難がたい場所であろう。頭上も左右も数十──あるいは数百メルトルもの厚さの土砂と岩がん盤ばんが塞ふさいでいるのだ。その事実がもたらす心理的な圧あつ迫ぱく感かんは尋じん常じようではない。落らく盤ばんすれば死ぬどころか──死体の回収すら覚おぼ束つかないだろう。


　だが……


「どりるるるるるるるる」


　たとえ重度の閉所恐怖症の人間であったとしても、今はそれを気にする余よ裕ゆうは無かったに違ちがいない。


「るるるるるるる──どりるるるるる」


　闇を充じゆう満まんさせながら延えん々えんと続く地下通路。


　その奥おくから──暗黒を押おし退のける様にして迫せまり来る異い形ぎようの姿が在った。


　直径二メルトル弱。本体である肉にく塊かいの形状はほぼ球状で……表ひよう面めんには灰はい色いろの縮ちぢれた剛ごう毛もうがびっしりと生はえている。闇の中に光る眼めは四つ。意い味み不明の言葉を漏もらす口は二つ。片方はか細い声で歌の様なものを常つねに謡い続けており──もう片方はそれに合わせて何か即そつ興きようの歌詞めいたものを口にしている。


　だがその異い形ぎようを最も特とく徴ちよう的てきに見せているのは、全身数か所に生えた『角』だった。


　黒く鋭するどくそして螺ら旋せん状じように模も様ようの刻きざまれた、見るからに禍まが々まがしい印象の角。


　しかもそれは……何の意味が在るのか、時とき折おり機き械かいの一部の様に回転し、がりがりと乱暴に坑道内壁を削けずっている。異形の巨きよ体たいを支え、前進させているのもその部位である事を思えば──それは角であると同時に、脚あしでもあり手でもあるのだろうが。


　常識を真っ向から嘲ちよう笑しようするかの様な怪かい物ぶつ。


　それは魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト──一いつ般ぱんに『魔族メレヴエレント』という俗ぞく語ごで呼よばれるものだった。


　限げん度どを超こえて魔法を使った人間のなれの果はて。


　精神と肉体を魔法に侵しん食しよくされ……ただ魔法を使う為ためだけの生物となったもの。


　魔族は人間たる事を辞やめたが故ゆえの、強大な魔力と本ほん能のう的てきな悪あく意いでもって目に付く人間を片かた端はしから蹂じゆう躙りんする。基本的に人間はこの化け物を前にしたならば、ひたすら遁とん走そうするしか生き延びる術すべは無い。立ち向かうなど出来よう筈はずも無いし──ましてや慈じ悲ひや赦ゆるしを乞こおうなどとは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。理り性せいの代わりに狂きよう気きを醸じよう造ぞうし続けるその脳に、人間的な価か値ち観かんは全く意味を成なさない。


　魔族に相あい対たいした場合、人はただ一方的に蹂躙されるのみだ。


　狙そ撃げき。爆ばく撃げき。あるいは奇き襲しゆう。


　確たしかに幾いくつもの対魔族戦せん術じゆつは生み出されてきたものの……どれもこれもが真正面から魔族に挑いどむものではない。これは即すなわち人間がこと戦せん闘とう能力に関しては、魔族に全く太た刀ち打うち出来ない事を示しめしていた。


　唯ゆい一いつの例外は──


「──イグジスト！」


　撃う発音声トリガー・ヴオイスの詠えい唱しようと共に発生する不ふ可か視しの力りき場ば。


　物質的実体を持たないが故ゆえに無む限げんにも近い薄うすさで形成された透とう明めいな刃やいばは、魔族の身体からだを真正面から貫つらぬいた。


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。


　即ち拘こう束そく装そう甲こうモールドと魔ま法ほう増ぞう幅ふく器きスタッフを装そう備びし、人間の心と身体を保ちながらも魔族と同じく強力な魔法を用いて戦う者達。常に自らも魔族化する危険を背負う彼かれ等らだけが魔族とある意味で対等か──それ以上に戦う事が出来る。


　ただ……


「どりっ!?」


　幅はば一メルトル程ほどの力りき場ば刃じんに肉体を貫かん通つうされた魔族は、その場に停てい止しして身を震ふるわせる。


　身体の真ん中を縦たての刃に貫通され、肉体の殆ほとんどを左右に切り分けられた状態でありながら……しかし魔族は死んではいなかった。


「どりるがぎゅんぎゅんぎゅるるるん～」


　効こう果か時間を過ぎて攻撃魔法〈ハック〉の力場刃が消しよう滅めつ。


　同時に魔族の傷きずもまるで映画のフィルムを逆回しするかの如ごとく、するすると消える。


　魔族はその身に纏まとう魔力圏ドメインの内部では、大たい抵ていの己おのれの意い志しの下もとに物理法則をねじ曲げる事が出来る。傷を復元するなど基本中の基本だった。


「くそっ──真ん中じゃなかったか」


　呟つぶやきながら後退するのは、黒いタクティカル・モールドに身を包んだ戦術魔法士──レイオット・スタインバーグである。


　今はモールドの仮面の下にその顔は隠かくれているものの、恐おそらくうんざりした表ひよう情じようをこの無む資し格かくの戦術魔法士はしている事だろう。


　たとえ命のやりとりをする現場においても、何ど処こか文字通りの懸けん命めいさに欠ける処ところがこの青年には在る。とある事情から自分の命を軽く考えがちな──少なくともそんな期間が長かった彼は、戦闘の最中ですら、何処か不ふ真ま面じ目めそうな雰ふん囲い気きが残っているのだ。


　とはいえ──


「おとこのろまんだぎゅるるんるん～」


　謡いながら魔族は前進を再開。


　基本的に魔族を殺すには、その魔法の駆く動どう機き関かんたる脳を五割以上破は壊かいするしかない。それ以下の傷はどんな重じゆう症しようであろうと魔族は瞬またたく間に復元してしまう。
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　レイオットの先の攻撃は、その脳を真ん中から断たち割る積つもりのものだった訳わけだが──どうやらこの魔族の脳は身体の真ん中に位置している訳ではないらしい。小こ賢ざかしい人間の常識を嘲ちよう笑しようする、魔族ならではの肉体構こう造ぞうであった。


「どりーるっ！」


　魔族の角の一本が叫び声と共に延びる。


　半メルトルも無かったそれは一いつ瞬しゆんにして二メルトルを超す長さにまで伸しん長ちようし、魔族はそれを騎き兵へい槍そうの様に前方へ突き出しながら突っ込んでくる。


「ちゃーぢっ！」


「イグジスト！」


　咄とつ嗟さに呪文書式板スペル・タグ選択器セレクターを操作。


　更さらに装桿を前後させて無音詠唱ダムキヤスト。


　手て慣なれているが故の停てい滞たい無い瞬間的な動作で、レイオットは防ぼう御ぎよとして〈デフィレイド〉の魔法を起き動どうさせる。


　回転する魔族の触しよつ角かくは遮しや蔽へい用よう力りき場ば平へい面めんに激突し、無理矢理動作を押さえ込まれている機械の様な──低く耳みみ障ざわりな音を立てた。


「──どうしたもんだかな」


　呻うめく様に呟つぶやくレイオット。


　下へ手たな事をすれば今にも崩れてきそうなこの坑道の中で、派は手でな──例えば彼が普ふ段だん多用する〈ブラスト〉や〈アサルト〉といった攻撃魔法を使う訳わけにはいかない。最終的に爆発現象を引き起こす〈ヴォルテックス〉の類たぐいも同じだ。


　あくまで破壊力を制せい御ぎよして一点集中させる魔法や、〈ドライ・キル〉の様な周囲に衝撃をまき散らさない攻撃魔法も無いではないのだが──これは制御が難しい上に追つい加か呪じゆ文もんを詠えい唱しようしなくてはならない。だがこの逃げ場の無い坑道で悠ゆう長ちように追加呪文を唱となえている暇ひまが在あるとは思えなかった。


「ひょっとして手こずられてますか？」


　レイオット以上に緊きん張ちよう感かんに欠かけた声が尋たずねてくる。


　口調としては、まるで街中で荷物を持った老人に手助けを申し出るかの様な、ひどく気さくなものだった。


　レイオットの背はい後ごに立っているのは、ひょろりと背の高い体たい軀くに深しん紅くのモールドを帯おびた救命魔法士ＲＳである。


　ＧＧ──ギルバート・ギブスン。


　レイオットは何事にも──現場においてさえ真しん剣けん味みが足りないとは、よく担たん当とう監かん督とく官かんのネリン・シモンズに文もん句くを言われる。だが、レイオットに言わせるとＧＧの方が遥はるかに現場における危き機き感かんや緊張感を欠いていた。それが普段は人当たりの良さに見えている訳だが……今いま現げん在ざいの様な危機的状況においても全くその調子が変わらないのは、ある種不ぶ気き味みですらあった。


　余よ裕ゆうの在る者がそういう振ふる舞まいに出る事はままあるが──このＧＧに関してはそれとは違う様にレイオットは思う。


「悪いな。手こずってるよ」


「お手伝いする事は？」


　とＧＧ。


「つまらん気を回さないでさっさと後ろに退さがってくれ。走れる処ところは走ってくれ。後ろがつかえてたら魔法を使うための距きよ離りも稼かせげないんだよ」


「はあ。すいません」


　のんびりした口調でそう言うと、ＧＧが離れていく気配が感じられる。


　先さき程ほどから魔族ともＧＧとも似たようなやりとりを三回程ほど繰り返している。打つ手が限かぎられる坑道の中では、仕方の無い事かもしれないが──既すでにレイオットの魔法を使える回数は基き礎そ級きゆうのそれで残り四回を切っている。


「……本当にどうしたもんだかな」


　レイオットは若じやつ干かんの焦あせりを声に滲にじませながら呟いた。
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　何なに故ゆえに──と問われれば、彼はただ曖あい昧まいな微び笑しようと沈ちん黙もくを以もつて応じただろう。


　理由を問われても特に思い当たるものは無い。強しいてそれでも何か言葉を捻ひねり出せと命じられれば彼は穏おだやかな口調でこう言ったに違いない。


『希望という言葉の意い味みが分からない』と。


　何かを失った訳ではなく。


　誰に憎にくまれた訳でもなく。


　生まれ落ちたその時からごく自然に絶ぜつ望ぼうしている人間が居いる。


　彼はその一人だった。希望という概がい念ねんを実感として知らぬが故に、ただ呼こ吸きゆうするかの様に当たり前の事として絶望を続ける者。


　それがＧＧ──救命魔法士ギルバート・ギブスンという人間だった。


　他の人間が彼の生おい立ちを知れば、何ど処こにどう『絶望』などという暗い単語が絡からんでくるのかと首を傾かしげた事だろう。ごく普通の両親の下もとに生まれ、ごく普通の家庭に育った。特に家か庭てい環かん境きように問題が在った訳ではない。両親は共働きであったが、仕事にかまけて息子むすこを蔑ないがしろにする様な事も無く、休日には必ず彼と触ふれ合う為の時間を確かく保ほしていた。むしろ誰の眼めから見てもギブスン家は円満で幸福な一家に映うつったに違いない。


　両親は彼の事を『育て易やすい素す直なおな子』として可愛かわいがった。ギルバートには特に反はん抗こう期きというものが無かったが──それを両親は『おっとりした性せい格かく故ゆえ』と理り解かいしていたらしい。まさか末の息子がわずか五歳さいにして自分を含ふくむ世界の全すべてに絶望していたからなどとは考えもしなかっただろう。


　彼は何かと器き用ようだった。


　特に努力をする事も無くそこそこ何でも出来た。大たい抵ていの物事でも競きそわせられれば、優勝する事は無くてもある程てい度どの上位には食い込んだ。学校に通っていても成せい績せきは全科目で平均点を超こえているのだが──逆に得意科目というものが全く無かった。


　だから彼は努力する事の感動を知らない。


　だから彼は敗北する事の屈くつ辱じよくも知らない。


　恐れられる程に万ばん能のうではない。侮あなどられる程に無能でもない。何でも普通の人間以上にそつなくこなす事は出来るが──しかしそれ故に何一つ極きわめる事は出来ない。


　ギルバートとはそういう少年だった。


　一種の天才と言えたかもしれない。


　だが彼はそんな自分を誇るでもなく──むしろ異い常じようなのだと考えていた。


　ギルバートの周りに似たような環境下に育った子供は何人も居たが、だからこそ彼かれ等らと自分との違いには気付かざるを得ない。ごく普通の両親の下もとに生まれ、ごく普通の家庭で育った筈なのに、普通にすらなる事の出来なかった存在。それが自分──ギルバート・ギブスンなのだと。


　満ち足りている事は幸いだと人は言う。


　だが人はしばしば不満を胸に抱いだくからこそ夢を見る。


　足りない何かはそれを満たす為の目標たり得る。


　喜びも怒いかりも憎にくしみも悲しみも人を動かすバネとなり得うる。


　欠ける処の無い存在として生まれてしまったギルバート少年は、そういったものを根ね刮こそぎ誕生の瞬間から奪うばわれていた。そしてそれを不幸と嘆なげく感覚さえ彼には無かったのだ。


　だから彼は希望というものを知らない。


　ただ深く静かに人知れず絶望を続けている。


　生きる希望など元より無い。


　だがわざわざ死を望む気持ちすらも無い。


　無む為いに日々を過ごすだけ。


　救命魔法士になったのも単に成り行きの結果だ。


　元よりなり手の少ない命いのち懸がけの魔法士ソーサリスト稼か業ぎようだけに求人の機会は多い。職としてそれを選んだのは彼の意い志しではあるが、その理由は『たまたまその時期に彼の周りではその職業の人間を必要としていた者が多かった』というだけの事である。何名かの知り合いに勧すすめられ、あるいは誘さそわれて──そして彼にはそれを拒こばむ理由も無かった。


　ただそれだけの事。


　絶望しきった人間は文字通り何も望まない。


　ただ現げん状じように反応して流されるだけ。


　だから──


　ＧＧはいつか自分が凄すごく無ぶ様ざまでつまらない死に方をするだろうと思っている。


　愛も。夢も。金も。


　生まれてからずっと何一つ自ら望む事も無かった人間は、そうなるのが自然ではないかと思う。


　絶望しきった人間は、自らの死にさえ幻げん想そうを抱いだく事が無い。


　しかし……
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「……未まだ二人からは連れん絡らくは無いんですか？」


　否ひ定ていされるのは分かりきっていたが──労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよく・二級魔法監かん督とく官かんネリン・シモンズは、もう十度目になる質問を、側そばに居た鉱こう山ざん管理会社の職員に尋たずねた。


　職員は黙だまって首を振る。


　彼の前には、坑こう道どう内部の要よう所しよに設せつ置ちしてある通信機の端たん末まつが一つ置かれている。何度か坑道の中に入った者達から連絡は在あったものの、めぼしいものは無く、そしてレイオット達からの連絡は皆かい無むだった。


　何かが起こっているのは間ま違ちがいない。


　恐おそらくは魔族メレヴエレントと接触して戦せん闘とう中ちゆうなのだろう。


　レイオットは無む資し格かくながら強い戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである。通常の戦闘であればネリンもここまでは気をもまない。


　しかし──今回の現場は狭せまい坑道だ。


　あの機き関かん銃じゆうの様に長いスタッフを振り回して戦うのにはあまり向いていない場所だ。その程度の事は、戦闘そのものは素人しろうとのネリンにも分かる。広い場所は内部に幾いくつも在るらしいが、坑道の真ん中でもし魔族に出会えば──非常に不自由な戦い方を強しいられるだろう。


　まして一度落らく盤ばん事じ故この発生している坑道内では、派は手でな攻撃魔法は使えまい。


　とても安心して待てる条件ではなかった。


　今回のケースＳＡ──即すなわち魔族事件は地下の採さい掘くつ場じようにて発生した。


　トリスタン市北部に隣りん接せつする山さん岳がく地帯では、良質の賢けん者じや石いしが産出されるという事で、前世紀から幾いくつもの会社が全長数キロメルトルに及およぶ採掘用の坑道を掘ほり続けていた。


　この坑道──〈イエルネフェルト事じ変へん〉の際さいに多くの資料が失われ、更には採掘権を所有していた会社が合がつ併ぺいしたり、あるいは潰つぶれて採掘権だけが売ばい却きやくされたりと、紆う余よ曲きよく折せつを経へて無計画な掘くつ削さくが進み、その結果として、現げん在ざい、複雑に絡み合った迷路の様な坑道網もうが鉱山の地下に広がっているのである。


　比ひ較かく的てき珍めずらしい事ではあるが──採掘場では〈イエルネフェルト事変〉以前から魔法は使われている。


　下手に大型の掘削機械を持ち込めない様な狭い坑道や、地盤そのものが緩ゆるみがちで爆ばく薬やくはおろか振しん動どうの大きい機械装そう置ちが使えない場合には、魔法士が呼よばれ力場で坑道を支えたり、高い周しゆう波は数すうの微び細さいな振動波で岩を砕くだいたりといった作業を行うのである。水が出た際に凍とう結けつ処しよ理りをする場合も在る。


　今回──その鉱こう業ぎよう用よう魔ま法ほうの作業中に事故が起きた。


　作業を行っていたまさにその瞬間、落盤事故が発生し、作業中の鉱こう業ぎよう魔ま法ほう士しのモールドを直ちよく撃げき。魔法を発動させたまさに瞬間にモールドが破は損そんしてしまったのである。


　当然ながら魔法士は魔族化した。


　坑道内と外部との連絡用にと敷しかれた通信機によって、採掘会社の事務局に魔族発生の通つう報ほうがされ、更に事じ務む局きよくから魔法管理局へと即そく座ざに通報されたが──その直後に現場に居た作業員達からの連絡は途と絶だえた。


　魔法管理局は現場の複雑さから、先日の石油備び蓄ちく施し設せつの事故の際と同様に複数の魔法士を投入、魔族の処理と生き残りの救助を行う事になった。そしてこれまた先日の事故の際と同様に、レイオットとＧＧが組む事になったのである。


　ＧＧは、生せい存ぞん者しやの救きゆう援えんを。


　レイオットは魔族の処理を。


　それが魔法管理局が二人に提てい示じした依い頼らいの内容であった。


　だが──


「スタインバーグさん……ＧＧ……」


　共に連絡が途絶えて既に一時間。


　問題なく無事で居るのならば、通信機の一つを使って連絡を入れてくる筈なのだが……


「君が焦ってもどうなるものでもないよ」


　そう声を掛かけてきたのは、同どう僚りようのアラン・コラールである。小こ柄がらで童どう顔がんな外見に反し、多くの実じつ績せきを積つんできたベテラン監督官であるアランは、詰つめ所の片かた隅すみを振り返りながら言った。


「それに君が焦れば、あの子にも焦りは伝わる。ＣＳＡとはいえ、子供の前で取り乱さないのは大人の義ぎ務むだよ」


「…………あ」


　ネリンは声を漏もらしてアランの見た方向を振り返る。そこには室内だというのにフードを降おろしたまま黙もく然ねんと立つ小柄な人ひと影かげが在った。


　カペルテータ・フェルナンデス──『半魔族ハーフ・ブルート』あるいは『出で来き損そこない』の蔑べつ称しようで呼ばれる魔族と人間の混こん血けつ児じ。


　特とく殊しゆな生おい立ちのせいで感情表現が著いちじるしく抑よく圧あつされている少女ではあるが、それでも彼女は未だ十代半ばの子供である。確かに二十はた歳ちを超えた大人の自分が彼女の前で苛いら立だったり動どう揺ようしていては、カペルテータに要いらぬ圧あつ迫ぱくを掛かけかねない。そんなものは微び風ふうにも感じていない様な無表情を、彼女は今もフードの下で浮うかべているのであろうが──カペルテータの場合は、だからといって何も感じていない訳わけではないという事を、ネリンは経験上知っていた。
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「まあ他ほかにも戦術魔法士は潜もぐってるんだし、近くに居れば手助けも出来るだろう」


　アランは慰なぐさめる様に言う。


「此こ処こは落ち着いて待って──何かこちらで手助け出来る事があれば、すぐに動けるように肩かたの力を抜いておく事だよ」


「はい──すいません」


　ネリンは言って先せん輩ぱい監督官に頭を下げた。





　　　　●　　●　　●





　レイオット達は益ます々ます追い詰められていた。


「どりどりどりどりどりるるん」


　耳にするだけで頭の悪くなりそうな魔族の歌を聴かされつつ後退し続け、魔法を消費する事──更さらに二回。


　拘束度デユラビツト数すう残り二。一気に相手を殲せん滅めつする魔法を使うのならばもう後が無い。


　若じやつ干かんの焦しよう燥そうと共にレイオットがそう考えていた時。


「────！」


　レイオット達は一ひと際きわ開けた場所に出た。


　いびつだがおおよそ半球状に掘ほり広げられた空間である。直ちよつ径けいは四メルトル強。此処ならば多少強力な魔法も使える可か能のう性せいが高い。勿もち論ろん、それでも細心の注意を払わねばＧＧや魔族共々生き埋うめになってしまう可能性は在ったが。


「ＧＧ」


「なんでしょう？」


　やはりこの期ごに及およんでも緊きん張ちよう感かんに欠けた声が応じる。


「ほんの十秒程ほどでいい──あいつの気を引いてくれないか。追つい加か呪じゆ文もん詠えい唱しようの時間を稼かせぎたい」


「分かりました」


　ちょっとした頼み事をされたかの様な気安さで言って、ＧＧはレイオットの前に出た。


　そして彼は──


「──っておい!?」


　思わずレイオットが声を上げる。


　ＧＧはやはり緊張感の無い足取りで魔族の方へと歩み寄ると──その紅あかいモールドに包まれた身体からだをその真正面に晒さらしたのだ。


　魔族の気を自分から逸そらすのを頼んだのは確かにレイオットだ。だが、いくらなんでも魔族の真正面に堂々と立つなどとは──気きが触ふれているとしか思えない無む謀ぼうな行こう為いだった。


「ほんの少し俺と遊びましょうか」


「どりっ？」


　怪け訝げんそうに動きを止める魔族。


　だが次の瞬間──


「どりるんるん」


　全身の角を回転させながら飛び跳はねる魔族。


　恐おそらくは回転の反作用なのだろう、複雑に予想外の跳ね方をしながら魔族は嬉うれしそうにＧＧの周りを動いていたが、突とつ如じよ、その中の一本を伸しん長ちようさせてＧＧに襲おそいかかる。


「どりいいいいいいいいいいいいいいっ！」


　凄すさまじい勢いきおいで突っ込んできた魔族を、ぎりぎりでかわすＧＧ。だが一際大きな正面のものは回かい避ひできたものの、魔族の回転する角の一本は、異い音おんと火花を散らしながらＧＧのモールドを大きく削けずり取った。


　よろめくＧＧ。


　怪け我がをしたのか、あるいは単に衝しよう撃げきと回転に弾かれたのか。何にせよレイオットにそれを確かく認にんすべく駆かけ寄よる余よ裕ゆうは無い。とにかく魔族を倒たおすのが先せん決けつだった。


「──イグジスト！」


　ＧＧの稼いだ時間で詠唱した追加呪文と共に発動する第二段階の攻撃魔法──〈ドライ・キル〉。射しや程ていが短い上に制せい御ぎよが面めん倒どうな魔法だが、周囲に衝撃や火か炎えんをまき散らす事は無い。


　発動した魔法が魔族を捉とらえる。


　きゅんと音を立てて不ふ可か視しの作用場がその包囲を狭せばめた。


「どりるるるるるるる～」


「死ぬまで回ってろ」


　レイオットの言葉と同時に──魔族の身体の一部がごそりと欠けた。


「どりっ!?」


　魔族が驚おどろいたかの様に身を震ふるわせる。


　だが──もう遅おそい。


　瞬間的にミイラ化するまで乾かん燥そうさせられた肉体が、崩ほう壊かいし、塵ちり芥あくたとなって飛散していくのである。即そつ効こう性せいという意い味みでは〈ブラスト〉の様な分かり易い魔法には負けるが、致ち死し的てきという意味では遥はるかに強力だ。


　ざらざらと魔族の身体から塵芥がこぼれ落ちる。


　崩壊はもう止まらない。止める事が出来ない。


　だから──


「…………」


　レイオットは短く溜ため息いきをついてスタッフを降ろし、胸むねの装そう甲こうに──拘束度デユラビツト端たん子しが塡はまっていたそこに触ふれた。


　最後の拘束度を使い切った。もうどうせ魔法は使えない。


　だが──


「どりるでかざるゆうしゅうのびっ!!」


「────!?」


　魔族の叫びと共に──突如としてその全身の角が、射しや出しゆつされた。


　死なばもろとも、などという人間的な感情が魔族に在あったのかどうかは分からない。


　だが魔族の放った十本近い角は、回転しつつあちこちに突き刺さり、どういう構造をしているのか、本体が完全に塵ちりと化した後も、更にぐりぐりと坑こう道どう内ない壁へきを、床ゆかを、天てん井じようを抉えぐり──そしてようやく動きを止めた。


　そして。


「…………!!」


　愕がく然ぜんとレイオットは頭上を見上げた。


　微かすかな音と共に、その角の打ち込まれた穴から無数の亀き裂れつが放ほう射しや状じように走っていく。


　それらは互たがいに絡み合って、瞬またたく間にレイオット達の周りを覆おおい尽つくした。


　まずい。


「──逃にげろ！」


「ちょっと間に合いませんね」


　のんびりとＧＧが言った瞬間──床が、壁かべが、天井が、一気に崩壊した。





　　　　●　　●　　●





　轟ごう音おんに振り返る。


　振り返るとは言っても、何となく首を巡めぐらせただけの事である。空気中と地中では当とう然ぜんながら音の伝わり方が異ことなる上に──間に岩が在るのか土ど砂しやが在るのかによっても音の伝でん播ぱの速度や拡かく散さん具合に差が出る。二つの耳だけでは明確な方向を察さつ知ちするのは無理だった。


　とはいえ──


「……近いかな」


　呟つぶやきながら戦術魔法士のフィリシス・ムーグはもう一度辺りを見回した。


「多分な。落盤の音みてえだが」


　同道している救命魔法士が言う。


　狭せま苦くるしい坑道の中では、彼女の他ほかに彼の姿が在るだけだ。


「誰かが攻撃魔法を使ったのかな？」


「分からねえな。魔力計がさっきから振り切ったままだ。地層に含まれてる賢けん者じや石いしのせいだろうがな。魔法じゃなくて単に元々緩ゆるんでいた処がまた落盤しただけかもしれんぜ」


「かもね」


「ところでフィリシスよ。此の仕事の後で一いつ杯ぱいどうだい？」


「そうだね」


　下心が透すけて見える救命魔法士の誘さそいに、仮面の下で苦く笑しようを浮うかべるフィリシス。


　まあこうやって誘ってくる連中は多いのだが──大抵の場合には先に男の方が酔よい潰つぶれてしまうので、高いタダ酒をしこたま奢おごらされて次の日真っ青になる男は居いても、本来の目的を果はたせた男は未いまだ居ない。


「そういう事はこの鬱うつ陶とうしい穴から出てから考えた方が良いと思うよ」





　　　　●　　●　　●





　状じよう況きようは何ど処こまでも絶望的だった。


　自分にはある意味で相応ふさわしいだろうとＧＧは思う。


「スタインバーグさん──大だい丈じよう夫ぶですか？」


　とりあえず此処は尋たずねておくべきだろうと判はん断だんして声を掛かけてみる。


「そう聞けるお前が少し怖こわいな」


　返事をしてきた処を見るととりあえずは生きているらしい。


　たとえ死んでいてもＧＧとしては一向に差し支つかえないのだが、生きている方が良いのだろう──多分。世間的にはそういう事になっている。


　もっとも見た限かぎり、レイオットは左足を骨こつ折せつしている上に──脚あしがおかしな方向に曲がっている──モールドが破は損そんしていて数か所、二次拘束セカンダリ・レストリクト・図版パタンを描かれた肌はだが露ろ出しゆつしている部分さえ在あった。


　もうレイオットは拘束度を使いきった筈だが……たとえ拘束度数が残っていたとしてもこの状態では魔法は使えまい。モールドの破は損そん率りつにもよるが、魔族化する可能性が高いからだ。故ゆえに自ら魔法で骨折に対する応おう急きゆう処しよ置ちを施ほどこす事も出来ない。


　実を言えばＧＧのモールドも大差ない状じよう態たいである。


　魔族の攻こう撃げきを受けて左ひだり胸むねから右の脇わき腹ばらにかけて大きくモールドが抉られている。幸い被ひ害がいはモールドだけでＧＧの身体そのものは別に問題なく、その分レイオットよりはマシとも言えるが──魔法が使えない事と此こ処こに閉とじ込められたまま打つ手が無いという事に変わりは無かった。


「いやしかしこれは絶ぜつ望ぼう的てきですね」


「にこやかに言うな」


　とレイオット。


　彼は頭部の拘こう束そく装そう甲こうを外して溜め息をつく。モールドが機き能のうしていないのならば、こんな重く窮きゆう屈くつなものを着けている意味は無い。


「何とかして他の人達が此処に気付いてくれればいいんですがね」


　取り繕つくろう様に言ってみる。


　崩壊したあの坑道の下には、どうやら別の坑道が通っていたらしかった。レイオットとＧＧが未まだ生きているのはそのお陰かげだ。二人は先の坑道の崩壊と共に、その新しい坑道へと落下。更さらに降ってきた土ど砂しやと岩の為ために坑道の前後は塞ふさがれ、レイオットとＧＧは長さ三メルトル半、直ちよつ径けい二メルトル弱の狭せま苦くるしい円えん筒とう状じようの空間に閉じ込められてしまっていた。


「しかし……まさか……いきなり〈侯爵マクウイス〉級とはな」


　折れた脚きやく部ぶのモールドを外しながらレイオットが呟く。


　いつもと違って妙に口く調ちようが力んでいるのは骨こつ折せつの苦痛を堪こらえているからだろう。彼は近くに転がっていた木の棒を──恐らくは折れたツルハシか何かの柄えだろう──自分の脚に副そえてから、ふと気付いた様子でＧＧに言った。


「包帯持っていたら、くれ」


「はい」


　救命魔法士にとって応急手当の道具一式は常じよう備び品ひんである。腰こしのポーチから包帯を一巻き取り出すとＧＧはレイオットに投げた。


「まあそれなりに時間も経けい過かしていた様ですからね」


　レイオット達が現場に到着した際、救うべき作業員達は全員が魔族によって殺害されており──更に悪い事に、発生してからほぼ一日が経過していた魔族は既すでに〈侯爵〉級にまで変へん異いしていた。


　鉱石の中に微び量りようの賢者石が含まれている為、坑道の中では魔力計が正しく作動せず、レイオット達はその接近に気付く事無く、いきなり坑道の真ん中で魔族と出くわす事になったのである。


　ただでさえ動き回りにくい坑こう道どうの中、魔族を倒し切れたのは幸運と言える。


　だがその代だい償しようは大きかった。共に大きく破は損そんしたモールドはもう拘束具としての用を成なさない。


　つまり魔法士が二人揃そろっていながら、全く魔法が使えない状態に陥おちいっているのである。


　これでは脱だつ出しゆつなどおぼつかない。


「待つしかない訳だが──」


　包帯を骨折した脚に巻き終えてからレイオットが言う。


「そういう訳にもいかないみたいですよ」


　言ってＧＧは自分達の足あし下もとを指差す。


　そこには──


「……最さい悪あくだな」


　呟くレイオット。


　岩の割れ目から水が漏もれてきている。


　いや、それは見る間に量を増ふやし『漏れる』などという状態ではなくなっていた。


　何処かから地下水が流れ込んできているのだ。


「地底で溺でき死しか。こればっかりは予想外だったな」


　溜め息混じりにレイオットは言った。


　とはいえ慌あわてて取り乱す様子は見えない。


「慌ててませんね」


「慌ててどうなるもんでもないしな。打つ手も無い」


　と肩を竦すくめるレイオット。


　ＧＧはしばらく彼を見つめていたが──


「スタインバーグさん。貴方あなたが死を恐おそれない理由は何ですか？」


「──うん？」


　レイオットは怪訝そうに顔をしかめ──


「なんだ──いきなり？」


「少し気になったもので。此処で死ぬのならば気き懸がかりは解かい消しようしておきたいと思ってもおかしくはないでしょう？」


「…………」


　レイオットはしばし黙だまり込んでいたが──


「俺は俺の育ての親であり師し匠しようでもある人をこの手で殺した」


　俯うつむき脇に視し線せんを落としながら、ぽつりとレイオットは言った。


「ほう」


「当時の俺は未まだガキだった訳わけだが──怖こわいと思う感情に動かされて魔族に変へん態たい途と中ちゆうのその人を殺した。その人が居なければ俺はとっくに死んでた筈なんだが──そんな事思い出す事も出来ずに殺してしまった訳だ」


「なるほど」


「まあ他ほかにも色々在る。カペルテータの事とかな。何にしても──だ。俺は俺が生きるに値あたいする人間だと思えなかった。罰ばつをくだされるべき人間だと思った。だから、『死ぬ』という罰を求めた──んだと思うが。はっきりは分からんがな。それが正しい事の様に思えていたんだよ」


「…………」


　ＧＧはしばしレイオットを見つめてから、問とい質ただす様に言った。


「『思えていた』──？」


「俺は自分が絶望したと思っていた。だが絶望すら俺はしきってなかった訳だ。苦しむのは絶望しきっていない証しよう拠こだ。罰を求めるのは許されたいと思う気持ちが在るからだ。やるだけの事をやった後に絶望するのはまあ分かるが──やるだけの事もやっていないのに絶望しきった気分になるのは、単なる甘あまえ、なんだそうだ、ある女によるとな」


「ははあ。なるほど、建設的な意見です」


　ＧＧは頷く。


「だからもう積せつ極きよく的てきに死を望のぞむ気持ちは俺には無い。しかし死を恐れる気持ちも無い。やるだけやって死ぬのならば──それはまあ仕し方かたの無い事だろうし、それなら誰からも文句を言われる筋すじ合あいじゃないだろ」


　苦く笑しようするレイオット。


　だが──


「なるほど。『治りかけ』ですか──よく見て居おられます」


「何の話だ？」


「絶望という病やまいについてですよ」


　ＧＧは微笑んだ。


「貴方は未だ間に合う。治りかけているのだから尚なお更さらだ──俺の様な先せん天てん的てきなものと違ってね」


「…………」


　何か思い当たる節でも在るのか、レイオットは黙ってＧＧを眺めている。


「俺は何というか──絶望が生まれつきでしてね」


　ＧＧは笑って見せた。


　他に彼は表ひよう情じようを知らない。笑え顔がお以外の表情を浮かべる必要すら、今までの人生で一度として感じた事は無かった。


「本当に何もかもどうでもいいんですよ」


「…………」


「誰が死のうが、誰が生きようが、世界が明日終わろうが、知った事ではない。何しろ絶望していますから。お解わかりでしょう？　絶望とは憎ぞう悪おでも憤ふん怒ぬでも悲ひ哀あいでもない」


　ＧＧはそっと囁ささやく様に言った。


「徹てつ底てい的てきな──無む関かん心しんです」


「……それは……」


「貴方は違う。未だ一いつ杯ぱい貴方は気に掛かかっているものがある。未だやろうとしている事が在る。俺とは似て異なる存在です」


　ＧＧは言いながらしゃがみ込み、水が流れ込んでくる部分を調べ、次ついで坑道に入る前に見た地層図や各種資料を、脳のう裏りに思い起こしてみる。


　確かこの近くには地底湖が発見されていた筈だ。温度や透とう明めい度どを見る限り、この水はそこから流れ込んできている可能性が高い。


　ならば、何らかの方法でこの岩がん盤ばんの一部を破は砕さいする事が出来れば……


「だからスタインバーグさん、俺とは違って貴方は生きた方が良い。俺と貴方、どちらかが死んでどちらかが助かるのなら、死ぬべきはどちらか──明白でしょう」


「……何を言ってるんだ、あんたは」


　呻うめく様に問うレイオットに、ＧＧはほんの少し笑みを深くして言った。


「絶望しきる事も出来ない甘ちゃんに、こっち側は相応ふさわしくないって事ですよ」


　ＧＧはスタッフを操作して無音詠唱ダムキヤスト。


「おい──ちょっと待て、いくら拘束度デユラビツト数すうが残っているからって」


「上う手まく行けば貴方は助かります」


　言いながらＧＧは追加呪文を詠えい唱しよう。


「銃じゆうの用意をしておいてくださいね。変態が始まったらよろしく」


　岩盤破は砕さい用ようの魔法の呪文書式スペルが完成する。


　あまり使う事は無いが──元々は攻撃用魔法と同じものだ。非常時の壁や扉を破る為に呪文書式選択器スペル・タグセレクタに挿そう入にゆうしていたものだが──


「おい、ふざけるな──」


「ふざけてませんよ。じゃあ──もし上手く行ったらシモンズ監かん督とく官かんによろしく」


　言ってＧＧは唱となえた。


　何の気負いも無くあっさりと。


　人間を──辞やめるその言葉。


　長い長い人生という名の絶望から解放される言葉を。


「イグジスト」





　　　　●　　●　　●





　発はつ動どうした魔法は一気に岩がん盤ばんを破は砕さいした。


　その瞬しゆん間かん。


　大たい量りようの水が流れ込んできた。視し界かいが一気に水すい没ぼつする。しかも水は凄すさまじい圧あつ力りよくで流れ込んできた為に、あちこちの土ど砂しやを削けずり、亀き裂れつを広げ──


「────!!」


　レイオットは水の流れの中でもみくちゃにされながらも、闇やみの中を流れ去っていくＧＧの姿を見た。


　仮面が外れ、微笑ほほえんでいる彼の顔が露あらわになる。


　激げき流りゆうの中で聞こえる筈はずも無いのに、ＧＧの唇くちびるが紡つむぐ台詞せりふが聞こえた様な気がした。


『貴方は私が行けなかった所に行ってきてください』


　何の悲ひ哀あいも嫉しつ妬とも無く。


　徹てつ底ていした無関心の笑顔で。


　彼は──


（──勝手な事を！）


　叫さけぶレイオットの声は、しかし泡あわとなって吐き出されただけだった。





　　　　●　　●　　●





　全身の感かん覚かくが狂くるい始める。


　形容し難がたい程ほどの激げき痛つうと快かい楽らくが同時に神経を苛さいなみ始めていた。


　恐おそらくはこれは魔族化の感覚なのだろう。


　ふとＧＧは己おのれの内部で荒あれ狂くるう感覚の奔ほん流りゆうを見み据すえつつ、魔族の言動が狂きよう気きを孕はらむ理由が分かった様な気がした。膨ぼう大だいな快楽と、苦痛。しかも全く同時にそれが襲おそってくるのだ。普ふ通つうの人間がこんなものに晒さらされれば正気を失うのは当然だろう。


　だが……


「…………」


　ＧＧは至し極ごく冷れい静せいだった。


　絶望しきった彼には、苦痛も、快楽もただそれだけのものに過ぎない。神経を流れる信号の種類というだけの事だ。確たしかに痛みを覚おぼえれば反射的に手を引っ込める位の事はするが、それを恐れる気持ちは彼には無い。


　だから。


　彼はただぼんやりと自分がどんな魔族になるのかという事を考えていた。もっともこの水の中で溺おぼれてしまい、魔族になりきる前に死んでしまう可能性も高かったが。


　しかしどうにも想そう像ぞうがつかない。


　なりたいものもない。


　なりたくないものもない。


　だから何も想像がつかない。石がただ石であるかの様にＧＧもただＧＧであってそれ以外の自分を想像する事が出来ない。


　そして──


　どれ位そうしていただろうか。


　圧あつ倒とう的てきな感覚の奔流にもまれる内に、ＧＧの意い識しきは曖あい昧まいに溶とけていた。恐怖も動どう揺ようも無い。ただ漫まん然ぜんと『人としての終わり』を待つ。


　…………


　…………


　…………


　五分か。


　一時間か。


　あるいは一日か。


　気が付けば──ＧＧは妙みような場所に居いた。


　何ど処こか分からない。


　此こ処こは──何処だ。


　自分はどうなったのか。


「…………」


　身動きが取れない。


　いや……そもそも全身の感覚が無い。ひょっとしたら自分はもう肉体が滅ほろんでいて、ただ魂たましいの様なものだけが浮ふ遊ゆうしている状じよう態たいなのだろうか。


　どうでも良い事だ。


　ただ──


「──さて」


　楽しげな声が聞こえてくる。


　振ふり返る感覚は無かったが、視界は勝手に動いてその声の主を捉とらえた。


　無意味に白い視界の中で、枯かれ葉は色いろのスーツを着た男が一人立っていた。鼻先に小さめの眼め鏡がねを引っかけ、何処か斜しやに構かまえた様な薄うすい笑みが顔に張はり付いている。


「おめでとう──『資格者』。君は我われ々われの仲間ですよ」


（……仲間？）


「ただそう望めば良い。そうすれば君には人間を超ちよう越えつした力と、それに付ふ随ずいする権けん勢せいが与あたえられる事になります」


（……力……権勢……）


「それは類たぐい希まれなる才能です。揺ゆるぎない信念の下もとに人間を超える者。それ即すなわち『資格者』なのです。我等はこの力を以て人間の上に君くん臨りんする」


（…………）


　ＧＧは苦く笑しよう的てきな想いを抱いだいた。


　揺るぎない信念。


　そんなものは無い。ただ彼は、彼の中は揺らぐものさえも無い、空くう虚きよだっただけの事である。




[image: ]


「おいでなさい──」


　そう言って手を伸のばす男。


　だが──


「やめろ」


　割り込んでくる第三者の声。


　再ふたたび視界が動いてその声の主を映うつし出す。


　黒いインバネス・コートを着て、杖つえを片手に携たずさえる単眼鏡モノクルの老ろう紳しん士し。


「貴き様さま達たちの如ごとき俗ぞく物ぶつが、真に才能の在る者の道を歪ゆがめるな。無む理りにでも干かん渉しようしようと言うのならば相手になるぞ」


「……おや」


　男は肩かたを竦すくめた。


「お久しゅうございますね、コルグ老」


「…………」


　老紳士は無む言ごん。


　ただ単眼鏡の奥おくから、奇き妙みように鋭するどく力の込められた眼めが枯葉色のスーツを着た男を睨にらみ据えている。そこには単純な敵てき意い以外にもある種の苛いら立だちが感じられた。


「いやいや、さすがに用意も無しに私も貴方あなたと戦う積つもりはありませんよ、『資格者』同士の戦いはきりがない分、タチが悪い」


「…………」


「仕方が無いですね。まあ此処は彼の自主性に任せるしかありますまい──私としても彼を今回見つけたのは偶ぐう然ぜんですし、彼が仲間にならずとも私の仕事に支し障しようは無い」


　男は肩を竦めた。


「選べ──才能在る者よ」


　老紳士は言った。


「我等と志こころざしを同じくして世せ俗ぞくを棄すて、遥かな高みを目指すか。あるいは彼奴きやつの如ごとく人を辞めながらもあくまで人としての業ごうを引きずって無む限げん地じ獄ごくに堕おちるか」


「いささか偏へん見けんに満ちた物言いには不満を感じますが」


　と男。


「どちらにせよ貴方は一歩を踏ふみ出した。既すでに貴方は人間ではなく、元に戻もどる事は有り得ません。世捨て人となるか、得た力を以て世界を変えるか。二に者しや択たく一いつですよ」


　白い幻げん影えいの様な世界に男の声が響ひびく。


　ＧＧは──かつてＧＧと呼よばれていたものはそれを聞きながら、しばし考え──


「…………」


　選択を声にした瞬しゆん間かんにその白い世界は終わりを告げた。
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　坑こう道どうの事じ件けんから一週間後。


　骨こつ折せつを魔法治療により治し、とりあえずは自宅で静せい養ようしていたレイオットの許もとに訪おとずれたネリンは──ＧＧの死体が未いまだ見つかっていない事を告げた。


「魔族事件が発はつ生せいしている様子も在ありませんし……その……」


　言いにくそうに告げるネリン。


　あの後──レイオットは気を失い、近くの池に打ち上げられていた処ところを地じ元もとの樵きこりに発見されて救きゆう助じよされた。どうやら地ち底てい湖こが地上の池と繫つながっていて──地ち下か水すい脈みやくを伝ってそこまで流されてきたらしかった。


　もしＧＧが魔族になる前に死亡しているのなら、同じ様に池に流されてきた可か能のう性せいが高い。魔族になっていたらなっていたで、魔族事件がまた発生していた事だろう。


　だが……そのどちらでもないという。


　ではＧＧはどうなったのか。


　人知れぬ地下水脈の何ど処こかで死体となっているのだろうか。


　あるいは──


「絶ぜつ望ぼう──か」


　レイオットは言って唇くちびるを嚙かむ。


「いえ、未だそうと決まった訳わけでは」


　ネリンが何か勘かん違ちがいした様子で言ってくる。


　だがレイオットの言葉はもっと別の意味を含ふくんでいた。


　──『貴方あなたは私が行けなかった所に行ってきてください』──


　その言葉が脳のう裏りに残っている。


「何が甘あまちゃんだ。あんただってそうだったんじゃないのか」


　本当に絶望しきっていたならば。


　本当に何も望む事が出来ないのならば。


　あんな台詞せりふだって出てこなかった筈はずではないのか。


　本当は自分も希望を持ちたかったのではないのか。


　だからそれをレイオットに託たくそうとしたのではないのか。


　なのに──


「一人勝手に自じ己こ完かん結けつしやがって」


「……どうしたんですか？」


　怪け訝げんそうにネリンが尋たずねてくる。


「いや……」


　レイオットは首を振ふる。


「死体は見つからず、魔族事件も起きず。なら何処かに居いるんだろ、奴やつは」


「……でも」


　ネリンの言いたい事は分かる。


　では何な故ぜ戻ってきて無事な姿を見せないのか。


「奴には奴なりの理由が在るんだろ。そう思っておけばいいさ」


「…………」


　ネリンが驚おどろいた様な顔をする。


「……なんだ？」


「あ。いえ。なんか私がスタインバーグさんに慰なぐさめられるなんて、初めての事なので」


「…………」


　レイオットは苦く笑しようを浮うかべる。


　確たしかに自分は絶望しきる事も、他人を完全に突つき放す事さえも出来ない、甘ちゃんだ。


　本物の絶望を抱かかえてきた者から見れば、とんだ道どう化けであったかもしれない。


　しかし。


「意い外がいにその甘ちゃんで居るのも難むずかしいんだよ──あんたには分からなかったのかもしれんがな」


　もし何い時つか何処かであのとぼけた雰ふん囲い気きの救命魔法士ＲＳに再会する事が在れば、そう言ってやろう──そう想おもいながらレイオットは長い長い溜ため息いきをついた。






　あとがき







　いい加減あとがきのネタが無くなってきたりする今日この頃ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。どうも、軽小説屋の[image: ]さかきです。


　真ま面じ目めにちょっと何とかせんとまずい状況が続いていたり。


　アニメ企画三本同時進行で嚙かむってのはどう考えても無茶だったわいな。いや、全部ばらばらの時期に進めていたのにもかかわらず、微妙にそれぞれ時期がずれて、同時進行になっちまっただけなんですが。ぬー。アニメは自分でスケジュール調整出来ないからちょっと厄やつ介かいかも。





　それはさておき。


　長らくお待たせしました、ストレイト・ジャケットの最新刊をお届けします。


　本巻は季刊誌『ファンタジア・バトルロイヤル』誌上で随分前に連載していたものをまとめた『ＧＧ編』でありまする。





　ところで──右の記述を見て「あれ？」と思われた方もおられるでしょう。


　榊が大きく嚙んでいたアニメの企画は二本だけではなかったのか、と（ちなみに某悪魔マジ泣きアニメは脚本一本書いただけです）。


　そうです。


　これを書いている二〇〇七年の五月末現在、この『ストレイト・ジャケット』のアニメ企画が進行しています。実は二〇〇六年の夏辺あたりからアニメ化は決まっていて、うごうごと水面下で色々やっておったのですが（脚本とかシリーズ構成とか）、ようやく皆さんにご報告出来ます。


　まあ詳くわしくはドラゴン・マガジンなり他の媒ばい体たいなりを御ご参さん照しよういただくとして、アニメ化のお話が出たのも、読者の皆様の御支持の御お陰かげ。本当にありがとう御座います。


　ちなみにＯＶＡ全三巻というまあ、今時ちと珍めずらしい形式ですが、『キャラクターが敵に銃を向けているカットを描くだけでテレビ局に自称・良識者から文句が来る』このご時世、ストジャの内容をＴＶ放映も出来ないでしょうし（キャラの首と一緒に、プロデューサーの首が飛ぶわな）、その分、ぎゅっと凝ぎよう縮しゆくされたものができあがると思います。


　乞こうご期待でする。





　で──


　以下、本編未読の方はネタバレ注意。





　このＧＧ編は──割と単純な思いつきから描かれたものです。


　本編で絶望だ絶望だと口にしているレイオットですが、その割には結構、能動的というか、積極性が在ったりもします。


　で、本当に──究極的に絶望している人間って、むしろ悲ひ壮そう感かんとかが欠けつ落らくしていくのではないか、とふと思ったのですな。悲しいとか辛つらいとか主張している間はむしろ、その状態からの脱だつ却きやくを心の何ど処こかで望んでいる訳で。『そんなの無理だ』と諦あきらめきってしまった人間は多分、何も言わずに静かに佇たたずんでいるのではないかな、と。意味のない空くう虚きよな笑いとか浮かべながら。


　そんな風に思ったらＧＧができあがっておりました。


　なんだかこの名前も珍しく、殆ほとんど反射的に決まったもので、このＧＧ編に限って言えば、何となくノリと勢いで書いていた記憶があります。


　ついでに言うと、実はカペルの着せ替え話（というか何というか）は、当初、全く違う話を八割方書いていたのですが、新大阪の駅のホームを歩いている際に、ふと変な処から電波を受信して「そうだコスプレをしよう」と決め、家に帰って一日で書き上げてみたりしました。


　更についでに言うと、今回の刊行にあたって一本追加エピソードを書いてみたのですが、実際に書き上げてみると、恐ろしく地味というか、延々、魔法管理局の地下でＧＧの元妻の身の上話を、ＧＧ本人不在のまま、レイオット達が聞いているという意味不明のものになってしまったので、自主ボツ。


　まあ元々ノリと勢いで書き上げたＧＧ編だけに、二年ばかり経った今、改めて追加エピソードを挿そう入にゆうしてもいまいちしっくり来なかった、というのが最大の理由ですが。


　まあ、そーゆーのでもいいから読ませろ、という人は富士見にはがきなりメールなり送ってみて下さい。どうにかなるかもしれません（笑）。





　まあ今回はちとドタバタと忙いそがしいので、この辺で。ではまた。





　二〇〇七／五／二五


　新宿のホテルにて。




初　出
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